
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　『スパルカ』













　　　　　１






　──静かな熱気が、剣闘場全体を包み込んでいるのが全身で感じられた。

「────」

　気味が悪いのが、観客席は静けさに反してそれなりに埋まっていること。つまり、観客たちはあえて黙って、興奮を静けさの中に満たしているのだ。

　むしろ、静寂がうるさく感じられる珍しい環境だが、スバルはそれどころではない。

「クソ、クソ……冗談じゃねえ、最悪だ……！」

「構うものか……。オレは、オレはやってやるぞ……」

「貴様ら、落ち着け！　私の指示に大人しく従うんだ！　そうすれば死なずに済む！」

　そのうるさい静けさを破るのは、スバルのすぐ近くに立っている三人の男たちだ。

　岩のような灰色の鱗うろこで全身が覆われた蜥と蜴かげ人びとと、顔や上半身、半裸の見える部分全部に骸骨風の刺いれ青ずみを入れた禿とく頭とうの男、それと錆さび色いろの髪を長く伸ばしたバンダナの人物。

　みんな、育ちも人種も違った顔ぶれだが、れっきとした共通点がある。

　それは、スバルを頭数に入れていないことと、命懸けの緊張で目が血走っていること。

　そしてこのままだと、誕生日は違っても、命日は同じになってしまうことだ。

「──諸君、まずはこの島への上陸を歓迎する。帝都におられるヴィンセント・ヴォラキア皇帝閣下もさぞかしお喜びだろう。その皇帝閣下より、直々に島の管理を任された総督として、諸君に栄誉ある試練を与える」

　重々しく、厳いかめしい声が発され、ビリビリと会場の空気を揺すぶったのは、正面の特等席に立つグスタフ・モレロ──剣けん奴ど孤島『ギヌンハイブ』の支配者だ。

「────ッッ」

　そのグスタフの足下、剣闘場の奥に通じる通路の柵が上がり、暗闇の中からゆっくりと黒い影が姿を見せる。それは、獅し子しの頭と大鹿の足を持った巨大な魔獣──違う、ここでは剣けん闘とう獣じゆうと呼ばれ、島に上陸する新たな戦士を試すための存在。

　東の森で暮らす戦士の部族、そこに伝わる『血命の儀』を参考に行われるようになった儀式『スパルカ』──その試験官として立ちはだかる、スバルたちの敵だ。

「──皇帝閣下が望まれる、強きよ靭うじんな帝国民としての在り方を証明せよ!!」

　大きく、朗々とした声で『スパルカ』の開始を宣言するグスタフに、会場の熱気と、三人の男たちの決死の色が濃くなるのを感じながら、スバルは呟つぶやいた。

「……ヴォラキア帝国、大っ嫌い」





　　　　　２






　──時は、『スパルカ』が始まる少し前に遡る。




「たぶん、頭が弱くなってる……」

　粗末なベッドの上で、自分の手をにぎにぎしながらスバルは悲しい事実を実感した。

　魔都カオスフレームでの、『悪あく辣らつ翁おう』オルバルト・ダンクルケンにやられたシノビのとんでも術技、その『幼児化』の影響がスバルの身も心も蝕むしばんでいる。

　おおよそ、十歳前後まで体の縮んでしまったスバル。元々、この世界の基準だと身体能力は子どもと大差ないかもしれないが、深刻なのは頭の中身だった。

「使ってる机が同じでも、引き出しが固いのと、高い引き出しに手が届かない的な、頭がすげぇ弱々になってる感じがする……」

　今、スバルの置かれた状況を整理すると、そんな感じの表現がぴったりだ。

　──紅こう瑠る璃り城じようの天守閣で、オルバルトと繰り広げられた地獄の鬼ごっこ。

　あれに勝つのにものすごい回数チャレンジしたのも、頭が弱くなった影響がとても大きい。幸い、あのときはスバルの知恵じゃなく、大事なみんなとの絆きずなが勝利の鍵だった。

　みんなの声が、応援が、笑顔が、頭の中に響いてくれた気がして──、

「あ、ダメダメ、泣くな泣くな……馬鹿か俺は。いや、馬鹿だ俺は」

　うっかりみんなのことを考えて、じんわり涙が込み上げてくる。

　たぶん、安あん堵どと寂しさがごちゃ混ぜのそれはホームシック的な気持ちだ。幼くなった体は涙の防波堤が低くて、下手するとボロボロ泣きじゃくりそうになる。

　でも、たとえみっともなく泣なき喚わめいても、みんなのところに戻れはしない。みんなと再会したいなら、涙を堪こらえて問題に立ち向かうしかないのだ。

　例えばそれは──、

「──どうやら何かしらの結論が出たみたいですね」

　泣くのを我慢したスバルに、いい笑顔を向けてきている相手への対処だ。

　固いベッドで目覚めたスバル、その眼前で珍妙なポーズをしているのは、青い髪に明るい色合いのキモノを着込み、セシルスと名乗った少年だった。

　いきなりの出会いと、威勢のいい見み得え切きりが印象的な彼だが、ただの明るく朗らかな男子と受け入れるには、ちょっと口にした名前が大物すぎる。

　なにせ、彼が名乗ったセシルス・セグムントとは、このヴォラキア帝国で一番強い人物──『九神将』のてっぺん、『青き雷光』と呼ばれる剣士の名前なのだから。

「それでそれでどんな話を聞かせてもらえるんです？　それが楽しみでお目覚めを張り付いて待っていたんですよ！　はぁ～、生きてるって感じがするなぁ！」

　ただし、そうやってキラキラ目を輝かせている少年には、一国の最高戦力なんて大層な肩書きが似合うようにはまるで見えない。そもそも、刀も持ってない。

　それで帝国最強なんて、果たして務まるのだろうか。

「自己申告するだけなら、それこそ誰でもできるだろうし……」

「うん？　どうしました？　何やら雲行きの怪しい目つきで僕を見てるようですが」

「ええと、こっちの話。その、俺はナツキ・スバルって言って……ぁ」

　首を傾かしげる自称セシルスに、その疑問を誤ご魔ま化かそうとしてうっかり本名を名乗ってしまった。「やばっ」と顔を青くするが、時すでに遅し。

　もし、王選候補者であるエミリアの騎士、ナツキ・スバルの名前が帝国に届いていたら、『九神将』なんて偉い将軍が知っていてもおかしくない。

　だから、女装状態では『ナツミ・シュバルツ』なんて名乗って、不用意に自分の名前を広めないように気を付けていたのに、頭の悪さが致命的なミスをさせた。

　目の前の自称セシルス、彼が本物の『青き雷光』だったら──、

「へえ、ナツキ・スバルですか！　何やら舌の上をまろやかに転がる不思議な響きですね。耳と記憶に引っかかるいい名前……名優の条件と言えますよ！」

「……お前、本物の『青き雷光』？」

「また急に疑いますねえ！　でも疑われ慣れてて動じませんよ、よく言われるので！」

　欠片かけらも違和感を覚えていない顔に、警戒するのが馬鹿馬鹿しくなった。ので、直球ど真ん中で聞いてみたら、自称セシルスはお腹なかを抱えて大爆笑だ。

　本物なら無礼だし、偽物なら偽称だから、ちっとも笑い事じゃないのだが──、

「言葉で本物です！　と言い張るのは簡単ですが、それは証明にはならないでしょう？　たとえ僕の秘密やあれこれを打ち明けてもそちらは何も知らなそうですし」

「それは……うん、言う通りだ」

「だったら僕の素性の真しん贋がんを言い合っても時間の無駄！　無駄はスパッと斬り捨てて次の話題！　その方がずっと建設的ですよ、僕は壊す専門ですけど！」

　なんだか勢いと口八丁で言いくるめられた感じがするが、猛然と息継ぎもなく畳みかけられると反論の隙間がない。それに、極端だけど一理ある言い分だった。

　スバルには本物の『青き雷光』を見分ける方法なんてない。その手掛かりもない。だったら、自称セシルスを暫定セシルスにしておくしかないのだ。

　そうなると、次に自然と意識が向かうのは自分の置かれた環境の謎さだった。

「……オルバルトさんに戻してもらおうとしてたはずなんだけど」

　鬼ごっこに勝ったスバルは、約束通りにオルバルトに『幼児化』を解いてもらえるはずだった。あれで意外と潔く、オルバルトが術を解こうとしたのも覚えている。

　そこで記憶は途切れていた。──何か、それもとんでもない何かが起こったのだ。

　だからスバルは縮んだ体のまま、見知らぬ場所でこうして目覚めることになった。

「ぼろっちいベッドと、ひび割れてる壁。湿った空気に、胡う散さん臭くさい子ども……」

　周りに見えるものを並べていくと、何となくどこかの監獄っぽい雰囲気で気分が落ち込んでくる。唯一、それにそぐわないのが自称セシルスの存在か。

『九神将』を騙かたった罪で、牢ろう屋やに入れられているというならちょっと納得だが。

「えっとさ、セッシー、ちょっと聞いてもいい？」

「セッシー！　なんですそれ、もしかして僕のことですか？」

「本物か偽物かわからない相手のこと、有名人の名前で呼ぶの気後れして……」

　どこかで本物のセシルスと会った場合に備えて、なんてつもりはないものの、それが嘘うそか真まことかわからない暫定かつ自称セシルスへの落とし所だった。

「セッシー、セッシーですか……何と味わい深い特別感！　思い返すと愛称で呼ばれるなんて経験とんとありませんし不思議な心地になりますね、最高！」

「そんなに喜んでもらえると、俺も二秒で考えた甲か斐いがあるよ」

　安直な呼び名だと思ったが、本人が喜んでくれているのでそれでよしとしよう。

「それで話を戻すけど……ここってカオスフレームじゃないんだよね？」

「カオスフレームというと魔都ですか。ええ全然違いますよ。むしろ帝国の中だとちょうど西と東で正反対！　言った通りここは剣けん奴ど孤島ギヌンハイブです」

「ケンドコトウ……」

　ギヌンハイブ、と聞き慣れない単語を舌で転がして、スバルは唇を曲げる。

　地名はともかく、その冠には嫌な予感がバリバリだ。カオスフレームはたくさんの亜人が暮らしているから『魔都』と呼ばれていたが、ギヌンハイブの場合は──、

「──剣奴、孤島？」

　剣けん奴どという響きのイメージは湧きやすく、聞き覚えもあった。

　確か、そう、アルが時たまぼやくことのあった単語のはずだ。どこかで剣奴として、死ぬような思いをしながら十数年過ごしていたと。

　左腕を失いながらも何とか生き延びて、そこから逃げ出したとも話していた。

「ま、さか……その、殺し合いの島!?」

「殺し合いではなく『死合い』と呼びますが概おおむね正しい認識でしょうね。いやぁ、同年代がきてくれるのは珍しいので僕はとても期待大！　ですよ」

「馬鹿げてる！　そんなの……そんなの、何かの間違いだ！」

　胸の前で手を叩たたいて上機嫌のセシルスが、スバルの叫びに「おや」と目を丸くした。

　が、そんな反応をされる方が心外だ。剣奴──奴隷同士の殺し合いを見せ物にしている島なんて、何かの間違いに決まっている。

「だって、俺は目を覚ますまでカオスフレームにいたんだ！」

「だとしても今はこうして寝台の上ですからねえ。その言い分を認めてしまうと僕の方こそ島から魔都まで飛ばされたことになっちゃいますし」

「俺がわけわからない島にいるっていうなら、その逆だってありえるだろ!?」

「どうでしょう。──その答えでしたらすぐにお教えできますが」

　現実と記憶が繋つながらず、混乱するスバルにセシルスが声の調子を落とした。

　一瞬、その迫力に気け圧おされるスバルに、彼は笑って壁の方を、部屋の外と通じている鉄格子付きの窓を指差した。

「違う、そんなのおかしい、間違ってる……！」

　湿った風が入り込んでくる窓に、スバルはベッドから降りて駆け寄った。

　頭がふらついて、脱力感があるけど気にしていられない。青白い顔で窓枠に飛びつき、鉄格子を掴つかんで自分の体を持ち上げると、外の景色が目に飛び込んでくる。

　その、スバルの視界に広がったのは──、

「──う、み？」

「ええ、湖です。大きくて広いでしょう」

　呆ぼう然ぜんと、そう呟つぶやいたスバルの言葉を拾い、セシルスが肯定しようとする。でも、セシルスの肯定は間違いだ。スバルは『海』と言った。『湖』と言い損ねたんじゃない。

　そう、セシルスは間違えた。なら、外の景色だって間違いかもしれない。

　そんなの、自分の願望でしかないことくらい、スバルにだってわかることだった。

「ぐるりと島の周りは全部湖に囲まれています。向こう岸に行くには島と外とを繋ぐ跳ね橋を『上げる』しかありません。まさしく天然の要害あるいは監獄！」

　ずるずると窓枠から滑り落ち、床に項うな垂だれるスバルにセシルスの口上は絶好調。どうしてこの少年は、こんな絶望的な場所で上機嫌でいられるのか。

　もしかしたら、セシルスも精神的に追い詰められてやけっぱちなのかも──、

「感じるからですよ、序幕の終わりを！」

　そんなスバルの縋すがる目つきに、絶望感なんて無縁の笑顔でセシルスが言い放った。

　そのまま、彼は狭い部屋の中でくるくると踊るように回り回り回り、

「哀れ、イマイチよくわからないながらも剣けん奴どの島へ送り込まれ、血風吹ふき荒すさぶ死合いを数々こなし続ける僕！　そんな僕の下へ血の香りとは異なる予感を携えた新風が吹けば、話が動かないなんて嘘うそでしょう！　ねえ、新風！」

　ステップを止めて、新風とスバルに呼びかけてくるセシルス。その彼の理屈、論理が全く理解できない。──違う、理解できないんじゃなくて、したくないのだ。

　この言い分や態度、間違いない。彼は生きつ粋すいの、しかも重度の『物語脳』だ。

「そうでないと面白くない！　花形役者を舞台袖で飼い殺しにしておくなんてまともな筋書きではありえない冒ぼう涜とくってものじゃないですか！　そう思いませんか、スッバ！　いやいや、バッル？　バッルー……」

　口上の最後、首を傾かしげて勢いの萎しぼんだセシルスに、スバルは眉を寄せた。そしてすぐ、彼が引っかかったのがスバルの呼び名であると気付く。

　自分が『セッシー』と呼ばれたから、スバルのことも愛称で呼びたいらしい。

「なかなかしっくりきませんね……何か希望とかあります？」

「……呼ばれ方なんてどうでもいいよ。それよりも、他に人いないか？　セッシー以外の話せる人がいると、ありがたい」

　セシルスとの話にはノイズが多すぎて、必要な話に辿たどり着つくのに時間がかかりすぎる。

　正直、剣奴孤島なんて名前の島にまともな人間がいてくれるのか不安で仕方ないが、ここでずっとセシルス流の話を翻訳しながら過ごすのは無理だった。

「話せる人とはなかなか厳しい条件を持ち出しますね。この島だと僕ってわりと遠巻きにされてて話に付き合ってくれる人が少ないんですよ」

「それは自分に問題があると認めて、いい対処してほしいかな」

「強いて言うなら治癒室の癒い者しやのご老人とかですかねえ。ほら、一緒に湖から引き上げたお嬢さんがそちらへ休まれてますから都合がいいかもしれませんよ」

「ああ……一緒のお嬢さん？」

　聞き捨てならない話を聞き捨てしかけて、スバルはセシルスをまじまじと見た。するとセシルスは「ですです」と悪びれない顔で頷うなずいて、

「小さい女の子とご一緒でしたよ。湖を泳ぎ切っただけでなくちゃんと相手も助けてるなんてバッスーには実に見所が……お！　これはなかなかいい響きですね？」

「そんなことはどうでもいい！　それよりも、もっと早く言えよ!!」

　自分と一緒に湖から引き上げたと、もたらされたその情報にスバルは立ち上がった。

　こうしてはいられない。スバルと一緒にいた小さな女の子、そんな候補は一人だけ。

　魔都カオスフレームで、スバルと一緒に地獄を潜くぐり抜ぬけた存在──、

「──ルイ！」





　　　　　３






「ここが治癒室ですよ、バッスー」

　薄汚れた木の扉を顎で示して、頭の後ろで手を組んだセシルスが振り返る。

　暗くて湿った空気の漂う通路をしばらく歩いて、その先にあった一室だ。剣けん奴どなんて立場のわりに監視もなく出歩けて、スバルは拍子抜けしながら扉を押し開けた。

「う……」

　その途端、中から溢あふれ出だしたのは不衛生の極みみたいな腐った肉と血の臭いだ。

　あまり広くない部屋の中、一応医務室の役割のためにベッドが何個かあって、衛生観念が死んでいる証拠の使い古しの道具や、適当に洗った包帯が放り出されている。

「ここ、人を治すところで、改造するところじゃないよな？」

「あっはっは！　それはもちろんですよ。とはいえ癒い者しやは素人で道具は不完全、治癒魔法なんて貴重なものがあるでなし、助かるかどうかはその人の運次第でしょうかね」

「そう、だった。治癒魔法って、貴重なんだよな……」

　ひどい環境に顔をしかめたスバルは、そのセシルスの答えに唾を呑のみ込こむ。

　忘れがちになるが、ヴォラキア帝国では治癒魔法はとても貴重な資質なのだ。だからこそ、治癒魔法が使えるレムはとても貴重な人材として扱われていた。

　レムの身の安全という意味では、メリットとデメリットの両方がある環境だ。大切に扱われるけれど、狙われることだってありそうだ、と。

「ほら、感動の御ご対たい面めんといきましょう」

「──っ、ルイ」

　考えが余よ所そに向きかけたスバルを、あろうことかセシルスが方向修正。肩を叩たたいた彼に奥のベッドを指差され、スバルは急ぎ足にそこに向かった。

　気持ちは逸はやるが、なんて声をかけるかは決めていた。最初に感謝と、それから謝罪だ。紅こう瑠る璃り城じようの戦いは、彼女がいなかったらとても耐えられなかった。

　その二つを伝えて、今後の彼女との関係を──、

「──え？」

　だが、ベッドの少女に声をかけようとして、スバルは唖あ然ぜんと立ち止まった。

　ひどい怪け我がをしているとか、そういう話じゃない。もっと、根本的な問題だ。

「ルイじゃ、ない……」

　ベッドの上、寝かされているのは亜麻色の髪を肩で揃そろえ、小柄な体をキモノの肌着である白い襦じゆ袢ばんに包んだ少女だ。

　一見、見覚えのない姿に思えるが、忘れられない特徴が頭から二本生えている。

　その出自を一目で誰もが理解できる、二本の鹿の角──、

「──た、タンザ？」

　スバルと一緒にいた少女で、ルイでもなければ、一緒に縮んだミディアムですらない。当たり前だが、国境を飛び越えて現れたベアトリスでもなく、そこにいたのは魔都カオスフレームの女主人、ヨルナ・ミシグレの忠実な従者、そのタンザだった。

「なん、で……なんで、この子がここに？」

「あれれ？　もしかして僕また何かやっちゃいました？」

「話が違う！　俺は、ここにルイがいるって聞いたから……っ」

「おっとっと、それは違いますって。僕はバッスーと一緒に島に上がった女の子がいると説明したんです。それがバッスーの思った子と違ったのは驚きですが」

　想像と違う寝顔を見せられ、思わず食って掛かるスバルをセシルスが正論で黙らせる。

　確かに彼の言う通り、連れの少女と言われてルイだと思い込んだのはスバルの方だ。

「でも、おかしい……なんで、タンザが俺と？　それに、ルイはどうなる」

　混乱しながらも、スバルは姿の見えないルイがどうなったかを心配する。

　彼女の正体を話したことで、アベルやアル、ミディアムはルイを危険視している。ヨルナはルイを守ってくれるかもしれないが、それも正体を知らないからだ。

　ルイが大罪司教だと知ったら、ミディアムみたいに考えを変えてしまうかも。

「それを、アベルの奴やつがヨルナさんに隠す理由がない……！　その方があいつにとって都合がいいんだ。クソ！　レムのところに連れ帰らなきゃいけないのに……」

　ルイの存在は、記憶のないレムとスバルとを繋つなぐ細くて弱々しい糸だった。

　無断でついてきたのはルイでも、スバルには連れ帰らなきゃいけない理由があった。何より、スバルの中でもルイをどうするのかちゃんと決まっていなかった。

「なのに、ルイとはぐれて、こんな島にいる場合じゃない……！」

「島を出ようと仰おつしやる？　ですがそのためには越える壁が多いですよ。僕の聞いた話だとここから脱走できた人って過去に一人しかいないそうですし」

「なら、俺がその二人目になる。いや、この子と合わせて三人だ」

　島を脱出すると目標を定めて、スバルはベッドの上のタンザを指差した。そのスバルの決意表明に、セシルスは「おや」と目を丸くする。

「いいんですか？　この子はバッスーの期待した子と違ったはずでは？」

「違ったよ。でも置いてく理由もないだろ？　ヨルナさんも、この子を探してるはずだ」

　愛情が深く、出会ったばかりの幼子のためにすら助力を惜しまなかったヨルナ。

　彼女がいなかったら、やはりオルバルトとの鬼ごっこに勝つことはできなかった。そもそも、勝負の土台にあの怪老を上げることもできなかったはずだ。

　そのヨルナのところにタンザを帰してあげるのは、とても自然な恩返しだろう。

「意気込み決意と決め台詞ぜりふは立派と思いますが、言った通り難しいと思いますよ」

「聞いたよ。出るのは難しいって言うんだろ。でも、船を探したり、さっき言ってた跳ね橋をこっそり下ろしたりすれば……」

「跳ね橋は『上げる』んです。それをこっそりというのもかなり難関ですが、最大の問題は橋よりも呪じゆ則そくですよ」

「ジュソク？」

　意気込みに水を差してくるセシルス、彼の口にした聞き慣れない単語にスバルが引っかかる。その反応にセシルスは大げさに両手を広げてみせ、

「呪いの規則、すなわち『呪じゆ則そく』！　この剣けん奴ど孤島の支配者が敷いたとても厄介で強力な縛りにして鎖！　破れば死！　背けば死！　抗あらがえば死！　──死の呪い！」

「な……!?」

「島に入った時点で剣奴は全員候補も含めて呪印の刻印済み！　僕もバッスーもそちらのお嬢さんも例外じゃありません。それがこの島から出る最大の難関ですよ」

　広げた両手を胸の前で合わせ、驚きよ愕うがくの事実をセシルスが告白する。

　軽々しい言い方で真剣味の欠片かけらもないが、それを嘘うそだと笑い飛ばすには、死の呪いとやらの響きと悪質さが帝国のイメージと合いすぎていた。

「じゃあ、その呪いがある限り、誰も島から出られないってのか？」

「そうですとも。でなければ僕だってとっくに島から出ていってますよ。その気になれば水の上も走れますからね。コツは右足が沈む前に左足を出すことでして……」

「お、俺とタンザは手違いでここにいるんだ！　その呪いを解いてもらえば……」

「ははは、面白い冗句ですね！　手違い間違い人違いだろうと刻まれた呪印を解くなんてありえませんよ。そういう感じの人じゃないんですここの責任者の総督は！」

　確信を持って肩を叩たたかれ、スバルは思わず絶句した。

　知らない間に知らない場所に、あまりよく知らない子と一緒に放り込まれた。その知らない場所から出ようとすると、知らない相手にかけられた知らない呪いで命が危ない。そんなことをよく知りもしない相手に教えられて──、

「──っ、そうだ、セッシー！　お前、『九神将』なんだろ!?　だったら、外と連絡が取れるんじゃないか？」

「キューシンショウってなんです？」

「なんでだよ!!」

　飛びついた希望をすぐさま踏ふみ躙にじられて、スバルはその場で地じ団だん太だを踏んだ。

　もちろん、スバルにも悪いところはある。このセシルスをオオカミ少年扱いし、本物の名前を騙かたる偽物だとあしらっていたのはスバルの方だ。

　それが困った途端に掌てのひらを返して助けを求めるなんて、とても恥知らずな行いだった。

「でも、『青き雷光』を名乗るんだったら、『九神将』のことは知ってなきゃダメだろ！　設定の練り込みが甘いとか、そういう話じゃないぞ!?」

「あーあー！　聞き捨てなりませんね！　言わせてもらいますけど設定というものは脚本家が用意するものであって演者の僕が練るものではありませんから！　強いて言うならその『青き雷光』ぐらいですよ、僕が自前で用意した肩書きなんて！」

「自前で用意した肩書き……？」

「そうです！　ヴォラキアの『青き雷光』セシルス・セグムント！　この痺しびれる異名を帝国全土に轟とどろかせ、誰もが僕という主演役者に目を奪われる！　その意気込みの表れです！」

　胸を張って言い切られ、スバルは目をぱちくりさせると、その場に膝をついた。

　そんなスバルの様子に、セシルスは「あれれ？　どうしました～？」なんて顔を覗のぞき込こんでくるが、それに真面目に答える気力は萎しぼんでしまった。

「……ちなみに、なんでセッシーはこの島にいるの？」

「それなんですが実は僕もよくわからないんですよ。気付いたらいたって感じで何か役割があると思うんですが。その物語的な変化起こすのってバッスーじゃないです？」

「バカ野郎……」

　項うな垂だれた心にトドメを刺されて、今度こそ完全にスバルは沈没した。

　この、目の前の少年が本物か偽物か、その問題には決着がついた。というか、わかり切っていたことだ。偽物である。設定の詰め方が雑すぎる偽物だ。

　極めつけに、ここにいる理由がわからないと、スバルたちと同じ理由を持ち出す始末。

「自分が帝国の将軍なのも、ここにいる理由も知らないなんてふざけすぎてる……」

　当然だが、ヴォラキア最強の『青き雷光』の名前と二つ名は知れ渡っているだろう。

　そして彼は、その名前と肩書きに憧れて『セシルス・セグムント』を自称する偽物。オオカミ少年にもなり切れないオオカミ少年──偽セシルス決定である。

「ならいっそ、さっきまでの話も全部嘘うそってことになれば……」

　偽セシルスが病的な嘘つきなら、島のルールも呪じゆ則そくも全部デタラメという可能性。そこにスバルはか細い希望を見み出いだそうとして──、

「──このようなところにいたのかね、セグムント」

「うわあ!?」

　次の瞬間、背中側から太い男の声を浴びせられ、スバルは飛び跳ねる。

　偽セシルスのものでも、もちろんベッドで寝ているタンザのものでもない声。それが聞こえた部屋の入口に振り返り、とんでもない大男を見つけてスバルはもっと仰天した。

「で、っけ……！」

　動物園で象でも見たときの反応だが、イメージだけならそれに近い。

　背が、とても大きい男だ。いや、大きいのは縦だけじゃなく横にも大きい。体の全部が太くて大きくて、首や手足が丸太みたいにパンパンだ。

　腰のベルトから鎖を下げた、スバルが十人ぐらい包めそうな黒いコートを着た大男。

　二メートルを軽々と超えた身長、ものすごい厳いかつい顔は口に入りきらない牙がはみ出していて、肌の色も青色と見た目の特徴が多すぎる。

　それでもまだ、一番目立つ特徴に触れていないというのに。

「どうもどうも、グスタフさん！　今朝も立派なお召し物ですね！　身みだ嗜しなみの隅々まで気を使うのは役名付きとして正しい在り方！　みんな見習ってほしい心掛けですよ！」

「世辞であれば結構、妄言であれば慎むことだ。君の如ごとき存在は死合いで真価を発揮すべきであり、警告や懲罰の対象となることを本職は望まない」

　そう言って、大男──グスタフと呼ばれた人物が、軽妙な偽セシルスの挨拶に重々しく頷うなずいて、太い『四本』の腕を組んでいた。

　両肩から二本ずつ生えた四本腕、それがこの大男の外見で一番目立つ特徴だ。

　確か、多た腕わん族ぞくという種族の特徴なのだと、知り合いのお爺じいさんから聞いた覚えがある。

　知り合いの、お爺さん──。

「ええと……そうだ、ヴィルヘルムさんだ」

　知人の名前を思い出すにも一苦労があり、スバルは自分の記憶力に不安を抱く。

　そのスバルの不安を余よ所そに、偽セシルスはグスタフに「いやぁ」と笑いかけ、

「お気遣い痛み入ります。グスタフさんの仰おつしやる通り、もし仮に僕が死ぬとしたらそれは戦場であるべきです。そのために僕の素行を見逃していただいて感謝に尽きませんよ！」

「……素行は改めることを期待する。本職の忍耐も無限ではない」

「はいはいわかってますとも！　グスタフさんの総督魂に大感謝です！」

　へらへらしながら手を合わせる偽セシルスに、グスタフが無言で瞳を細める。

　顔色が読みづらいが、たぶん歓迎はしてない顔だ。それでも、偽セシルス以外に話せる相手が現れたことは、スバルにとって救いだった。

「それで、そちらの少年だが」

「──ぁ」

　ちょうど、グスタフの方からもスバルに意識が向けられた。
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　ものすごい高みから見下ろされ、妙な威圧感を覚えながらスバルは姿勢を正す。顔が怖いというだけでなく、纏まとった雰囲気自体がそうさせる人物だった。

「セグムント、彼が目を覚ましたなら本職の下へ連れてくるよう命じてあったはずだ。何な故ぜ、それに従わずに彼をこの部屋に案内した？」

「そうでしたっけ？　すみません、忘れっぽくて」

「────」

「それに目覚めて最初に見る顔が僕なのはともかく、次がグスタフさんというのはバッスーが可哀かわい想そうですよ。まずは連れのお嬢さんの無事を確かめて再会の場面を演出！　しかるのち島の重要人物……そういう流れが理想かなと！　躓つまずきましたが！」

　言いつけを破って悪びれず、偽セシルスが事の経緯をハチャメチャに説明する。

　実際、ルイと思った相手がタンザだったせいで、偽セシルスの計画は躓いたのだろう。それを聞かされても、グスタフの気分は晴れないと思うが。

　案の定、グスタフはその説明に二本の右腕で額と眉間を揉もみ、スバルを見た。

「少年、君はセグムントほど本職を惑わせないと期待したいが？」

「その期待には応えられるんじゃないかなって思う……思います。俺も、他の人の話が聞きたかったところで、それがこの島の偉い人なら最高、です」

「──。礼儀に則のつとるならば、本職もそれに応えなければなるまい」

　言葉に気を付けて、たどたどしくも伝えたスバルにグスタフは静かに頷うなずいた。

　それが何を意味するのかと、眉を上げたスバルの前でグスタフが一歩下がる。そして、彼は四本の腕の二本を胸に当てて──、

「本職は、神聖ヴォラキア帝国第七十七代皇帝であるヴィンセント・ヴォラキア皇帝閣下より、この島の管理を任されているグスタフ・モレロだ。君には、自らの名前と所属を明かしてくれることを期待する」

　丁寧に自分の立場と名前を名乗りながら、そうスバルに頭を下げた。

　パッと見、厳いかつい外見と威圧的な雰囲気だが、話し方や佇たたずまいは静かで穏やか、抱いた印象はもさもさ頭の、そう、ズィクルに近い。

　帝国でも指折りのまともな人材、そのズィクルに近いということは──、

「は、話せる大人だ──!!」

　そう思わず叫んでしまうぐらい、真っ当な人間に飢えたスバルの心は疲れていた。





　　　　　４






「──なるほど。ナツキ・シュバルツ、それが君の名前か」

　思わず叫んでしまったことを謝ったあと、スバルはグスタフの質問にそう答えていた。

　一瞬、本名と偽名のどっちを使うか悩んだせいで、中途半端な名前になってしまったが、とっさの判断にしては上出来と思っておく。

　正直、グスタフに嘘うそをつくのが正解か不正解かはわからない。

　でも、スバルの本名が広まるのがいいことじゃないのは確かだ。オオカミ少年の偽セシルスは回避できても、どこの誰がルグニカ王国の事情通かわかったものじゃない。

　スバルの偽名を聞いて、偽セシルスが「あれ～？」と首を傾かしげていても。

「セグムントのあの反応は？　それに、何な故ぜ彼は君をバッスーと呼ぶ？」

「セッシーにはセッシーの理屈があるんでしょうね。確かめてみますか？」

「──。やめておこう。本職は知恵者ではないが、賢明でありたいとは思っている」

　首を横に振って、グスタフはスバル的にも賢明な判断をしてくれた。

　これを偽セシルスの日頃の行いのおかげと思うのは癪しやくなので、スバルの日頃の行いがよかったと考えておこう。

　ともあれ──、

「名前を答えられ、体に不調もないように見える。癒い者しやの話によれば、体力の消耗が著しかったとのことだが、自覚はあるかね」

「……少し、疲れてるぐらいかなと。助けてもらってありがとうございます」

「訂正しておこう、シュバルツ。君たちを救助したのは本職ではなく、そこにいるセグムントだ。本職はあくまで、条件付きで君と少女の受け入れを承諾したに過ぎない」

「な、なるほど」

　理り路ろ整せい然ぜんとしたグスタフの受け答えに、スバルはしどろもどろになりかける。

　だが、淡々としている彼の話はわかりやすく、発言量と情報量の兼ね合いが偽セシルスとは段違い。何より、スバルの体調のことも気遣ってくれていた。

　もしかしたら、グスタフはスバルたちの境遇を聞いて、配慮してくれるかもしれない。

「グスタフさん、俺とこの……タンザって子なんだけど、何かの間違いでこの島にきちゃったみたいなんだ」

「何かの間違いとは？」

「──！　そ、それが何なのかはわからない。ただ、俺たちはもっと遠く……カオスフレームって知ってるでしょ？　その街にいたはずなんです！」

　聞く耳を持ってくれた反応に、スバルは前のめりになって事情を打ち明けた。

　偽セシルスの話だと、この島と魔都は帝国の西と東の正反対にあるらしい。それだけでスバルたちが非常事態に巻き込まれたと、常識人ならわかってくれるはずだ。

　偽セシルスはダメでも、ちゃんとした大人のグスタフならば。

「助けてもらっておいて虫がいいのはわかってます！　でも、仲間も俺たちを心配して探してるはずだから、できればすぐに無事を知らせて合流したいんです！」

　どうしてここにいるのかわからないなんて、偽セシルスを叱れる立場じゃない。でも、タンザを連れてカオスフレームに戻らなくちゃいけないのだ。

　はぐれた仲間たちと、タンザと離れ離れで心配しているだろうヨルナの下へ。

「だから、俺は一秒でも早くこの島を──」

「君の事情と主張は把握した、シュバルツ」

「う」と、前のめりになる顔の前に大きな掌てのひらを出され、スバルは言葉に詰まった。そうしてスバルを黙らせると、グスタフは残りの三本の腕を自分の額や顎に当て、

「先ほどの本職の話は覚えているな？　君を救助したのはセグムントであり、本職が君と少女の上陸を許可したのは条件付きであったと」

「それは……はい、覚えてます、けど……」

　改めての説明に、スバルは『条件』というワードが頭から抜けていたと気付く。確かにグスタフは条件付きで許可したと、そう話していた。

　では、条件とは何だろうか。スバルとタンザを、島に上げる条件とは。

「シュバルツ、君には適切な判断力があり、受け答えに不自由しない思考力があり、本職に敬語を使える教養があり、癒い者しやの診断による健康体という評価があり、君自身の体力以外の不安はないという自己申告がある。異論は？」

「いっぺんに言われると目が回りますけど……たぶん、異論はないです」

「たぶん、というのはいささか不確実な意見だ。あるか、ないか、いずれかでは？」

「──。異論は、ありません」

　厳しいグスタフの眼まな差ざしが、スバルに半端な答えを許してくれない。

「────」

　彼の顔色も声の調子も、何も変わっていない。なのに、さっきまで頼れる大人に思えたグスタフが、いきなり恐ろしい石像に変わってしまったように思える。

　言葉も祈りも通用しない、とても恐ろしい無機質な存在に。

　その石像と化したグスタフの前で、スバルの胸に嫌な予感が湧き上がり──、

「──シュバルツ、君に『スパルカ』への参加を命じる」

「────」

　聞き覚えのない単語、『呪じゆ則そく』に続く次なるそれにスバルは困惑させられる。

　参加というからには、その『スパルカ』というものはイベントか何かだろうか。この剣けん奴ど孤島で開かれるイベント──最悪の可能性が頭を過よぎった。

「待ってくれ、グスタフさん！　なんで、なんでその『スパルカ』に出なきゃいけないんだ!?　俺たちは自分でこの島にきたんじゃないんだよ！」

「捕虜に奴隷、犯罪者……このギヌンハイブに上陸するものの事情は様々だが、望んで訪れるものはほとんどいない。そして本職の役割は、この無法者の揃そろった剣奴孤島に秩序を敷いて、皇帝閣下のお望みを全霊を以もつて叶かなえるのみ」

「こ、皇帝の望みって……」

「──この剣奴孤島を、帝国で最も意義ある血の流れる場所へ作り変えること」

　それは、スバルの血が凍ったと錯覚するぐらい、冷たく渇いた宣言だった。

　石像に変わったと、そうグスタフの印象の変化を表現したのは間違いじゃなかった。グスタフの態度は、血の通うそれとは思えない石人形のそれなのだ。

　その印象の変化に息を呑のむスバルを、「シュバルツ」とグスタフの低い声が呼び、

「皇帝閣下、とお呼びしろ。一度目は警告、二度目は懲罰だ」

「う……」

「それと、これも訂正しておくが、本職は要請したのではない。命じたのだ。この島にいる限り、本職の指示に逆らうならば相応の罰を覚悟せよ」

　罰という表現、それはオブラートに包んだつもりなのだろうか。スバルには、それが逆らえば代償は命で支払えと言っているようにしか聞こえなかった。

　たとえ子ども相手でも、血も涙もない扱いを堂々と行える人物──それがスバルの抱いた、グスタフという存在への最終評価となる。

「……ヴォラキア帝国、大っ嫌い」

「意図は不明だが、その悪あく罵ばを許そう。あらゆる言論を封じてしまえば不満が溜たまる。大いなる愚行の芽とは、不満を苗床に、反感を水として育つものだ」

　ゆるゆると首を横に振り、グスタフの後ろの両腕がスバルの肩を掴つかんだ。

　スバルの頭も楽々掴めるだろう掌てのひらは、身をよじってもびくともしない。いっそ、無理やり抵抗して島を逃げ出すことすら考えたが──、

「そのやり方はおススメしませんよ、バッスー。たぶんもっとひどい目に遭っておしまいというつまらない結末が待つだけです。老婆心というより退屈が嫌っておねだりですが」

「お気持ち表明ありがとう。くたばれ、セッシー」

「わあ、一応これでもバッスーの命が袋ふく小ろこ路うじに嵌はまらないよう手伝ってるのに～」

　そう唇を曲げる偽セシルスに入口を塞ふさがれ、スバルは最後の抵抗力を奪われた。

　結局、偽セシルスは敵なのか味方なのか、どっちにしても手詰まりは変わらない。スバルが『スパルカ』という、碌ろくでもないイベントに参加させられるのも。

「資格を証明せよ。それが叶かなえば、本職の責任を以もつて君を剣けん奴どとして迎え入れよう」

「……それ、最高だね」

　うまくいっても奴隷にされて、うまくいかなかったらあの世行きだろうか。

　小さくなってから一度もいいことがない、なんて控えめな言い方はしないでおこう。




　──ヴォラキア帝国にきてから、一度もいいことなんて起こっちゃいないのだから。
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「──これより、諸君がこの島の剣奴となるための資格があるか、試させてもらう」

　眠るタンザを治癒室に残し、スバルが連れていかれたのは薄暗く辛しん気き臭くさい部屋だった。

　部屋の印象をざっくり言うなら、更衣室や控室のイメージだろうか。ただし、ロッカーもベンチも置かれておらず、いるのはスバル以外の四人の男たち。

　その内の一人が、たくましい四本の腕を組んで最初に話したグスタフだ。

　それ以外にいるのは、薄汚いボロを纏まとった灰色の鱗うろこの蜥と蜴かげ人びと、裸の上半身や髪を剃そったハゲ頭の至るところに刺いれ青ずみを入れた強こわ面もて、そして錆さび色いろの髪を伸ばした特徴のない男。

　彼ら三人が、グスタフ目線でスバルと同じ立場のものたちらしい。が、どうやら彼ら目線だと、また違った意見を持ち合わせているようだった。

「待て、グスタフ総督！　本気で、この子どもを入れて『スパルカ』を始める気か!?」

「じ、冗談じゃねえ！　こっちゃ命が懸かってんだ！　ガキなんか役に立つかよ！」

「剣闘を残酷な見世物にしない……。それがあんたの方針と聞いたが……？」

　最後に合流したスバルを見て、三人がそれぞれ口々に不満を訴える。

　はっきり事情はわからないまでも、彼らの不満の種は揃そろってスバルの存在のようだ。彼らの期待をスバルが裏切り、その不満がグスタフにぶつけられている。

「総督、納得のいく説明をしてもらおう！　そもそも、仮にその子どもを加えたとしても人数不足だ。『合』は五人一組、そう説明があったはず！」

「そうだそうだ！　話が違ちげぇってんなら俺は──」

「──沈黙せよ。本職の話を遮さえぎるなら、それは皇帝閣下の意を遮るも同然である」

　低く、重たい一言が、錆色髪と蜥蜴人の言葉を押し潰した。

　グスタフの顔色も、声こわ色いろも最初と何も変わらない。それでも、放たれた言葉の意味するところの段違いの重みが、男たちの不満を真っ向から叩たたき潰つぶしたのだ。

「先だって伝えた通り、これより諸君の『スパルカ』を開始する。観客席には島内の剣けん奴どが入り、外部の訪客は不在だ。だが、行われる儀式の意義は微み塵じんも薄れないと考えよ」

「儀式の、意義……」

「私語は慎め、シュバルツ。しかし、その疑問には回答しよう。この島で行われる『スパルカ』は、帝国の東の地に存在する密林の部族の儀式を参考としたものだ。その儀式を『血命の儀』と言い、そのものの誇りと技量が基準に届くものかを確かめる意味がある」

「────」

　訥とつ々とつと語られたグスタフの説明に、スバルは盛大に嫌な顔をした。

　固い記憶の引き出しに、全く同じ単語を聞いた覚えがある。まさか、オリジナルの儀式に参加したあと、その後追いの儀式に参加させられるというのか。

　互いの健闘を誓って別れたシュドラクの、アマゾネスたちの野蛮な笑顔が目に浮かぶ。

　しかし、『血命の儀』ということは──、

「まさか、俺たちを戦わせるつもりなんじゃ……」

「はっ！　本気で何も知らねえようだな。だったら、てめえみたいな弱っちいガキがまざってくれて俺たちが喜んでるはずだろうが！」

　思いつきを口にした途端、蜥蜴人から盛大なダメ出しを受けた。ので、直前の三人の反応の筋を通そうとすると、彼らの不安の種は戦力外のスバル──、

「……まさか、俺たち全員で何かと戦わされる？」

「お利口だな、小僧……。ついでだが、オレは気が短い……。少し黙っていろ……」

　ドスの利いた声で、優しく褒める代わりに脅してくる刺いれ青ずみ。錆さび色いろ髪だけがここでスバルを咎とがめなかったが、彼もスバルの戦力外を呪っている一人だ。

　とりあえず、チームプレイは最悪のところからスタートするのが決まった。なんて、軽口を叩たたいていられる余裕もない。

　この三人と協力して、なんだかわからないものと戦って、勝ち残らなければ。

「……先ほどの質問に答えてもらっていない。その子どもが四人目だとしても、五人目がいないことは変わらないんだ。我々の『合』の最後の一人は」

「諸君の『合』、その五人目は治癒室で眠ったままだ。そのものの目が覚めない以上、『スパルカ』にはこの場の四人で挑んでもらう」

「し、正気とは思えん……！」

「皇帝閣下の意に沿うのに必要であれば、正気の喪失も職務のうちだ」

　まるで岩か鋼の如ごときグスタフの忠誠心に、錆色髪はそれ以上の反論を諦めた。代わりに彼はスバルの方に矛先を変え、「貴様」と声をかけてくる。

「見たところ、ただの貧相な子どものようだが、何ができる？　特技は？　魔法は？　何かしら役立つ強みの持ち合わせはあるのか？」

「や、役立つ特技ったって……」

　矢継ぎ早に聞かれて、スバルは目を泳がせながら必死で考える。

　残念ながら、愛用の鞭むちはカオスフレームで落としたらしい。可愛かわいいベアトリスがいないと魔法も使えないし、それ以外の小技も縮んだ体ではまともに使えない。

「なんてことだ……本当にただの子どもなのか」

　その無言でまごつくスバルの様子に、錆色髪が額に手をやりながら嘆いた。

「ひ、ひひ、ガキがいる上に人数も足りねえ。終わりだ、終わり！　おーわーりー！」

「でかい声を出すな、トカゲ野郎……。オレを怒らせて、死にたいのか……？」

「ああ？　聞こえねえよ！　声が小せえぞ、ドクロ面ぁ！」

　精神的に追い詰められ、感情的になる蜥と蜴かげ人びとと刺青が真っ向から睨にらみ合あう。そのまま取っ組み合いを始めそうな二人の剣けん幕まくに、錆色髪が慌てて割って入った。

「待つんだ！　私たちが争ってどうする！　思い詰める気持ちはわかるが、話を聞け！　私は以前、戦士だったんだ！　戦いでも私の指示に従えば……」

「うるせえ！　戦士だっただぁ？　ならなんでここにいやがる！　負けて捕虜か奴隷にでもなったんだろうが！　縁えん起ぎ悪わりぃんだよ、ヘボ野郎！」

「自分の命を他人任せにできるか……。オレは誰の命令も聞かん……」

「き、貴様らぁぁぁ……!!」

　しかし、錆色髪の説得は逆効果になり、取っ組み合うのが二人から三人になっただけ。

　この先に待ち受ける『スパルカ』に向けて、いい兆ちよ候うこうでは絶対にない。

「ぐ、グスタフさん……」

「シュバルツ、本職が付け加えることはない。本職の意図はすでに伝えた通りだ。この剣けん奴ど孤島で流れる血の一滴までも、帝国の繁栄のために使う」

「ここで、あの三人が殴り合って流れる血も？」

「血の一滴までも、だ」

　揉もみ合あう三人を止めるには、この子どもの体では無理がある。

　助けを求めるスバルに、グスタフの答えはまるで謎かけのようにしか聞こえなかった。

　そして──、
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　──四人の関係は最悪のまま、物語は冒頭の『スパルカ』開始へと辿たどり着つく。




「剣闘場……！」

　高い壁がぐるっと周囲を囲った円形のフィールド、それが剣けん奴どの戦う剣闘場だ。

　壁の向こうには階段状の観客席があって、野球のスタジアムのような雰囲気で剣奴の殺し合いを楽しめるクソみたいなシステムになっている。

　満席というほどでもなく客席を埋めているのは、グスタフも言っていたが島の剣奴だ。

　その客席の最前列に、治癒室で薄情にも別行動になった偽セシルスを見つける。笑顔で手を振っている彼に、スバルは行儀悪く中指を立てた。

　だが、そういう些さ事じにかまける余裕は、『敵』の登場であっという間に消える。

「────」

　ゆっくりと、特等席に立つグスタフの足下、暗い通路から進み出るのは黒い魔獣だ。

　獅し子しの顔をしたその魔獣は、前にお下げの子が火事になった屋敷に連れ込んだのと同じ種類だ。スバルの鞭むちの素材になった魔獣で、名前は、パッと出てこないが。

「ら、らいおん……？」

「────ッッ!!」

　そのスバルの呼びかけを否定するみたいに、魔獣もとい剣けん闘とう獣じゆうのライオンが吠ほえる。

　あのグスタフよりもさらに大きい怪物と戦わされるなんて、もはや悪夢だ。ずっと、スバルはこの島に、帝国にきてから、悪夢を見続けている気分だった。

「あれを仕し留とめなくては、私たちは助からない」

　震え上がるスバルの横で、ライオンを睨にらみつける錆さび色いろ髪の男が言った。

　そう、そうなのだ。スバルは今から、この三人と力を合わせて、あのライオンをやっつけなければならない。──勝ち目なんて、どこにあるのか。

「クソ、チクショウ！　なんで俺がこんな目に……！」

「泣き言はいい加減にやめろ！　生き残るために全力を尽くせ！　あれを見ろ！」

「あぁ？」

　この世の終わりみたいに嘆いていた蜥と蜴かげ人びとの肩を叩たたいて、錆色髪が剣闘場の端──ライオンの真向かいに立つスバルたちから見て、ちょうど会場の左右両端を指差した。

　右と左、それぞれの地面に突き立っているモノ、それは──、

「あれは、剣か……？」

「お、俺にもそう見える……！」

　刺いれ青ずみの呟つぶやきにスバルが同意すると、ぎろっと冷たく睨にらまれた。でも、味方と仲良くわかり合えなくても、見えるものが煙みたいに消えるわけじゃない。

　剣闘場の端に刺さっているのは、確かに二本の剣だった。

「武器も持たせず、ただ徒いたずらに剣けん闘とう獣じゆうの餌えさにするなんて見世物にはしないだろう。まずは武器の確保が最優先……ただし、使えるのは右の剣だけだ」

「だろうな……」

　錆さび色いろ髪の意見に刺青が同意すると、怒られたくないスバルは黙ったまま頷うなずいた。

　右の剣しか使えないという錆色髪の考え、その理由はシンプルに二本の剣の大きさの違いだ。右の剣は小さいが、左の剣はそれこそグスタフ用かと思うほど大きい。

　小さいスバルではもちろん、大人の体格の三人だってとても扱えるものじゃない。

「あの大きさの剣闘獣だ。武器を手に入れたら、狙いは目や口になるだろう。頭の中身を剣で掻かき回まわして奴やつを仕し留とめる。それが私たちの唯一の勝ち筋だ」

「お前、剣は使えるのか……？」

「言ったろう。私は戦士だったんだ。貴様らより、よほどうまく使える」

　刺青の質問にそう答え、錆色髪は続いてスバルと蜥と蜴かげ人びとに振り返った。

「私があの剣を確保する。その間、無防備になる私にあの剣闘獣を近付けるな」

「その、近付けるなって、どうすれば？」

「そのぐらい自分で考えろ！　声や音を出して注意を引くとか、色々あるだろう！」

「わ、わかったよ……」

　幼さに構っている暇はないと、そう錆色髪に怒鳴られてスバルは縮こまる。

　完全に錆色髪の実力に頼り切った作戦だが、他の案が浮かぶわけじゃない。ここは彼の自信を信じて、ライオンを倒すために協力し合うのが正解のはずだ。

　早く、この恐ろしい『スパルカ』を終わらせて、島から出る方法を探さなくては。

　そうスバルがひび割れた覚悟を決めたのと、ほとんど同時だ。

「──では、『スパルカ』を開始する!!」

　太く荒々しい号令をかけるグスタフ、その足下でライオンが低く身構える。

　いつでも走り出せる獣の威圧感、それに気け圧おされながら、スバルは錆色髪の作戦通りにライオンを引き付けるための大声を発しようと、息を吸い込んで──、

「ぐわああ!?」

　それを音にするより早く、悲鳴を上げた錆色髪が地面に転がっていた。

　ライオンの見えない攻撃、ではない。ライオンは何もしていなかった。何かしたのは、錆色髪の横を飛び出した刺青──彼が、隙だらけの錆色髪を蹴り倒したのだ。

「言ったはずだぞ……。オレは他人に命を預ける気などない……！」

　倒れた錆さび色いろ髪を尻目に、刺いれ青ずみはそう言って自分が剣を取りに走っていく。そのいきなりの裏切りに出鼻を挫くじかれて、どうすればいいのかとスバルは混乱する。

「お、俺は御ご免めんだ！　死んで、死んでたまるかよぉ！」

「ちょっと!?」

　その混乱に拍車をかけるみたいに、声を裏返らせた蜥と蜴かげ人びとが背中を向けて逃げた。そのまま剣闘場の後ろの壁に張り付いた彼は、そこで自分の特殊な能力を発揮する。

　ゆっくりと鱗うろこの色が変わって、壁や風景と同化し、姿が見えなくなったのだ。

　一人は仲間を出し抜いて、一人は仲間を見捨てて、一人は仲間に裏切られて、そして最後の一人は仲間たちの勝手な行動に右往左往するばかり。

　これ以上ないぐらい、『スパルカ』は最悪のスタートを切った。

「このままじゃ……」

　あっという間に敵の餌え食じきだと、スバルは青い顔でライオンの方を振り向いた。

　この一体感ゼロの集団を見て、ライオンはどんな印象を抱くだろうか。今頃は、どの間抜けの尻から齧かじるかと、舌なめずりしているのでは──、

「え？」

　しかし、スバルの予想と裏腹に、ライオンは最初の位置から動いていなかった。

　前のめりの姿勢のまま、ライオンはまるでグスタフの号令が聞こえていないみたいに、じっと剣闘場を赤い瞳で見据えている。

　戦いはまだ始まったばかりだと、スバルたちを馬鹿にしているのか。

　もしくは、ライオン的にはまだ始まってすらいないのか──、

「──ぁ」

「取ったぞ……！　これがあれば……」

　スバルの頭を最悪の可能性が過よぎるのと、刺青が剣に辿たどり着つくのは同時だった。

　仲間を出し抜いた刺青が剣を掴つかみ取とり、勢いよく地面から引き抜く。掌てのひらに感じる冷たい感触と重みは、険しさばかりだった刺青の顔に笑みを浮かべさせた。

「────ッッ」

　次の瞬間、飛びかかるライオンの前足が刺青の笑顔を容よう赦しやなく吹っ飛ばす。

　鋭い爪が刺青の首から上を消し飛ばして、「ひ」と凍り付くスバルの視界、死んだことに気付くのが遅れた体がビュービュー血を噴いて、ゆっくり倒れた。

「────」

　ガクガクと膝を震わせながら、スバルは自分の馬鹿さを無限に罵る。

　よく見ればわかったはずだ。あのライオンは、剣を取るまで動こうとしなかった。本当の開始の宣言は、刺青があの剣を掴んだ瞬間だったのだ。

　剣を取るまで話し合えた。スバルたちは、裏切りと臆病でそれを台無しにしたのだ。

「────ッッ!!」

　剣が地面に落ちる硬い音が響くと、吠ほえるライオンが猛然と走り出した。

　もう、始まった以上は手加減なんてない。震える子どもと倒れている男、その二人をあっさりと無視してライオンが突っ込む。──会場の、後ろの壁に。

「よせ、よせよせよせよせ、くるなくるなくるなぁぁぁ!!」

　視力か嗅覚、聴覚だろうか。ライオンが壁に化けた蜥と蜴かげ人びとを見つけた方法は。

　でも、どれでも結果は一緒だ。近付いてくるライオンにビビッて、蜥蜴人は壁に化けたまま逃げようとした。壁の上の風景が、不自然な人型にズレる。

　ライオンの巨体が不自然な人型を壁ごと押し潰し、血のスタンプが押された。

「ぐえっ」と不細工な悲鳴が聞こえたのを最後に、蜥蜴人が死んだとわかる。死んで擬態が解けて、でも、もう元の形じゃない。そんな死に方だった。

「なんという……なんという、馬鹿なことを」

　ようやく体を起こした錆さび色いろ髪が、死んだ二人を見ながら呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　彼だけは、死んだ二人とも力を合わせようとしていた。生き残るための作戦を考え、危ない役目も買って出ようと。なのに裏切られ、見捨てられ、この状態だ。

　大人二人が死んで、残った最後の子どもと、勝てる見込みがあるだろうか。

「……私の後ろにいろ」

　ない、というのが錆色髪の結論で、その指示が彼の最後の意地だった。

　武器も仲間もなく、作戦も失敗した錆色髪の男は、最後に高潔であろうと決めた。子どものスバルを後ろに庇かばい、ライオンと向かい合ったのがその証あかしだ。

「う、うう……っ」

　本当に、もう何もできることはないのかと、スバルは呻うめく自分が情けなかった。

　手詰まりの袋ふく小ろこ路うじ、ここに頼れる仲間の誰かがいれば状況は違ったのだろうか。

　ルイが、ミディアムが、フロップが、タリッタが、アルが、ミゼルダが、ホーリィが、クーナが、ウタカタが、ズィクルが、アベルが、レムが──。

「──ぇ？」

　泣き言めいた自問自答、それが唐突に中断され、スバルは唖あ然ぜんとした。

　目の前、突っ込んでくるライオンの恐ろしい顔、そして背中に突き飛ばされた感覚。

　そう、スバルの背中が突き飛ばされていた。──錆色髪の手で。

「嫌だ、死にたく、死にたくない──っ！」

　情けない顔で悲鳴を上げて、錆色髪がスバルをライオンの前に突き飛ばしていた。

「────ッッ」

　悲鳴や恨み言を口にする暇なんてなくて、スバルの体は高く高く打ち上げられた。強く打たれたピンポン玉みたいに、めちゃめちゃに風に揉もまれ飛んでいく。

「────」

　なんて、か弱い体なんだろうか。

　ライオンの体当たり一発で、スバルの体はバラバラになった。首や手足が飛んでいったわけじゃない。でも、中身は全部バラバラの粉々だ。

　骨も内臓も、全部トラックに撥はねられたみたいに壊れて、バラバラになった。

「助けてくれ！　私は、間違いだ！　嘘うそだったんだ！　戦士なんて嘘っぱちだ！　生き残りたくて箔はくを付けようとしただけだ！　出してくれ！　出してくれええ！」

　くるくると空を飛んでいるスバルの下で、錆さび色いろ髪が壁に縋すがり付ついて泣き叫ぶ。彼が必死に訴えているのは、特等席から戦いを眺めているグスタフだ。

　大の大人が鼻水を垂らして叫んでも、グスタフの表情はピクリとも動かなかった。

「たす──」

　その錆色髪の泣き声が、振り下ろされるライオンの前足に叩たたき潰つぶされる。縦に十分の一くらいのサイズになって、錆色髪も呆あつ気けなく死んだ。

　刺いれ青ずみも、蜥と蜴かげ人びとも、錆色髪も、みんなみんなあっという間にライオンに殺された。

「──ッスー、バッスー、聞こえますか？」

　ふと、うるさい耳鳴りの中に声が聞こえて、ぐったりしたスバルが首を動かした。

　そこで初めて、吹っ飛ばされた自分がいつの間にか地面に転がっていたと気付く。今さら気付いても、足も折れててどうにもならないけど。

　ただ、声がしたのが上の方で、それが壁の上からの声だとはわかった。

　地面に転がるスバルを見下ろしていたのは、憎たらしい顔をした青い髪の少年──、

「すみませんが僕の見込み違いだったみたいです。やれると思ったんですけどやっぱり父さんみたいにはいきませんね。僕に人を見る目はないようです！」

「あ、ぁ……」

「一応、連れのお嬢さんの目が覚めたら伝えておきたいこととかあります？　そのぐらいの言こと伝づてはするのが筋かなと思うのでこの機会にぜひ！」

　瀕ひん死しで呻うめいているスバルの前でも、まるで態度が変わらない偽セシルス。

　考えてみたら、目覚めてすぐのときも治癒室でも、こんな風に、今にもスバルが息絶える寸前でも、彼の態度はちっとも変わることがなかった。

　その、とてもまともと思えないような死生観は、オオカミ少年のはずの偽セシルスを、ちょっとだけ本物っぽく感じる要素のような気がして。

　だとしたら、彼はこのヴォラキア帝国の、偉くて強い将軍なわけだから。

「──ぃ」

「え？　なんです？　最後なので大きい声でお願いします、バッスー！　間違った伝言になると悔やんでも悔やみ切れないと思いますし演出的にもどうかなぁって！」

「だい、きらい、だ……」

「────」

　耳に手を当てて、スバルの声をちゃんと聞こうとする偽セシルスに言い放つ。

　この帝国の、将軍と同じ名前を名乗る少年に、死にゆくスバルの心からの想おもいを。

　眉を上げて、ちょっと驚いた顔の憎たらしいこの国のクソガキに──、

「帝国、なんか、大嫌い、だ」

「──ええ、ええ、確かに。しっかりと覚えて伝えておきますよ、バッスー」

「────」

　──お前も含めて、この国の全部が大っ嫌いだぞ、こん畜生。

　そんなスバルの恨み言の本質は無視して、他ひ人と事ごとみたいな顔で笑う偽セシルスを呪う。

　この呪いが帝国の全員に届いてくれたらいいが、その結果は確かめられない。

　だって──、

「────ッッ」

　あまりに情けない四人の挑戦者、その最後の一人のところにやってくるライオンが、牙だらけの大口で容よう赦しやなく、スバルを丸まる呑のみにしてしまったのだ。

「──っ」

　もう全身はバラバラなのに、中身だけじゃ足りないと体の方もバラバラにされる。

　不幸中の幸いだったのは、もうとっくに痛みがわからなくなるぐらいグシャグシャだったから、噛かまれても裂かれても、嫌だなぁと現実逃避していられたこと。

　いっそ、頑張ってライオンの喉に詰まってやろうとしたけど、それも失敗した。

「──ちくしょう」

　最後のひと噛みが、悪巧みをしようとしたスバルの頭を噛み砕いたから──。
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「あれを仕し留とめなくては、私たちは助からない」

　蠢うごめく赤黒い空間でもみくちゃにされて、硬いものが割れる音が聞こえた直後だった。

　不ふ意い打うちみたいに聞こえた声に、スバルは現実に引き戻される。ただし、それは起きても悪夢と勘違いしたくなるぐらい、どうしようもない現実だ。

　うるさくさえ感じる静かな熱気、靴裏に感じる乾いた砂の感触、すぐ傍そばには自分の命を最優先に考えて色々企てる仲間たち──違う、ただ同じ境遇というだけの連中だ。

　そう思っていなくちゃ、とてもさっきの出来事を受け入れることなんて──、

「うあ、ああ、あああ……っ」

「くっ、所詮は子どもか……ええい、もういい！　貴様ら、あれを見ろ！」

　忘れようとしても忘れられない光景が、スバルに壮絶な死の経験を思い出させる。

　頭を抱えて蹲うずくまってしまうスバル、それを余よ所そに錆さび色いろ髪が叫んで、刺いれ青ずみと蜥と蜴かげ人びとの二人が剣闘場に用意された大小二本の剣を見つけた。

「お前、剣は使えるのか……？」

「言ったろう。私は戦士だったんだ。貴様らより、よほどうまく使える」

　スバルを無視し、淡々と三者の間でさっきと同じ話が進んでいる。

　このままでは同じ流れになる。それに、とても聞き捨てならない発言じゃないか。

「戦士なんて、嘘うそっぱちだ……」

　不ふ意いに、話し合いに割って入ったスバルの声に、男たちが振り返る。

　当然、その指摘に一番動揺したのは錆さび色いろ髪の男だ。彼は頭に巻いたバンダナを手で掴つかんで、「なんだと？」とスバルを見下ろしてくる。

「いったい、何を根拠に私を嘘つきと……貴様、子どもと言えど容よう赦しやせんぞ！」

「じゃあ、下手な嘘なんてやめて正直に話せよ！　嘘ついて、自分を立派に見せようとして何の意味があるんだよ！　そんなにあの剣が欲しいのか!?」

「ぐ、ぐぅ……っ」

　先に怒鳴れば子どもは黙ると思ったのか、そう言い返されて錆色髪は大きく狼狽うろたえた。その動揺っぷりは、刺いれ青ずみ顔にも不審に見えたのだろう。

「おい、その小僧の話は本当か……？　お前、オレを騙だます気だったのか……？」

「ま、待て、子どもの戯たわ言ごとだぞ!?　命が懸かった場で下らないことに……」

「命が懸かっているからこそ、オレを納得させてみろ……！」

　錆色髪の胸倉を掴み、刺青がそのドクロ風の絵が入った顔を怒りに歪ゆがめる。

　反射的に錆色髪の嘘を暴いたが、こんなケンカには何の意味もない。見れば、ケンカにまざらない蜥と蜴かげ人びとはじりじり後ずさり、自分だけ逃げる準備を始めていた。

　またしても、チームはバラバラの空中分解状態になり──、

「──では、『スパルカ』を開始する!!」

　その状態で待ったをかけてくれるほど、グスタフは優しい帝国人ではないのだ。

「ぐ、がぁッ！」

　野太い声が戦いの開始を宣言、その直後に刺青が手を押さえて苦鳴を上げた。

　手から血を流した刺青は、どうやら胸倉を掴んだ手を錆色髪に噛かみつかれたらしい。刺青の指を食い千切った男は、刺青の胸を突き飛ばして剣に走る。

「お、俺は御ご免めんだ！　死んで、死んでたまるかよぉ！」

　その錆色髪と反対に、またしても蜥蜴人が壁に向かい、景色に溶け込む擬態を始める。

　指を二本なくした刺青は右手を抱えて蹲うずくまっていて、大人同士の争いを目の当たりにしたスバルは、さっきよりも悪い状況に膝をガクガク震わせていた。

「余計なことを……！　素直に、私の言う通りにしていれば！」

　自分の言いなりにならないスバルたちを呪いながら、錆色髪が血走った目で地面に刺さった剣を引き抜く。嘘でも戦士感たっぷりに、彼は剣を振りかざした。

「────ッッ」

　次の瞬間、『開始』の合図を受け取ったライオンが錆色髪に飛びかかった。

　起こった出来事は、刺いれ青ずみが出し抜いて剣を取ったときと同じだ。ライオンの爪が錆さび色いろ髪の剣を構えた両腕を吹き飛ばし、「ぁ」と呻うめく男の体が突進を直撃される。

　頭から壁に飛ばされ、錆色髪は一瞬で壁の染みになった。そのまま、ライオンは吠ほえながらスバルと刺青を無視し、剣闘場の後ろの壁に走っていく。

「よせ、よせよせよせよせ、くるなくるなくるなぁぁぁ!!」

　せっかくの擬態も、ライオンの威圧感に負けて逃げ出した途端に無意味になる。

　叫んで居場所を教えてしまった蜥と蜴かげ人びとを、ライオンの体当たりが押し潰した。壁に赤い血の花が咲いて、あっという間に二人が殺されてしまう。

　ゆっくりと、振り返るライオンの目に見られ、スバルは「ひぅ」と喉を鳴らして、

「まだ、生き残る気があるなら、剣を拾え、小僧……」

「え……」

　視界が潤み、今にも泣き出しそうなスバルに刺青がそう言った。

　脂汗を掻かきながら、スバルにそう言った刺青が苦い顔で立ち上がる。そのまま彼は顎をしゃくって、剣闘場の隅に転がった、錆色髪の抜いた剣を示した。

「あの化け物はオレが引き付ける……。お前は剣を拾って、オレに寄よ越こせ……」

「────」

　刺青の訴えは、無謀としか言いようがないものだった。

　万全の状態で剣を持っても、刺青はライオンに手も足も出なかった。それが今回は指が二本足りないのだ。まともに剣が振れるかどうか。

　それでも──、

「俺も、諦めたく、ない……」

「……。お前は、詐欺師と臆病者よりマシだ……」

　そうスバルの決意を歓迎して、刺青は唇を歪ゆがめながら前に出る。こちらを睨にらむライオンの注意を引きながら、じりじりとスバルと距離を空けて、

「ヴァイツだ……」

「え？」

「オレの名前だ、シュバルツ……」

　シュバルツと、そう名前を呼ばれてスバルは驚かされた。

　どこでその名前を聞いたのかと思ったが、スバルをシュバルツと呼んだのはグスタフだけだ。だから刺青──ヴァイツは、最初の顔合わせで呼ばれた名前を覚えていた。

　ただそれだけのことで、彼が前回、周りを出し抜こうとした事実も変わらないが──、

「いけ……っ!!」

　そのヴァイツの合図で、躊ちゆ躇うちよせずに走り出す理由には十分なった。

　悲鳴を上げたい気持ちをぎゅっと堪こらえ、スバルは全速力で剣闘場を走り抜ける。それでも遅い。子どもは手足が短いし、内臓が緊張と恐怖で縮こまっていて邪魔だ。

　だけど、必死に走った。走って、走って、走って、やっと剣に辿たどり着つく。

「シュバルツ！」

　重たい剣を拾った直後、ヴァイツの必死な声に全身の産毛が逆立った。

「────」

　振り向いたスバルの視界一杯に、大口を開けたライオンの顔が迫る。その瞬間、食べられる鹿の気持ちになって、ライオンの動きがスローモーションに見えた。

　ゆっくりと近付いてくるライオン、それと同じゆっくりな動きでスバルも持ち上げた剣を投げようとしていた。もどかしい。投げる前に食べられてしまう。

　急げ急げ急げと、とにかく必死に、肩や肘や指に祈りを捧ささげて、捧げて──、

「りゃあああ!!」

　祈りが届いたのか、スバルの手を離れた剣がくるくるとヴァイツの方に飛んだ。指の足りない手を伸ばして、ヴァイツが飛んでくる剣をしっかり掴つかみ取とる。

　それを見届けて、スバルは役目を果たした自分がライオンの爪か牙にバラバラにされるのだと、死に顔が情けなくなるのを覚悟で鼻水を垂らして尻餅をついた。

　なのに、ライオンの攻撃は、すぐに飛んでこなかった。

「ぶ」

　その代わり、ライオンの跳ね上げた後ろ足が、その背中に斬りかかったヴァイツの顔面を蹴飛ばして、粉々に吹き飛ばしてしまう。

　さっきと同じ、首から上がなくなってヴァイツは死んだ。死んだ彼の手からすっぽ抜けた剣が、つまらない奇跡みたいに最初の地面に突き刺さった。

　作戦は失敗、大人は全滅して、ライオンの狙いは最後の一人のスバルに向いた。

「バッスー！　バッスー！　そこから挽ばん回かいとかいけそうな感じしますか？」

　背後、尻餅をついたスバルに観客席から声をかけてくるのは、この無ぶ様ざまな戦いを観戦していた偽セシルスだ。

「秘めたる力の覚醒とか仲間の非ひ業ごうの死を切っ掛けに封印した技を解禁するとかそういうやつです！　ありそうですか？　なさそうですかね？」

「……あるかよ、そんなの」

「うーん、ですよね。すみません、僕の見込み違いだったようです！　連れのお嬢さんに言こと伝づてとかありますか？　そのぐらいはするのが筋かなと！」

　さっきの死の瞬間と変わらない気安い遺言確認に、スバルは「は」と息をこぼした。

　このあと、ライオンにバラバラにされると思うのだが──、

「セッシー、一個だけ聞かせて」

「言伝じゃなく質問ですか？　いわゆる死後への土産的な？　果たして僕の答えがバッスーの期待に見合うかどうか花形役者の輝き度が試される瞬間到来と──」

「あのライオン、なんで俺より先にみんなを殺したの？」

　目の前の、凶暴なライオンを指差したスバルの質問に、偽セシルスが目を細める。

　オオカミ少年である彼が、スバルの欲しい答えをくれるかはわからない。ただ、最後の悪わる足あ掻がきとして、意地悪な質問ぐらいはしてやりたかった。

「簡単ですよ、バッスー。──どれだけ獰どう猛もうだろうと獣は獣。ならば獣は本能によって狩りをするのみ。本能とはすなわち生きるための力です」

「……どういうこと？」

「バッスーがあの獣なら誰から狙いますか？」

　謎かけみたいな言い回しが、スバルに単純な答えを与えてくれない。

　その不親切に腹を立てながら、スバルは偽セシルスの言葉の意味を考えた。もし、スバルがあのライオンの立場なら、いったい誰から狙うのかと。

　狙うなら、どんな理由で、誰を──。

「──ぁ」

　ふと、思い至った。そういうことだったのかと、納得がいく。

　そして──、

「あの子が目覚めたらバッスーは勇敢だったと伝えておきますよ。僕は嘘うそが下手なので勇敢であってくれて助かりました！」

　そんな無神経な声が聞こえたが、それに言い返す暇はさすがになかった。

　自分なりの答えを見つけたスバル、その目の前でライオンが前足を振り上げた。

　ぐしゃりと、自分が潰れる音を聞くのは、とても不愉快な気分だった。





　　　　　２






「あれを仕し留とめなくては、私たちは助からない」

　頭が、肩が、腰が、尻が、くるぶしが潰れて、全部潰れた。

　ゆっくりと、人間の体は上から押し潰されると、あんな風に壊れるのだと他ひ人と事ごとみたいにスバルは思った。当たり前だが、本当に他人事にはできない。

　でも、いったん棚上げに、苦しむとか悲しむとかの回路をシャットダウンする。

　──あの、カオスフレームでの地獄みたいな十秒間。

　あの経験が、スバルにほんの数秒間の大切さを刻み込んでいたから──、

「クソ、チクショウ！　なんで俺がこんな目に……！」

「泣き言はいい加減にやめろ！　生き残るために全力を尽くせ！　あれを──」

「ヴァイツ！　そのバンダナ男を押さえてくれ！」

　スバルがそう叫んだ瞬間、刺いれ青ずみ──ヴァイツが「なに……？」と目を丸くした。

　当然だ。一度も名乗っていないのに、スバルは彼の名前を知っていたのだ。いきなりの名前呼びに命令、ヴァイツがスバルに従う理由なんてない。

　でも、ヴァイツも、錆さび色いろ髪も蜥と蜴かげ人びとも、突然のことに驚いて動きが止まった。

　その合間に──、

「──さあ、ライオン！　誰を狙う!?」

「────ッッ!!」

　叫んだスバルの小さい手が、地面に突き刺さった剣を乱暴に掴つかんだ。

　その瞬間、グスタフの号令を待たないで、吠ほえる剣けん闘とう獣じゆうが地面を蹴り、猛然とスバルの方に突っ込んでくる。

『バッスーがあの獣なら誰から狙いますか？』

　謎かけみたいな偽セシルスの言葉が、スバルの魂に痛みと共に焼き付いている。

　そう、そうだ。もしもスバルがライオンだったら、『危ない奴やつ』を最初に狙う。例えばこの場所だったら、武器を持っている奴を。

「シュバルツ……！」

　ライオンに突っ込まれるスバルを見て、ヴァイツが目を見開いている。

　お互い、名前を知っている。次はきっと、もう少しうまくやろう。その次、もっとうまくやるために、知らなきゃいけないことを知っていく。

　たとえ、震え上がる内臓が怖さで痛んでも、負けない、逃げない、泣きもしない。

　もう二回殺されて、あと何回、こんな怖い目に遭ったとしても。

「ガキだからって、すぐ泣いて投げ出すと思うなぁ!!」

　卑ひき怯よう者ものと臆病者と詐欺師と協力して、この『スパルカ』を戦い抜いてやる。

　その決意の瞬間、ライオンの前足がナツキ・スバルの三度目の挑戦を吹き飛ばした。





　　　　　３






　──『悪あく辣らつ翁おう』オルバルト・ダンクルケンの術技は、他者のオドに干渉する。

　生物とはいずれも、無より有へ転じるオドの容いれ物ものに過ぎない。オドの形によって、適切な容れ物の形、大きさは異なる。

　それ故に、生き物は皆が異なる姿形、違った生命として成立しているのだと。

「その理屈が正しいんなら、中身のオドの形が変われば容れ物の形も変わるじゃろ？　いや、なんでシノビの先代共がそんな怖こえぇこと思いついたか知らんけどよ」

「ワシの奥の手……何十個もあんじゃが、中でもこいつはとびきりイカレっちまっとるわ。なんせ、縮むのは体だけじゃなくて、頭の中身までってんだから笑い話よ」

「生あい憎にく、理屈はワシにもとんとわからんぜ。まぁ、無理くりオドを弄いじってるわけじゃし、体だけじゃなく、心もオドの具合に合わさるとかじゃね？　実際、ホントのことなんて知る必要ねえのよ。身も心も縮んで殺しやすくなりゃ、ワシ的には御の字じゃから」

「つっても、たまにガキの頃から覚悟ガン決まってる奴もおっからよ！　そういう奴には頭の中身が縮んでも楽勝って期待はできねえわな。──ああ、あと」

「──。……んや、何でもねえわい。ともかく、シノビの術理の中でも面おも白しれぇから気に入ってんのじゃぜ。ほれ、敵は弱よえぇ方が何かと楽じゃろ？」





　　　　　４






　──怒りが、スバルの魂を熱くする。

　恐怖は、ある。緊張も、ある。不安も、ある。

　たくさんの、思いつく限りのネガティブな感情が、たぶん全部あるんだと思う。

　でも、そのネガティブな感情全部を燃やし尽くすくらいの、強い怒りが湧いてくる。




「クソ、チクショウ！　なんで俺がこんな目に……！」

　うるさい、バカ。そんな泣き言、誰も耳を貸しちゃくれないんだ。




「言ったろう。私は戦士だったんだ。貴様らより、よほどうまく使える」

　うるさい、バカ。そんな嘘うそっぱちも、見み栄えっ張ぱりなのも全部バレてるんだ。




「言ったはずだぞ……。オレは他人に命を預ける気などない……！」

　うるさい、バカ。そうやって一人で乗り切れるもんか。もっと周りをちゃんと見ろ。




　──そう、周りを見て、ちゃんと、全部、全員、使える手札を、モノを。




「ヴァイツ、受け取れ！　剣を持ってる奴やつが狙われる！」

　刺さった剣を抜く瞬間、黒いライオンが猛然と吠ほえながら剣闘場を突っ切ってくる。

　ライオンが狙うのは、いつも剣を持っている誰かだ。剣を手放せば後回しにされるとわかっているから、スバルは引っこ抜いた剣をヴァイツに投げ渡した。

　最初、抜け駆けしたスバルに驚いて固まってしまう三人だが、その中で一番初めに我に返ってくれるのは、度胸のある刺いれ青ずみ──ヴァイツなのだ。

「く、小僧……！」

　回転して足下に刺さった剣を、ヴァイツがとっさに抜いて構える。

　冷静さの残るヴァイツは、それがライオンの気を引くためのギミックだとすぐに理解してくれる。だが、そうじゃないものもいる。

「け、剣を渡せ！　私があの剣けん闘とう獣じゆうを……っ」

　遅れて我に返る錆さび色いろ髪が、ヴァイツの剣を横から奪おうと手を伸ばすのだ。

　緊張と恐怖、それに出し抜かれたことで混乱する錆色髪の判断力はメタメタで、そのまま揉もみ合あいになった二人はまとめてライオンに殺されてしまう。

　だから、そうなる前に──、

「ヒアイン！　後ろだ！」

「う、後ろぉ……!?」

　錆色髪がヴァイツに掴つかみかかる寸前、スバルは蚊帳の外の蜥と蜴かげ人びと──ヒアインの名前を呼んで、切羽詰まった危険が後ろに迫っている風に叫ぶ。

　三人の中で一番臆病な彼は、その叫びに慌てて振り向く。何もない。スバルの目的は彼を急いで振り向かせること。──その、太い尻しつ尾ぽをピンと伸ばしたまま。

「ぐおおっ!?」

　振り返るヒアインの太い尾が、横から錆さび色いろ髪をぶっ飛ばした。

　おかげで彼と揉もみ合あいにならなかったヴァイツが、標的を自分に変更したライオン相手に身構え──すぐに、持っている剣を放り投げた。

「え」

　ポンと、投げられた剣が、思わず手を出したヒアインの胸に収まる。

「────ッッ」

「ひ、ひああああ──っ!!」

　次の瞬間、ライオンの矛先を向けられて、悲鳴を上げるヒアインが走って逃げる。

　まるで状況のわかっていないヒアインに、ヴァイツが「剣を投げろ……！」と指示しながら、剣闘場というフィールドでパス合戦が始まった。

「その隙に、俺は……！」

　走るスバルが向かったのは、残った大きい方の剣ではなく、剣闘場の壁に見えづらく設置されている取っ手──レバーだった。パッと見だと大小二本の剣が目立つが、よくよく見るとこうした仕掛けが剣闘場には施ほどこされていて。

「これを引いたらどうなる！」

　子どもには少し高い位置のレバーに飛びついて、体重全部でそれを下ろす。直後、重たい音が剣闘場に響き渡り、歯車の回る音がして、何かが背後で起動した。

　レバーから手を放して振り向くスバルは、それが剣闘場を半分塞ふさぐ鉄てつ柵さくだと知る。

　剣闘場の真ん中に、円状の会場を半円に区切る形の柵が持ち上がったのだ。これを使えば、剣けん闘とう獣じゆうと自分たちを分断できる。──ただ、今回は失敗した。

「────ッッ」

　追い込む方を間違えて、鉄柵の手前にスバルと剣闘獣が取り残されたのだ。

「う、うう……いったい何が……ぎゃああ！」

　正確には、こちら側に取り残されたのはスバルと剣闘獣と、錆色髪の三者だった。その三者も、ライオンの容よう赦しやない前足の一撃ですぐに二者に減らされる。

　錆色髪の首が折られ、柵の向こうでは頭を抱えたヒアインと、ヴァイツの焦り顔。

「シュバルツ！」

　ヴァイツの叫びを切っ掛けみたいに、ライオンがスバルの方に突っ込んでくる。

　どうやら、剣を持った相手が柵の向こうにいる場合、ターゲットから外れるらしい。鉄柵を起動するレバーと、ターゲットを集める剣、その情報を持って──、

「──次だ！」





×　　×　　×






「イドラ！　もう柵がもたない！　そっちの剣は!?」

「抜けない！　重すぎてとても動かせるものではないぞ!!」

　強烈な体当たりを浴びる鉄てつ柵さくが激しく歪ゆがんで、ライオンがこちら側に体をねじ込む。

　人間でも、頭が通れば大抵の狭い場所を通れるらしい。体の形はだいぶ違うけど、ライオンっぽい顔の剣けん闘とう獣じゆうなら、もっと簡単に抜けてくるかもしれなかった。

「少年！　どうする!?」

　必死の形ぎよ相うそうで、錆さび色いろ髪──イドラが大剣を抜こうと必死で頑張っている。びくともしてないが、もうヒアインとヴァイツは死んでいるので、彼に頑張ってもらうしかない。

　柵を動かすためのレバーと、大小二本の剣。剣闘場を探し回って見つかったのは、その二種類のギミックだけ。正真正銘、あとは地力の勝負しかないのか。

「少年！」

「怖おじ気けづいちゃダメだ！　立派な親おや父じさんの跡継ぎなんだろ!?」

「──っ、そ、そうだ！　私は、怖気づいたりなんてしない！」

　怯おびえて声を震わせながら、それでもイドラは踏ん張った。

　イドラは戦士でも何でもない。彼が剣けん奴どの身分に落ちたのは、継いだ家業を悪い親戚に奪われ、罪人扱いされて奴隷になったからだ。

　イドラは悪人じゃなかった。ただ、悪者に付け入る隙を与えてしまっただけだ。

　戦士というのが嘘うそっぱちでも、誇れる人間であろうとしていたことは嘘じゃなかった。

「う、おおおお!!」

　才能のない粉こな挽ひき屋やの倅せがれが、大剣を抜こうと全体重をかける。スバルも駆け寄って、大人と子どもの二人の体重で大剣を少しずつ傾けていく。

　そうする間にも、ライオンが歪んだ柵をすり抜けようと身をよじる。じりじりと命の危機が迫ってくる。──でも、イドラは剣を手放さない。

　彼はスバルを見捨てて逃げなかった。それは、初めてのことだった。

「────ッッ」

　激しい音がして鉄柵が破られ、乗り込んでくるライオンが二人の方に吠ほえた。

　後ろ足が地面を爆発させるみたいに蹴って、怖い顔がすごい勢いで迫ってくる。近付いてくる怖い顔、それを狙ってスバルとイドラは二人がかりで大剣を構えた。

「イドラ、くる！」

「わかっている!!」

　間一髪で抜けた大剣をイドラが担いで、スバルが剣先に下から手を当てる。梃て子この原理で剣を振ろうとするイドラを、少しでも手伝えたらと懸命だった。

　ちょっとでも、剣を振るスピードが速くなれば、それがライオンに当たれば──、

「い、けえええ──!!」

「うおおおお──!!」

　二人が息を合わせて、ライオンの頭を狙って剣を叩たたきつける。

　イドラの肩の上、背負い投げみたいな勢いで振られる大剣が、奇跡的なタイミングでしっかりとライオンの頭に打ち下ろされ──、

「──ぁ」

　見え見えの一撃は爪に弾はじかれ、巨体のぶちかましでスバルとイドラが吹き飛ばされる。二人は空中で揉もみ合あい、剣闘場の壁に仲良く激突して、区別がつかなくなる。

「ぶ」

　区別のつかない、二人分の血の染みがべちゃりと壁に広がって──。

「……つぎ、ぁ」





×　　×　　×






　──怒りが、スバルの魂を熱くする。




「オレは、食うに困って盗みを働いた……。危険な相手と思わせておけば、案外、死ぬような目に遭うのは避けられる……」

　体中を埋め尽くしている刺いれ青ずみの肌を撫なでて、ヴァイツはそう語った。

　自分が見掛け倒しなことを謝っているみたいだったけど、スバルはヴァイツが土ど壇たん場ばで心を開いてくれた証あかしだと思って、嬉うれしかった。




「どうせお前らも、俺を囮おとりにして逃げるつもりだろうが！　俺は……俺はもう利用されねえ！　利用されてたまるかよぉ!!」

　卑ひ屈くつさと悲しみで涙ながらに、ヒアインは必死にそう叫んだ。

　周りの風景に溶け込む擬態能力で、一緒にいた仲間たちを逃がす囮にされたという。その臆病は周りがそう仕立てたものだと、そう彼を知れて、嬉しかった。




「信じた相手に騙だまされ、家業を失った。故郷で私は笑いものだ。正直に生きても馬鹿を見るだけだというなら、せめて最後に残った自分ぐらい……！」

　悔しさと恥ずかしさに顔を赤くして、イドラは自分の罪を告白した。

　嘘うそをつき慣れていないし、最後までつき通せない。戦士と名乗っても見た目とへっぴり腰ですぐバレる。人を騙す才能がないイドラとわかって、嬉しかった。




「次だ……！」「次だ」「次!!」「次こそだ！」「次でいく……ッ」「次は……！」「次はいける……！」「次！」「次が……」「──次こそ」「次だぁ──!!」




　生き延びるために、『死』を積み重ねていく。その矛盾がどんどん重なっていく。

　痛い、苦しい、怖い、辛つらい、やめたい、泣きたい、叫びたい、吠ほえたい、嘆きたい、喚わめきたい、投げ出したい、拒みたい、悔やみたい、諦めたい、諦めない。

　可能性を、摘つみ取っていく。

　無限にある可能性の、袋ふく小ろこ路うじに突き当たる道を潰して、潰して、潰して潰して潰して。

　潰していく先にあるだろう未知の道へ、小さい体をねじ込んでいく。

　ヴァイツが、ヒアインが、イドラが死ぬ。

　もちろん、スバルだって同じ回数だけ死んで、それでも顔を上げ、前へ行く。

　──卑ひき怯よう者ものと臆病者と、それから詐欺師と協力して、『スパルカ』を生き延びる。




「バッスー、あの寝てる連れのお嬢さんに伝えておくことありますか？」

「──次だ!!」




　無神経な声にそう怒鳴り返して、襲いくる爪を、『死』を全身に浴びながら、それでもナツキ・スバルは諦めない。




　──負ける気が、微み塵じんもしないからだ。





　　　　　５






「おお？　さっき、何言いい淀よどんだかってか？　ったく、目め聡ざとい奴やつじゃぜ」

「あれよ、ちっこくなっても厄介な奴の話しとったじゃろ？　頭の中身が縮んでも、元から覚悟の変わらねえ奴には効果半減だわな。もち、そういう奴も体がちっこくなってんじゃし、ちゃんと殺しやすくはなってんだけどよ」

「──けど、もしもの話よ。もしも、体も頭も小せえときの方がすげえって奴がいたら、そいつにこの術かけっちまうとどうなると思う？」

「ああ、わかるわかる。ワシも、そんな奴がいるたぁちっとも思ってねえんじゃぜ。じゃがよ、ワシはすげえ悲観的なジジイなのよ。最悪のことばっかり考えてきたから、相手に最悪の嫌がらせもできる。じゃろ？」

「そんなワシが思う、この術理に対抗される最悪の可能性がそれよ。縮んだ方がヤバくなる奴、そういうのがおっかねえ」

「ワシに限らず、歳とし喰くうってのはあれこれ諦めやら妥協やらが身につくってことじゃぜ。もしも、そんな奴からそういうもんが消えたらどうよ？」




「──ガチで怖くね？」





×　　×　　×






「次だ」

　──それは、あまりにも皮肉な結果だった。

『悪あく辣らつ翁おう』オルバルト・ダンクルケンの術技、それがもたらした『幼児化』の被害は、ナツキ・スバルを幼い体に変えて、なけなしの知性すらも退行させた。

　肉体的にも精神的にも、ナツキ・スバルは弱く脆もろい少年時代へ焼き直され──結果、彼は見た目相応の、十歳前後の幼童の頃のメンタルに立ち返らされる。

　十歳前後──かつて、ナツキ・スバルが『神童』だった時代へと。

「次だ」

　かつて、ナツキ・スバルは『神童』だった。

　実際のところ、天才児と呼ばれるほど才さい気き煥かん発ぱつな子どもだったかは重要じゃない。大事なのは、他ならぬスバル本人にその自己肯定感があったこと。

　幼い頃のナツキ・スバルは自信に溢あふれ、できないことはないと信じていた。

　周りの子どもたちを引っ張り、星空にさえ手が届くと信じてやまなかった。

「次だ」

　成長するに従い、その自己肯定感は現実に摩ま耗もうし、失われていった。

　何をやっても一番だった事実は消えて、スバルの下には万能感ではなく、無力感と焦燥感だけが残ることとなり、輝く星々は曇り空に隠されていった。

　ナツキ・スバルは背丈の成長と共に、自信を喪失していったのだ。

「次だ」

　異世界へ飛ばされたあの日こそ、スバルの最も自己肯定感が失われていた瞬間だ。

　その後の出会いが、経験が、対話が、行動が、ナツキ・スバルを徐々に新しい願いで包み込み、自分の頑張りも悪くないと認められるに至った。

　それでも、まだ足りないと、そう嘆く心は依然としてあったのだ。

「次だ」

　その、ナツキ・スバルが成長によって得たもの、失ったものが、消える。

　幼くなる肉体に合わせ、精神的にも後退することで、人は弱くなるはずだった。スバルも肉体的にはそうだ。弱くなった。──だが、精神的には、どうか。

「次だ」

　かつて、ナツキ・スバルは『神童』だった。

　敗北を知らず、諦めを知らず、夢が叶かなわないことも、頑張っても届かないことも、力不足を悔やむことも、袋ふく小ろこ路うじに嘆くことも、不ふ貞て腐くされて投げ出すことも、知らない。

　ただ無神経に、無謀なまでに、自分は何でもできると信じている。

　自分が世界の中心で、支配者なのだと無鉄砲に信じていられる、そんな少年だった。

　そして、そんなナツキ・スバルの自意識を支えているのが魔法の言葉──、




『──やっぱり、あの人の子だな』




　その言葉から注がれる無限の力が、幼いナツキ・スバルの心の枷かせを外す。

　怖い以上に、憎たらしい。痛い以上に、悔しい。泣きたい以上に、笑いたい。

　大嫌いな国で、大して思い入れのない仲間と力を合わせて、好きな子たちが待っているはずの場所へ帰るために、いったい、何を躊躇ためらう必要があるのか。

　故に、このとき、ナツキ・スバルは──、

「──次だ」




　──異世界召喚されて以来、最強の存在としてギヌンハイブを蹂じゆ躙うりんする。





　　　　　６






　──誰もが、声をなくして絶句する。

　元々、『スパルカ』の観戦時、必要以上に声を上げることは総督のグスタフ・モレロから禁じられており、剣闘場を異様な静寂が支配するのはいつものことだ。

　しかし、この日の静寂と沈黙は、グスタフの言いつけが守られた結果ではない。

　総督の厳命と無関係に、彼らは闘技場の光景に目を奪われ、圧倒されていたのだから。

「────ッッ」

　猛たけ々だけしい唸うなり声ごえを上げて、猛然と剣闘場を飛び回る剣けんと闘うじ獣ゆうギルティラウ。

　角を折られ、『スパルカ』用に躾しつけられたその獣は、野性の奔ほん放ぽうさを失った代わりに、叩たたき込こまれた剣けん奴どという存在への理解度で標的を選ぶ。

　率先して武器を持った相手を狙い、脅威度の高い相手から排除にかかるのだ。

　その習性を初見で見抜けず、全滅する『合』は殊の外多い。特にこのギルティラウは、これまで十以上の『スパルカ』を生き延びた最強の剣闘獣だ。

　それを──、

「──ヴァイツ！　イドラ！　左右に散れ！　ヒアイン、怖いのはわかるけど逃げるな！　剣を拾って、目一杯引き付けてからヴァイツに投げろ！」

『合』の中心になり、三人の男たちに指示を飛ばしている少年が翻ほん弄ろうする。

　当たり前だが、男たちには少年の指示を無視する自由がある。だが、少年の指示が剣闘獣から何度も彼らの命を救うに至り、彼らはその自由を手放した。

　そうして『合』は、幼い少年を中心に一個の生き物のように完全に連携する。

　だが、逃げ続けるだけでは、『合』の四人が生き延びることはできない。

「──何か、狙っているのか？」

　そう、戦いを見ている剣奴たちの心に、そんな期待が炎のように宿りつつあった。
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　──待ち望んだ状況の訪れは、気の遠くなるトライ＆エラーの先にやってきた。




「────ッッ」

　振り回され、一人にも追いつけないライオンが怒ったように吠ほえる。

　そのライオンの立ち位置が、円形の剣闘場を半分に割った向こう側に。そして、仲間たちは全員生き残った状態で、半円の手前側に立っていた。

　全員生きていて、なおかつ理想的な立ち位置のタイミングが、初めてやってくる。

「ヴァイツ、構えろ!!　イドラとヒアインも！」

　喉から血を吐くような勢いで、スバルが三人を信じて役目を投げる。

　それで全部伝わったわけじゃないだろうに、ヴァイツは剣を構えてライオンと向かい合い、イドラとヒアインが大慌てで大剣に飛びついた。

　そしてスバルも、無ぶ様ざまなくらい全力で壁のレバーへと飛びかかる。

「う、ああああ──!!」

　レバーに指がかかった瞬間、子どもの全体重で仕掛けを作動させる。

　歯車の回転する音が足下を伝い、剣闘場を半円に区切る鉄てつ柵さくが突き上がった。それが、ヴァイツに喰くらいつく寸前だったライオンの顔面を、顎下からかち上げる。

　ギリギリまでライオンを引き付けたヴァイツが、鉄柵越しの体当たりの衝撃で「ぐおお!?」と真後ろに吹っ飛んだ。

「────ッッ」

　鉄柵は衝撃でひしゃげて、曲がった柵の隙間からライオンの頭だけがこちら側に飛び出している。顔面にきつい一撃を受けたライオンは、前足で地面を必死に掻かいて、どうにか鉄柵を破って体ごとこちらへ乗り込もうとし始めた。

　だけど──、

「イドラ！　ヒアイン！」

「う、うおおおお──ッ」「っりゃああああ!!」

　大剣を二人がかりで担いだイドラとヒアインが、鉄柵を突き破ろうともがいているライオンの太い首に、渾こん身しんの一撃を叩たたき込こんだ。

「死ね、死ね死ね死ねええええ!!」

「終わってくれ──っ」

　ライオンの首を斬り落とす威力はなかった。でも、大剣を首の半分までめり込ませて、血を流しながらライオンが暴れ回る。絶叫が剣闘場に響き渡る。

「う、わああああ!!」

　必死のイドラとヒアイン、二人が押さえ込む大剣にスバルも飛びついた。

　三人分──二人と半人分くらいの力で、大剣がライオンの首を深く抉えぐる。その痛みと恐怖に涎よだれを垂らし、鉄てつ柵さくを破るライオンが前足の一本をこちらにねじ込んだ。

　何度も何度も、スバルたちを全滅させた鋭い爪が、大剣の三人に──、

「させるか、ケダモノがぁ……ッ」

　その前足を、振り下ろされる剣が地面に串刺しにした。

　剣を突き刺したのは、突進で吹き飛ばされていたはずのヴァイツだ。歯を食い縛り、恐ろしい顔の刺いれ青ずみを歪ゆがめて、彼は力一杯ライオンの前足を封じ込める。

　ライオンが吠ほえて、大きく身をよじり、鉄柵が激しく軋きしむ。

　これ以上のチャンスは回ってこない。負けられない、負けたくない、負けちゃダメだとスバルは歯を食い縛って、必死で大剣にしがみついた。

　それでもなお──、

「────ッッ」

「うあああ──っ!!」

　死に物狂いで頭を振るライオンが、スバルたちを振り払った。

　しがみついた体を大剣からもぎ取られて、四人がゴロゴロと地面を転がっていく。文字通り、死力を尽くしたのだ。もう、手足に力が入らない。

「た、たなきゃ……」

　立って、もう一度あの大剣に飛びついて、首を斬らなくちゃ。

　そう思うのに、体が言うことを聞いてくれない。他の三人も、おんなじだった。

　これだけやっても、それでも一番元気なのはライオンだった。

「クソぉ……っ」

　頑張って、頑張って頑張って、あと一歩だったのに、届かなかった。

　悔しい。悔しくて悔しくて悔しくてたまらない。だから、次こそは負けない。

「つ、ぎは……」

　もっと早く、この盤面に辿たどり着ついてみせると、そうスバルは固く誓う。

　その誓いに耳を貸さず、鉄柵を抜けたライオンが血に染まる顔で前足を振り上げ──、

「──ご無礼します」

　次の瞬間、ライオンの太い首が一息に斬り飛ばされていた。

「あ？」と、死の目前だったスバルは、自分ではない相手の死に目を丸くする。

　斬られた頭が音を立てて地面に落ちて、ゆっくりとライオンの体が横倒しになる。それをしたのは、ライオンの首に深く刺さっていた大剣だ。

　その大剣を、空から落ちてきた小さな影が踏みつけて、押し込んだ。

　それでライオンの首を刎はねたのだ。そして、それをやってのけたのは──、

「……あの、どうして私はこんな場所にいるのでしょうか」

　と、感情に乏しい顔で、わかりやすい困り顔を浮かべた少女──タンザだった。

　キモノを脱いで、白い襦じゆ袢ばん姿の少女の疑問に、スバルは何も答えられない。ただ、スバル以外の三人も、かろうじて死なずに命を拾っていた。

　つまり──、

「──そこまでだ！　よくぞ、『スパルカ』を生き延びた!!　本職の権限を以もつて、諸君を剣けん奴ど孤島の一員として受け入れよう！」

　大きな、大きな声が剣闘場に響き渡り、グスタフの宣言が戦いの終わりを告げる。

　途端、それまで静かだった観客席で、剣奴たちが一斉に立ち上がり、歓声が爆発した。

「よくやった！」「大したもんだったぞ！」

「やるじゃねえか、チビっ子!!」「いい根性の『合』だったぜ！」

　男たちの興奮が雨みたいに降り注ぐ中、スバルはばったりと地面に倒れ込んだ。地面に大の字、そのスバルの顔をタンザが覗のぞき込こむ。

「申し訳ありません。あなたは……」

「ナツキ・シュバルツ」

「え？」と驚いた顔で、タンザが丸い目をさらにまん丸くするのを見て、スバルは寝転がったまま大きく、大きく息を吐いて、続けた。

「俺の名前、それでよろしく。ホントは話したいこといっぱいあるんだけど……」

「ですけれど？」

「……ちょっと、休ませてほしい」

　起きて間もないタンザには悪いけれど、スバルの方が限界だった。

[image: ]

　ピンと張った緊張の糸が切れて、沸々と燃え上がっていた魂の熱も抜けていく。空気を抜いた風船みたいに萎しぼんで、意識は空のはるか彼方かなたに。

　きっと、雲の上には眩まばゆい星々があるはずだから、それを掴つかみに飛んでいく。

「……ちょっと、寝る」

　星空に手を伸ばしている心境で、スバルの意識はあっさりと暗い空に落ちていった。





　　　　　８






「────」

　眼下、剣闘場で大の字になり、意識を手放した少年にグスタフは目を細める。

　凄すさまじい戦い、常軌を逸した抗あらがい、かつてない『スパルカ』だったと言えよう。

　まさしく、このギヌンハイブが剣けん奴どを有している本懐が、そこにあった。

「いやいやいやすごかったですねえ、グスタフさん！　バッスーを捨てずに拾って大正解じゃありませんか！　これって僕の大手柄だと思いません？」

「……セグムント」

　そう物思いに耽ふけるグスタフの隣に、気安い調子で並んでくるのはセシルスだ。

　頭の後ろで手を組んだ少年、その言葉にグスタフは額と眉間を二本の右腕で揉もんだ。

「君の言い分には一理あった。これを予期していたのか？」

「期待はしていましたよ？　こうなったらいいなぁと思ってその通りになった！　まさしく信じるモノが救われたという感触ですね！」

「……そのような不確実な可能性に、自分の命を賭けたのかね」

「──？　ええ、そうですけど？」

　首をひねって、セシルスが不思議そうな顔をする。

　まるで、何かおかしなことでも言っただろうかと言わんばかりの態度だ。

　もしも、引き上げた二人──シュバルツとタンザが剣奴に相応ふさわしくなければ、二人の命の責任は自分の命で支払うと、そう言い張ったことさえ頓着していない。

「実際、問題はなかったでしょう？　僕からすればありがたい申し出でしたよ。こんなところで無む為いに失われるような僕ではありませんので賭け得です」

「君の理屈は本職には理解できない。──何な故ぜ、最後の局面で手を貸した？」

　薄い胸を張って笑うセシルスに、グスタフは『スパルカ』の最後の場面を想起する。

　最後、『合』と剣けん闘とう獣じゆうの命が釣り合った局面で、セシルスは一瞬だけ姿を消した。あの最後の決着を見れば、消えた彼が何をしていたかは明白で。

「件くだんの少女を、起こしに向かうとは」

「そもそも五人一組が原則の『合』の人数不足、あの子が起きなきゃ四人でやってもらうと説明したのはグスタフさんでしょうに。それって裏を返せばあの子が起きたらまざっていいよって意味でしょう？　それとも、不正扱いで僕の命も取りますか？」

　片目をつむり、身長差のあるグスタフをセシルスが挑発的に見上げてくる。その危うい態度にグスタフは己の四本の腕を組んで、

「──。不正には当たらない。皇帝閣下も、素晴らしい剣けん奴どの誕生を喜ばれよう」

「ははぁ、僕が言うのもなんですが皇帝閣下も碌ろくな人じゃなさそうですね！」

「皇帝閣下への侮辱は許されない。二度はないぞ」

　厳しい声で警告すると、セシルスが肩をすくめて大人しく引き下がる。

　剣闘場には看守が入り、『スパルカ』を生き延びた新たな剣奴たちを連れ出すところだ。ボロボロの四人は治癒室に運ばれ、癒い者しやの手当てを受けてもらう。ひとまず、所在のなさげな少女も『合』の男たちに付き添う様子だった。

「まさか、『合』の全員を一人で生き残らせるとは」

　誰が欠けても届かなかった結末だが、一番の功労者は議論の余地もない。

　剣闘場に用意された仕掛けや武器を見落とさず、同じ境遇の仲間に目を配り、敵の動きをも可能な限り観察して、細い糸を渡り切った。

　その決着を見たものとしては──、

「ほらね？　なんだか壮大な物語が始まる予感がするでしょう？」

　そう、したり顔で同意を求めてくるセシルスに、何を答えるのも癪しやくに思われて、グスタフは厳いかめしい顔のまま、剣闘場に背を向けるにとどまったのだった。






第三章　『ヒアイン・ヤッツ』
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「カオスフレームは、大きな大きな災いに滅ぼされました。住民の避難はヨルナ様が指示されているはずですが、シュバルツ様のお連れの皆様や、それ以上のことは」

　丸い眉尻を下げ、目を伏せたタンザの口ぶりには悲しみが満ちていた。

　あまり、感情を表に出さない子だと思っていたが、それが年相応の反応だ。誰でも、故郷や大事な人の安否がわからないとなったら、彼女のように悲しんで当然だろう。

　だから──、

「ははぁ、魔都が滅ぶような災いとは僕が島に閉じ込められている間も世界は慌ただしいものですねえ。これは出遅れてお呼びでないなんて事態は避けなくてはですよ」

「セッシー、ちょっと黙っててくんない？」

「あれ？　僕また何かやっちゃいました？」

　タンザの悲しみにまるで配慮しない偽セシルスが、スバルに睨にらまれて首を傾かしげる。

　その人の心がない態度、『スパルカ』で何十回もスバルの遺言を聞こうとした薄情さを一貫していると言えるだろう。

「……それでも、最後は助けられたけど」

　治癒室で目覚めたタンザ、彼女を剣闘場へ連れてきたのは偽セシルスだ。

　その援護がなかったら、こうして『スパルカ』を突破できていたかどうか。それこそ、タンザがあのライオンの首を刎はねてくれなかったら──、

「──あと、何回失敗してたかわかんないもんな」

　成功するまで投げ出せない戦いだ。諦めるなんて選択肢はないものの、『合』の全員で無事に突破するには、いくつもの奇跡を乗り越える必要があっただろう。

　無数の奇跡の果てに掴つかんだ勝利、これでこそ菜な月つき・賢けん一いちの息子と胸を張れる。

「シュバルツ様……私は一刻も早く、ヨルナ様のお傍そばへ戻らなくてはと」

「……だよな。俺も、戻ってみんなと合流したいし」

　話を本題に戻せば、タンザの抱えている悩みはスバルにも他ひ人と事ごとじゃない。

　魔都を滅ぼした災い──離れ離れのみんなが、特にルイが無事なのか気掛かりだ。彼女には敵が多い。ヨルナが、意地悪アベルから守ってくれていると信じたいが。

「果報を寝て待つ猶予はない、と。俺、丸一日眠ってたんでしょ？」

「はい。癒い者しや様からはお体に問題はないと。ただ、ご無理はされすぎませんよう」

「それはこっから先の運命のやり口次第かな」

　治癒室のベッドで体を起こし、そう言ったスバルに偽セシルスが目を輝かせる。

　たぶん、スバルの言い回しが琴線に触れたのだろう。だが、それがスバルの本音だ。受け身の対応というのは相手を調子に乗らせてしまう。最近、運命調子に乗りすぎ。

「ここからはもっと積極的に、目標達成を貪欲に目指していくぜ」

　当面のスバルの目標は、この物騒で血ちな腥まぐさい島からの脱出だ。

　もちろん、最終目標はタンザを故郷へ帰し、レムを連れて王国へ堂々と帰ることだが、大きな目標ばかり見ていると躓つまずきやすい。

「何事もコツコツと、だ。夏休みの宿題の絵日記も、初日に片付けるのは無理ってな」

「──時にシュバルツ様、お話ししたいことが」

　今後の方針を設定するスバルに、タンザがやけに神妙な顔で切り出す。彼女はキモノの袂たもとを手で押さえ、その右手でそっと佇たたずむ偽セシルスを示すと、

「こちらの御お方かたなのですが……あの、セシルス・セグムント様では……」

「あー、うん、そう言い張ってるオオカミ少年だな」

「あっはっは、オオカミ少年！　なんですそれ？　人じん狼ろうって意味なら悪口じゃないですか！　確かに僕は話通じないところもありますが共通点は危うい魅力ぐらいでしょう！」

「ごめん、ちょっと何言ってるのかわかんない」

　畳みかけられてとっさに言い返し、スバルは自分の胸に疼うずきを覚えた。

　目をつむれば、愛いとしい少女の顔がちゃんと思い出せる。大事なみんなの顔も、大丈夫。それでも、確実に引き出しは固くなっている。悠長にしていられない。

　そんな焦りを覚えつつも、スバルはタンザの疑問に肩をすくめた。

「普通の嘘うそつきだ、考えすぎだよ。まさか帝国最強が子どもなんて言い出さないだろ？」

「それはそうです。……ただ、私は以前、一度だけセシルス様をお見かけしたことがありまして、その、ヨルナ様を害そうといらして」

「ヨルナさんを？　すげぇ悪じゃん……」

「はい、極悪人なのです。……いえ、重要なのはそのセシルス様と、こちらのセシルス様が年齢は違ってもよく似ていらっしゃることで、ご兄弟などでは」

　ちらちらと疑惑の眼まな差ざしを偽セシルスに向けるタンザ、彼女の言い分に、スバルはヨルナが謀反を企てて、何度も皇帝──アベルに攻撃されていたという話を思い出した。

　たぶん、タンザが目にしたのは、そのために送り込まれた本物のセシルスだろう。この偽セシルスとは似ていても大違いの──と、そこでスバルは嫌な予感を覚えた。

　姿形はよく似ていて、でも致命的に違っている年齢、まさかそれはと。

「セッシー、自白するなら今だけど、そのつもりは？」

「ありませんよ！　僕は本物、この世に一人の花形役者、セシルス・セグムントです！」

「そう、か。……これ聞くの怖いんだけど、セッシー、もしかして体縮んでない？」

　実体験がある以上、聞かないわけにはいかない疑問だった。

　もしも、ここにいたのが成長後のスバルなら、色々考えて言葉を選んだかもしれない。でも、ここにいるのは神童スバルなのでややこしい判断は一切抜きだ。

　怒らせたら謝ろうぐらいの感覚での質問、それに偽セシルスは目をぱちくりさせ、

「縮むって僕がですか？　面白いこと言いますね！　人間の体が縮むなんてそんな面白いことがあったらすごい楽しくなっちゃうじゃないですか！」

「これ、どっちだ……？」

　とぼけているのかいないのか、とぼけているとしたら自覚無自覚どっちなのか。

　スバルも『幼児化』の影響で、色々と記憶が抜けたりぼやけたりしている実感がある。もし偽セシルスが同じ境遇なら、縮んだことすら忘れたのかもしれない。

　しかし、もしそうだとしたら、それはスバルにとって最悪の可能性を意味する。

「待て待て待て！　つまりセッシーは偽物じゃなくて本物で、それで本物のセッシーを小さくしたのがオルバルトさんで、セッシーは俺の成れの果てってこと？」

「よくわかりませんが、どんな形でも僕に成り代われるというのなら名誉なことでは？」

「うるせぇ、バカ！」

　ものすごいシンプルな罵倒が飛び出して、偽セシルスが舌を出して押し黙った。それをハラハラと見守るタンザの傍かたわら、スバルも混乱しつつ可能性を二つに絞る。

　一つは、この偽セシルスが『幼児化』された存在というオルバルトクソジジイ説。

　一つは、見た目が似てるのをいいことに本物を騙かたった偽セシルスクソガキ説だ。

「クソガキとクソジジイ、どっちの可能性も頭に入れておかねぇと……」

「ほほう、なんだか興味深げな響きですね。詳しく聞かせてもらっても？」

「うるせぇ、バカ！」

「あっはっは！　辛しん辣らつ！　でもその反応嫌いじゃないです、むしろ好き」

　邪険にされて怒るどころか笑う偽セシルス──暫定、まだ偽セシルスと呼んでおくが、これ以上は答えを知っている相手に話を聞くしかないだろう。

「というわけで、タンザもセッシーのことは棚上げにしといてくれ。本物でも偽物でも、当てにならないってところはおんなじだから」

「わかりました。ヨルナ様を狙った方ですから、好感の持ちようがありませんので……」

「素直で率直で助かるよ。さて、そしたら……」

　そう、話がひと段落したところで、不ふ意いにスバルの腹の虫が鳴った。

　心配事を棚上げしてすぐ腹減りとは自分でも現金だと思うが、カオスフレームでのかくれんぼから始まり、孤島での『スパルカ』を終えて何も口にしていない。

　それに──、

「──腹が減っては戦はできぬ、だ。ここって、ご飯食べれるところあるの？」

　と、明日を戦い抜くために、ひとまず今日を乗り切る蓄えが必要だと主張した。
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「食え、シュバルツ……。これがお前の取り分だ……」

　ドン、と置かれた大皿、その上の山盛りの骨付き肉にスバルは目を丸くした。

　そんなスバルの反応に、皿を置いた刺いれ青ずみだらけの顔が「なんだ……」と目を細める。だが、なんだと言いたいのはスバルの方だ。

「ヴァイツ、あまりに不親切すぎるだろう。見ろ、シュバルツが固まっている」

「は、食わねえならもらうぜ？　このガキには多すぎんだ。俺らで分けて……痛いてぇッ！」

「取り分は話し合いで決めた……。曲げるなら、オレを納得させてみろ……」

　そう言いながら、刺青顔のヴァイツが綺き麗れいに平らげた骨で相手の脇を突いた。たまらず悲鳴を上げ、蜥と蜴かげ人びとのヒアインがテーブルの向こう側に逃げる。

　その様子にため息をついて、錆さび色いろ髪のイドラがスバルに肩をすくめた。

「騒がしくしてすまないな。体の調子は？」

「あー、大丈夫な感じ。そっちこそ、怪け我がとかは？」

「私たちも大きな怪我はない。貴様……いや、君のおかげだ」

　そう言って似合わない戦士口調を改め、イドラがスバルに深々と頭を下げた。

　現在、スバルたちがいるのは孤島の中にある食事用の大広間だ。島全体が砦とりでのようになっているギヌンハイブは、剣けん奴どが自由に過ごせる下層エリアと、グスタフを始めとした管理側の人間の許可がなくてはいけない中層以上のエリアに分かれている。

　大広間は開放された下層エリアにあり、剣奴たちが思い思いに過ごしているようだ。

　実際、剣奴たちに与えられた自由はかなりのものらしく──、

「ようやく目ぇ覚ましたのか、坊主！」

「この前の『スパルカ』、ありゃぁ大したもんだったぜ！」

「こっちゃ見てなくて大失敗だ。あとで噂うわさだけ聞かされてたまったもんじゃねえ」

　などと、わらわらと集まってくる剣けん奴どたちは、『スパルカ』でのスバルの活躍ぶりに関して噂していたらしく、こうして頻繁に声をかけてくるぐらいだった。

「最後の嬢ちゃんの乱入も見ものだった！　盛り上がったぜ！」

「ありがとうございます。全て、私を愛してくださる大いなる御お方かたの恩おん寵ちようです」

「おお？　そうか？　よくわからんが、いい死合いだった！」

　真面目なタンザの受け答えに馬鹿笑いするも、小馬鹿にするニュアンスは感じられなかった。どうやら、本気でスバルたちを歓迎してくれているようだ。

「その歓迎ぶりが表れてるのが、この大量の骨付き肉とか？」

「いえ、そうではありません。こちらのご馳ち走そうは、初回の『スパルカ』を生き延びた『合』に用意されるものだそうで……皆様が、シュバルツ様のためにと」

「俺のためって……え？」

　冗談半分で言ったのに、別の角度から肯定されてスバルは驚いた。目を丸くして周りを見れば、テーブル越しに睨にらみ合あうヴァイツとヒアインがスバルに頷うなずきかける。

「わざわざくれてやってんだ、たらふく食え。残したら承知しねえ……痛いてぇッ！」

「自分の手柄のように言うな、ぶちのめすぞ……」

「言ってねえし、感謝してやってんだろうが！」

　骨を武器に隙をついたヴァイツに、欠けたコップを盾にしたヒアインが応戦。犬猿とばかりに揉もめる二人、それを見ながら隣に座るタンザがスバルに告げ口する。

「ああしていがみ合われていますが、この計らいを言い出されたのはあのお二人です」

「はぁ!?　言ってませんがぁ!?　メスガキ、適当なこと言ってんじゃねえ！」

「よせ、ヒアイン。お前が彼女に勝てるものか。ギルティラウの首を刎はねた娘だぞ」

「刎ねさせていただきました」

　タンザの告げ口に噛かみつくヒアインが、イドラの制止に「ぐぐ」と悔しがる。その様子に鼻を鳴らし、ヴァイツは武器にした骨を口に入れ、音を立てて噛み砕いた。

　三者三様、タンザも入れて四様の仲間たちに、スバルは小さく笑い、

「ありがたく、全然遠慮しないで食らい尽くすとするぜ！」

「ああ、そうしろ……。次の死合いが、いつあるかわからん……」

　骨付き肉にかぶりついた途端、死刑宣告みたいに低い声でヴァイツに告げられる。とはいえ、大げさな話ではないのだろう。──剣奴、その立場になった以上は。

「その、またすぐに次の死合いってやらされるもんなのかな？」

「いいや、さすがにそこまで過酷ではないそうだ。以前の方針……数年前、総督が交代するまでは剣奴の扱いもひどいものだったらしいが」

「……グスタフさんに代わってからマシになったってこと？」

　肉を頬ほお張ばるスバルの質問に、イドラが神妙な顔で頷うなずいてくれる。

　その答えにグスタフの顔を思い浮かべ、スバルは内心で首をひねる。目覚めてすぐに『スパルカ』に放り込まれたのだ。冷血漢の印象は簡単には拭えない。

　剣けん奴どの待遇を改善したのも、何かしら裏があるのではと疑ってしまう。

「極限まで苦しめるんじゃなくて、丸々肥え太らせてから食べる狙いなのかも」

「あながち、ない話じゃない……。死合いを組むのも、本番の興行を見据えてだ……」

「興行……それが、剣奴を見せ物にするってイベントか」

　年に数回、剣奴孤島で開かれるという大掛かりなイベント──興行と呼ばれるその日に向けて、剣奴は日々の死合いで戦い方を学び、魅せ方を覚えるとのことだ。

　当然、本番前に剣奴に死なれれば、興行を主催するグスタフは損をすることになる。そう考えれば、グスタフの方針はビジネス的に正しいのかもしれない。

「けど、あれだぜ。そういう話を聞くと、おっかねえのがあの青髪のガキだよな」

　島の興行とグスタフの方針、そこに考えを向けていたスバルをその一言が引き戻す。

「──。ヒアイン様」

「あ？　こんなの隠しといてもしょうがねえだろ？　むしろ、こいつは俺たちの『合』の一員なんだ。迂う闊かつに消えられて困んのは俺たちなんだよ」

　咎とがめるようなタンザの呼びかけに、ぼやくヒアインが水かきの大きな手でスバルを指差しながら、その牙だらけの口を大きく開けると、

「あのへらへらしたガキだが、評判悪わりぃぞ。ガキ同士でも付き合う相手は選べや」

「へらへらしたガキって……セッシーのことか？」

　もぐもぐと骨付き肉を食べながら、思わぬ忠告にスバルは困惑した。

　偽セシルスとは食事前に別行動になったが、あの調子で彼が誰とどんな付き合いをしているかは謎だ。たぶん、誰にでも同じ態度で接しているとは思うが。

「それで評判悪いって？　俺はどっちかっていうと付きまとわれてんだけど」

「ヒアインの言い方は悪いが、この件は私も同意見だ。周りの話では、彼がこの島にきてから二十日ほどだそうだが……すでに彼の『合』は全滅している」

　ヒアインに代わり、深刻そうに続けたのはイドラだ。落ち着いた彼の語り口には説得力がある。でも、『合』の全滅が偽セシルスのせいとは──、

「あの少年は、剣けんと闘うじ獣ゆう相手に『合』が全滅するのを見届け、それから剣闘獣を素手で殺した。救えたのに救わなかった。それが悪評の理由だ」

「それだけじゃねえ！　別の死合いを組まれるたびに、殺す必要までねえって言われてる相手を殺しちまう。どうだ、やべえ奴やつだろうが！」

「挙句、それで名乗るのがセシルス・セグムントだからな……」

　最後の情報が大おお嘘うそだとしても、残りの情報だけで危険人物扱いには十分。それが、口々に偽セシルスは危ないと意見した三人の結論だった。

「────」

　一方、畳みかけられたスバルは唇を曲げ、何にも言い返せない。

　ここでムキになって言い返すほど、偽セシルスのことを知らない。気軽に話せる相手ではあるが、友達ってわけでもないのだ。命の恩人、みたいな話らしいが。

「シュバルツ様、お食事の続きを」

「あ、うん、だな。なんであれ、体力は蓄えとかねぇと」

　偽セシルスに関する忠告と、考えの読めないグスタフの目もく論ろ見み。いつ組まれるかわからない死合いと、次から次へと問題は積み上がっていく。

　だが、この島で大人しく、波風立てずに暮らしていくつもりなんて毛頭ない。むしろ、湖に大波小波を起こしてでも、スバルは出ていく方法を見つける覚悟だ。

　たとえ誰と敵対しても、タンザを連れてこの島から──、

「なんだ、その面は……。言いたいことがあるなら言え……」

「いや、みんなが心配だと思って。俺抜きでやってける自信ある？」

「なんだそりゃ!?　てめえ、ふざけてんなら肉返せ、肉！」

　おずおずと尋ねたスバルに、意味がわからないと大口を開けたヒアインが怒る。その勢いにヴァイツが立ち上がり、イドラが慌てて止めに入るのを見ながら、嘆息。

　もしもスバルたちが島を離れれば、残った三人の『合』はやっていけるだろうか。

　それを言い出したら、声をかけてくれた剣けん奴どたちも立場は大きく違わなくて──、

「いっそ、島の全員で……」

「シュバルツ様？」

「ああ、ごめんごめん、こっちの話。さすがにそれは突飛すぎて反省」

　思いつきの独り言でも、迂う闊かつに人に聞かれては困る物騒な発想だった。

　でも、ヒアインもヴァイツもイドラも、その人となりをスバルは知ってしまった。彼らは臆病で卑ひき怯ようで嘘うそつきだけれど、悪人ではないのだと。

　少なくとも、死合いなんて形で殺し合いを強制される理由なんてない。

　そして、それが他の人たちも同じなら──、

「──俺は、ナツキ・スバルだ」

　その名前が意味するところは、今のスバルには万能の力を与えてくれる呪文だった。
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　──ギヌンハイブでの生活は、スバルにとってそう悪いものではなかった。

　スバルたちの『スパルカ』での戦いぶりは知れ渡っているらしく、どこへいっても大広間の剣奴たちと同じように歓迎してもらえる環境だ。

　どうやら、スバルたちと戦ったあのライオンの剣けん闘とう獣じゆうは、これまで多くの『合』を全滅させた強敵だったらしく、子どもが二人もいる『合』の勝利は番狂わせと評判だった。

　死合いを強いられる剣奴たちも、強者が尊敬される帝国の流儀は変わらない。

　だからこそ、持もて囃はやされるスバルたちと比べて、同じような功績を残している偽セシルスの嫌われぶりがすごい。彼の日頃の行いの悪さを物語っている。

「ただ、それとなく注意しても聞く耳持たないんだよな。タンザはどう思う？」

「……どうでもいいです。それよりも、シュバルツ様」

「うん？」

「──シュバルツ様は、本当にここをお出になるつもりがおありなんですか？」

　そう、責めるような言葉と眼まな差ざしで、タンザはスバルの真意を問とい質ただした。

　場所は島の下層エリア、剣けん奴どには複数人で使う雑居房のような部屋が与えられていて、スバルとタンザは同室を使っている。

　その邪魔者のいない空間で、タンザはついに我慢の限界とばかりにため息をついて、

「この数日、シュバルツ様はここでの生活を満喫されておいでですが、最初の方針は覚えていらっしゃいますか？　もしも、積極的に動かれないなら……」

　言いながら目を伏せ、タンザが正座した膝に乗せた拳を震わせる。

「今も、カオスフレームのその後は何もわからないままです。ヨルナ様のご無事だけは、私への寵ちよ愛うあいが残っていることからもわかりますが……」

「寵愛……それって、ヨルナさんの『魂こん婚こん術じゆつ』のことだよな」

「はい。今も、ヨルナ様の寵愛だけはひしひしと」

　ぎゅっと目をつむり、タンザがヨルナの『魂婚術』の影響を肯定する。

　自分の力の一部を分け与える『魂婚術』、それがタンザの幼子とは思えない力の秘密だ。ライオンの首を一息に刎はねたのも、タンザの実力ではなく、ヨルナの愛の賜たま物もの。

　遠く離れていても、ヨルナ・ミシグレという女性の優しさが愛いとし子ごを守っている。

「ヨルナさんは、優しすぎるから……」

　弱肉強食を訴える帝国の方針に逆らって、何度も謀反者扱いもされていた。そんなヨルナの境遇と、彼女に守られ、彼女を愛した住民たちの気持ちがスバルにもわかる。

　だから、逸はやる気持ちを堪こらえられないタンザの想おもいもわかるのだが。

「ですから、シュバルツ様のように悠長になどしてはいられないのです！」

「うぐぅ！　悠長……」

「そうです。てっきりすぐにでも島を出る方法を探すのかと思いきや、『合』の皆様や他の剣奴の方々と無駄話をしたり、島の中を無闇に歩き回るばかりで……」

　そうして指折りこちらの行動をあげつらうタンザに、スバルは指で頬ほおを掻かく。

　タンザの言う通り、ここ数日、人と会って話してばかりいたスバルの行動は、積極的に島を出ようとしているようには見えなかっただろう。

「むしろ、この島の生活に馴な染じんで、骨を埋うずめようとしていらっしゃるのかと……」

「ものすごい誤解！　いや、不安がらせてごめん。でも、タンザがヨルナさんに会いたいのとおんなじで、俺にも会いたい相手がいるんだ。だから、絶対帰るつもりだよ」

「……あの、ご一緒だった方々ですか？」

「アベル以外はそうだって言えるし、他の……でかい壁に囲まれた街にもいるんだ。それに帝国のお隣の国にも。俺も結構、大忙しなんだよ」

「で、ですが、それならもっと……」

　真剣に取り組んでほしい、とタンザは続けようとしたのかもしれない。

　でも、彼女がそうスバルに望みを伝えるよりも早く──、

「──っ、この揺れは」

「──きたか！」

　地の底から、正確には島の底から震動が伝わってきて、スバルはその場に飛び上がる。

　待ち望んだ瞬間の訪れは、タンザの我慢の限界的にも最高のタイミングだった。

「タンザ、中層の中庭にいこう！　あそこまでは看守の許可がなくても上がれる！」

「な、中庭ですか？　そこに上がって、何を……」

「決まってるだろ！　──跳ね橋が上がってるところを見るんだよ」

　目を白黒させているタンザの手を引いて、スバルは強引に彼女を部屋から連れ出した。急ぎ足に向かうのは、宣言通りの中層にある中庭だ。

　島の中腹にあるそこは、何の邪魔もなく湖を一望できる絶好のスポットで──、

「どうやってか飛ばされてきた俺たちは、肝心の跳ね橋を一回も見てない。でも、ここを出ようと思ったら跳ね橋を渡るのは絶対だ。だろ？」

　絶海の──海がないから、絶水の孤島と呼ぶべきギヌンハイブは、内外を行き来するために島と向こう岸とを跳ね橋で繋つないでいる。

　当然、跳ね橋なのだから使わないときは仕し舞まわれているわけで。

「それをこの目で見たい。セッシーに何回聞いてもピンとこない説明されるから」

「……私もお聞きしました。この島の跳ね橋は、普段は沈んでいると」

「そう、その跳ね橋が一つ目の関門だ。俺たちがこの島から出るための、な」

　走るスバルの説明に、タンザが本気で驚いている。この分だと、彼女は本当にスバルが島の脱出を投げ出したと思っていたのかもしれない。

　それほど心配をかけてしまったかと、反省するスバルの手をタンザが握り返し、

「跳ね橋が、一つ目の関門……でしたら、二つ目の関門は」

「言うまでもなく、呪じゆ則そくだよ。グスタフさんが剣けん奴ど全員にかけてる縛りってやつ」

「──。総督様の、呪則」

　丸い眉尻を下げたタンザの言葉に、スバルも前を向きながら頷うなずく。

　食事用に開放された大広間や、読書するための本が置かれた図書室まである剣奴孤島だが、かなりの自由を許された剣奴たちを絶対的に縛るのが『呪則』だ。

　剣奴は例外なく、島に入った時点で呪則の対象となる呪印を刻まれ、決まりを破ったものは容よう赦しやなく命を奪われる。そういう仕組みであるらしい。

　もちろん、剣奴を卒業する資格を満たせば、めでたく呪印は解いてもらえるそうだが。

「それこそ、皇帝が見にくる興行のご褒美とかってレベルらしい。セッシーの話だと、死合いで百連勝みたいなパターンでも解いてもらえるかもって」

「……どちらもとても現実的とは。次の興行の日程もわかりませんし、百勝なんて」

「やれるやれないは別としてだよな」

　スバルの答えに、一瞬、タンザがぎょっとしたのが繋つないだ手越しに伝わってくる。

　実際、冗談でもない。スバルが本気でやろうと思えば、死合いを百回勝ち抜くことも不可能ではないのだ。ただ、時間がかかりすぎるので没案にするしかないだけで。

「具体的にどこまでしたら、グスタフさんが呪じゆ則そくで罰を与えてくるかわからないけど、この島から脱走するって言い出したら、一発アウトだと思う」

「それは、同意見です。剣けん奴どの脱走を、総督様はお許しにならないでしょう」

「その厳しい目を掻かい潜くぐるためにも、跳ね橋と呪則のクリア方法を探すんだ。だから今は跳ね橋を見にいく。サボってないでしょ？」

「……シュバルツ様が悠長に過ごして見えたのは、事実ですから」

「根に持つなぁ……」

　じと目のタンザに苦笑いしたところで、ちょうど目的の中庭に到着する。

　島の中腹にある中庭──オシャレな言い方をしたら、空中庭園と言えるだろうか。もっとも、伸び放題の雑草と手入れされていない野花、まばらな木々の並んだ光景をそんな風に呼んだら、全国の庭師の皆さんが顔を赤くして怒るかもしれない。

　基本、灰色に囲まれた殺風景な島の中だと、こんな庭園でも癒いやし効果があるのだが。

　ただ、このタイミングで中庭に集まった面々の目的は、緑の癒し効果じゃなく──、

「みんな跳ね橋目当て……ってより、跳ね橋を渡ってくる相手が目当てっぽいな」

「跳ね橋を渡っていらっしゃるのは……」

「また新しい、剣奴候補だと思う。俺たちと同じ境遇の」

「あん？　シュバルツとチビじゃねえか。なんでここにいやがる」

　きょろきょろと、自分たち以外にも中庭にきている剣奴たちを見回していると、その人波の中で手を振っているヒアインの姿があった。

　スバルは「お」と驚きつつ、ちょうどよかったとタンザと彼のところに向かい、

「そっちこそ、冷やかし？」

「冷やかしなわけあるか！　……次の、生いけ贄にえがくるって聞いたからよ」

　声を大きくしたヒアインが、すぐにバツの悪い顔で目を逸そらした。

　今の自分の発言が、冷やかし目的をちっとも否定し切れていない自覚があるのだ。

「け、けどなぁ！　言っとくが、俺を冷やかし目的の野や次じ馬うまと一緒にすんなよ！」

「……ヒアイン様、そういったことはあまり叫ばれない方が」

　強気な態度と裏腹に、かなりビビリな性格をしたヒアインだ。タンザに言われて、すぐに「あ……」と自分の勢い任せな発言に顔を青くする。

「クソ……俺のこたぁいいだろ。お前らこそ、何しにきたんだよ」

「俺たちも、次くる人たちに興味はあるけど、一番の目的は橋だよ。跳ね橋を見にきた」

「橋が見たいだぁ？　ガキかよ……ガキじゃねえか！」

「いや、そうだよ。声でかいな」

　慌ただしく感情の整理がつかないヒアインの横で、スバルは広い湖面を眺める。

　まだ日の高い時間のはずだが、剣けん奴ど孤島の周辺はいつも曇り空でうっすら暗い。時間の読みづらい空模様、その下にある湖の変化を待っていると──、

「お、おお、おおおお──っ！」

　最初、聞こえてきたのはどこかで歯車や機械的なものが動くような音だ。

　剣闘場にあった仕掛けと同じタイプの仕組みなのだろうが、跳ね橋は規模が段違い。なんと言っても、島から岸まで一キロ以上の橋を架けなくてはならないのだ。

　スバルたちが感じた前兆、それを鼻で笑うような震動が島全体を大きく揺すぶって、黒い湖面を割るようにしてゆっくりと跳ね橋が『上がる』──。

「──すげぇ」

　思わず、そんな感嘆の吐息が漏れるくらい、圧倒的な光景だった。

　ゆっくりと、湖中から姿を見せた跳ね橋は、連結する複数の足場を浮上させ、湖面で一本の橋として組み上がる大掛かりなものだ。複数に分割された橋は湖上に出ると、ものすごい量の水を排水しながら、橋の半分として完成する。

　それと対となる跳ね橋の片割れが、向こう岸からの操作で同じように完成──二本の跳ね橋が一つとなって、剣奴孤島は一時的に絶水の孤島じゃなくなった。

「向こう岸も、橋の操作が必要のようですね……」

「みたいだ。跳ね橋を使って出るなら、協力者がいないと無理だろうな」

　跳ね橋の操作はそれぞれ、専用の装置を使っているようだ。

　ちらと見下ろせば、島側の跳ね橋の袂たもとに見張り台にしては中途半端な塔があって、それが跳ね橋を操作する制御塔で間違いなさそうだった。

　当たり前だが、塔の入口には鍵がかかっているだろうし、これだけ大掛かりな橋を動かしてこっそり逃げるなんて不可能すぎる。

　小舟を渡すにも水中の魔獣が邪魔と、現実的な脱出法を考えるには情報が足りない。

　さらに──、

「……塔の鍵持ってるの、グスタフさんなのか」

　悪い条件は重なるもので、今しがた見つけた制御塔の中から現れたのは、そのたくましい体と四本の腕を窮屈な制服に包んだグスタフだった。

　跳ね橋を操作して、そのまま橋を渡ってくる相手の出迎えもするらしい。看守を引き連れて仕事熱心な様子、スバルたちにとっては手て強ごわすぎる働き者だ。

　そうして、スバルたちが少しずつ足りないパズルのピースを埋めていると──、

「あ──っ!?」

　突然、スバルたちの隣で、跳ね橋を眺めていたヒアインがそう声を裏返らせた。

　その青い目の瞳孔を細め、ヒアインが舌を震わせながら跳ね橋を見ている。──違う、彼が見ていたのは跳ね橋ではなく、渡ってくる馬車の方だった。

　黒い、大きな疾は風や馬うまが引いてくる馬車。跳ね橋を渡り、袂たもとで待っているグスタフたちのところに到着する馬車が、中に乗せていた人たちを下ろしていく。

　その、新しく連れてこられた剣けん奴ど候補を見て、ヒアインが顔を手で覆った。

「あの馬鹿野郎共、捕まりやがった……！」

　絞り出すようなヒアインの言葉の意味は、下ろされる人影を見てすぐにわかる。

　不安げに馬車を下ろされたのは、鱗うろこの色こそそれぞれ違っているものの、みんなヒアインと同じ蜥と蜴かげ人びとだったのだ。

「……俺を囮おとりにしてまで、逃げたんじゃねえのかよ」

　その苦々しいヒアインの呟つぶやきが、彼らとヒアインとの関係を明らかにする。

　何度も『スパルカ』をやり直したスバルは、『合』の三人がどんな事情で剣奴になったのかを知っている。ヒアインは周囲の風景に擬態できる能力で囮にされ、奴隷商から仲間が逃げる時間を稼ぐための捨て石になったと、そう話していた。

「つまり、あいつらがヒアインを囮にした奴やつらなのか」

「ぐ……っ」

　苦しげに呻うめくヒアインを、タンザが「ヒアイン様……」と心配げに見る。しかし、彼はスバルとタンザ、二人の視線に大きく頭かぶりを振ると、

「い、いい気味だぜ！　人をダシにするからてめえも馬鹿を見る羽目になるんだ！」

「────」

　それは精一杯、自分の中にある悪意を掻かき集あつめて言い放ったみたいな台詞せりふだった。

　自分を陥れた相手の境遇を嘲あざ笑わらうには、ヒアインの声は震えすぎている。それが自分でもわかったのか、彼は舌打ちして、振り切るみたいに湖に背を向けた。

　そのまま、のしのしと歩き去ろうとする背中に──、

「それでいいのか、ヒアイン。仲間だったんじゃないのかよ」

「は！　い、言っただろうが！　あいつらは俺を囮にして逃げたくせに、そのあとでヘマしてあの様ざまなんだよ！　そんな馬鹿共のことなんか知ったことか！」

「──でも、崖下に鞄かばんを落としたとき、食べ物を分けてもらったんだろ？」

　そう、遮さえぎるスバルの言葉に、ヒアインが「あ」と目を見開いた。

　愕がく然ぜんとなっているヒアイン、そんな彼に首を横に振って、スバルは続ける。

「野盗から逃げるのに手を貸してもらったり、火を起こせなかったときに代わりにやってくれたり……最後の記憶は、悪いもんかもしれないけど」

「────」

「その最後の顔が、その人の全部だと思うのは寂しすぎるよ」

　極限状態で人間の本性が出る、なんて話がある。

　なんて馬鹿馬鹿しい話だと、スバルはその理屈をふざけるなと蹴飛ばしてやりたい。

　どうしようもない非日常的な状況に置かれたとき、そこでその人がしてしまった行動で、その人の全部を決めつけるなんて馬鹿げた話だ。

　だったら、『スパルカ』の場面でヒアインが、ヴァイツが、イドラが見せた姿が、あの臆病で卑ひき怯ようで詐欺師な姿が、三人の本性だと決めつけるというのか。

　逃げないで、出し抜かないで、騙だまさないで、スバルと協力した三人がいた。

　だから、こうして全員で命を拾って、『合』のみんなで揃そろって──、

「そのチャンスを放り出すなんて、絶対に後悔する」

　今、スバルが大好きだと思う人たちも、最初から大好きだと思えたわけじゃない。

　その人たちの嫌な顔も見た。それでも、スバルはみんなを好きでいたいと思った。そしてそれは何も、スバルだけが特別なわけじゃないと思うのだ。

「……あいつらに、『スパルカ』は越えられねえよ」

　スバルの訴えに、ヒアインは背中を向けたまま言い残して、立ち去る。

　話した覚えのない話をされて、さぞかし具合の悪かったことだろう。しかし、それ以上に感じ入るものがあった声だったと、スバルはそう感じた。

　だって、彼は気付いていないかもしれないが、ヒアインは言ったのだ。自分の気持ちの問題ではなく、状況がそれを許さないのだと。

　ならば、状況がそれを許したら──、

「──それは茨いばらの道というものですよ、バッスー」

「……心臓に悪い登場の仕方するなよ」

　立ち去ったヒアインと入れ替わりに、ひょいと姿を見せた人物にスバルはため息をつく。見計らったみたいなタイミングの登場、実際に見計らっていたのかもしれない。

　そのぐらいしても、全く不思議じゃないのが彼という人物だから。

「セグムント様……」

「野や次じ馬うまなんて、らしくない。なんでここに？」

　スバルとタンザ、二人の視線を浴びながら、現れた偽セシルスは「いえいえ」と首を横に振り、キモノの袖に入れたままの手で湖を示した。

「たぶんほら、バッスーは跳ね橋を見にくる予感がしまして。そうしたら、物語が動き出す……そう踏んだわけですよ」

「シュバルツ様、あの……」

「わかってる。俺もさっぱり意味はわからないから」

　助けを求めるみたいなタンザの眼まな差ざしに、スバルも同じ気持ちだと頷うなずきかける。

　ともあれ、偽セシルスの物語脳から吐き出される戯たわ言ごとを掘り下げても仕方ない。ただ、出だしの言葉は戯言というには、少しばかり的を射すぎていた。

「さっきの、茨の道っていうのはどういう意味なんだ？」

「それは文字通り、聞いての通り感じた通りの意味合いですよ。バッスーもわかっているんでしょう？　僕以外の人間は割り切らなければならないと」

「そこに特別扱いした自分を挟むせいでノイズがひどい」

　片目をつむった偽セシルスにそう応じながら、スバルは彼なりの忠告を受け止める。

　言いたいことを自己流でややこしくしている偽セシルスだが、スバルの心情と照らし合わせれば、その真意が見えてくる。

「割り切る……それが、セッシーが人を助けない理由？」

　剣けん奴ど孤島で悪評を一身に集める偽セシルス、同じ『合』の仲間を見殺しにし、死合いを組まれるたびに相手の命を奪う少年は、その問いかけに「ええ」と頷うなずいた。

「障害は己の力で拓ひらくことができなくては。他人の力を借りて物事を成し遂げようと次の障害で必ず躓つまずく。永遠に力は借りられません。人は死ぬ。僕ですら不死ではない」

　意図は、わかる。理屈も、全部じゃないけどわからないではない。

　でもそれは、偽セシルスが強くて問題を斬り拓けてしまう人だから言える理屈だ。それはとても厳しくて、優しくなくて、スバルは好きじゃない。

　それに──、

「出会いが人を変えることだってあるじゃないか。そうやって変われたら、その人は次の障害を自力で乗り越えられるかもしれない。そのチャンスは、あっていい」

　今の自分が、自分だけの力でここにいるなんてスバルは思わない。良くも悪くも、たくさんの出会いが今の自分を形作って、ナツキ・スバルになっている。

　たとえ、手足が縮んでいても、薄くなった胸を張って言い張ろう。

　この、何でも一人で切り抜けられる超人に、一人で生きられない凡人として。

「この割り切れない気持ちが大事なんだよ。この割り切れない気持ちが、誰かを救う原動力になるんだ。青臭いガキのワガママだって言われても、そうなんだ」

　そう、スバルは信じていたい。大人ぶった賢さかしさで割り切らない、青臭い理屈を。

「あはっ」

　と、そのスバルの宣言を聞いて、偽セシルスの表情が変わった。うそ寒い作り笑いめいた微笑から、子どもが星を見上げたみたいなキラキラした笑顔に。

　それを目の端に留めながら、スバルはやるべきことは決まったと歩き出した。

「シュバルツ様!?　セグムント様、何を……」

「実にいいですね、バッスー！　僕の思い描く理屈に合っています。カッコいい人はカッコいいことを言い、強い人は強そうなことを言う。いずれの配役もそれに見合ったことを言うところから始まるのです。その意気込みまさしく運命の反逆者！」

「セグムント様！」

　大笑いする偽セシルスに食って掛かるタンザ、そんな二人の仲裁も後回しにして、スバルは急ぎ足で島内に戻り、下層エリアの目的地へ走っていく。

　時間との勝負だ。立ち寄るべき場所に先に向かって、次に相手の説得がいる。場合によっては説得じゃなく、議論か暴論になる可能性もあるけれど──、

「ヌル爺じいさん！」

　駆け込んだ治癒室の扉を乱暴に開けると、中で居眠りしていた背中が慌てふためく。

　細い体に伸びっ放しの長い髭ひげ、綿棒みたいな印象の老人は治癒室にこもって癒い者しやをしているヌル爺じいさんだ。

　いきなりのことに驚くヌル爺さんに、スバルは「ごめんごめん」と前置きしてから、

「──頼んでたもの、できてる？」と、そう聞いたのだった。





　　　　　４






　売り言葉に買い言葉と、中庭でシュバルツに背を向けた自分をヒアインは呪った。

　また、衝動的に噛かみついてはすぐ後悔する自分の悪癖が始まった。頭に浮かんだことをすぐ口に出すのはダメだと、わかっていてもどうしても治らない。

　この悪癖のせいで、これまでも散々嫌な思いをしてきた。剣けん奴どとしてギヌンハイブに送られる羽目になったのも、この口が災いしたのが原因だった。

　シュバルツに話したことは本当だ。奴隷商から逃げるため、ヒアインは仲間たちに捨て石にされた。だが、そもそも奴隷商に目を付けられた原因はヒアインの失言だった。

　旅の途中、立ち寄った酒場で因縁を付けられ、明らかに危ない連中と諍いさかいを起こした。それから何日も嫌がらせのような追跡を受け、仲間たちは苦渋の決断をしたのだ。

「わかってんだよ、そんなこと……っ」

　臆病なくせに虚勢を張って、それが理由で問題を招いたヒアインを、それでもギリギリまで仲間たちは見捨てようとしなかった。そんな彼らに「どうしようもなくなったら捨ててくれ」と格かつ好こうをつけたのは、他でもない自分自身だった。

　心のどこかで、彼らには自分を捨てる勇気なんてないと思っていた。彼らも、最後の一線を越えられない、自分と同じ臆病者だと決めつけて、甘えていた。

「てめえが一番どうしようもないことなんて、わかってんだよ……」

　それで見捨てられたと、捨て石にされたと被害者ぶるなんて馬鹿げている。

　でも、そうでもしないと自分の心を守れなかった。自分は悪くないのに、薄情な仲間のせいでこうなったんだと、助かった彼らを呪うことで自分を守ろうとしたのだ。

「なのに、なんでてめえらも捕まってんだよ……っ！」

　せっかく囮おとりになって捕まってやったのに、これではヒアインがただの嫌な奴やつだ。

　彼らを呪う大義名分を奪われて、ただの嫌な奴に成り下がって、見ているしかない。捕まった剣奴として、孤島の洗礼を受けて死ぬだろう彼らのことを。

「────」

　ヒアインたちのときと違い、人数の揃そろっている彼らの『スパルカ』は即日だった。

　どの面下げてと思いながら、剣闘場の観客席に足を運んでヒアインは打ちひしがれる。まばらに埋まった観客席には、ヴァイツとイドラの姿もあった。

　さすがに、あれだけ言われたシュバルツとタンザの姿は見当たらなかったが。

「──これより、『スパルカ』を始める!!」

　総督であるグスタフの野太い号令がかかると、剣闘場の奥に通じる通路が開かれ、鉄てつ柵さくの向こうからゆっくりと、『スパルカ』のための剣けん闘とう獣じゆうが現れる。

　それはヒアインたちと戦った剣闘獣とまるで違う、その両腕に鳥の翼を生やし、全身を針金のような鋭い体毛で包んだ大きな大きな鼠ねずみだった。

　ただし、その危険性は変わらないと、ヒアインは臆病者の本能でそれを察する。

「彼らが、どうやら今回の参加者のようだ」

　低い唸うなり声ごえを上げる剣闘獣、その対面の通路が開かれ、そこに五人の蜥と蜴かげ人びと──『スパルカ』の哀れな犠牲者が、イドラの言葉通りに怯おびえながら姿を見せる。

　その全員に見覚えがあって、見間違いを願ったヒアインの最後の望みは潰ついえた。

　何の因果か、臆病者のヒアインは『スパルカ』を生き延び、そうでない彼らは死ぬ。それが避けられない運命なのだと、ヒアインは剣闘場から目を逸そらし──、

「馬鹿な……」

「──ぁ？」

　ヒアインが自分と、世界の全てを呪った瞬間、ヴァイツが顔の刺いれ青ずみを歪ゆがめて呟つぶやく。

　その顔に刻まれていたのは、おどろおどろしい刺青以上の驚きだ。そしてそれは、剣闘場を見下ろしている剣けん奴ど全員が目にした、信じ難がたい光景への反応だった。

　思わず、視線を剣闘場に戻して、ヒアインも彼らと同じ衝撃に言葉を失った。剣闘場に送り出された五人の蜥蜴人、彼らの傍そばにいるはずのない六人目の人影が──、

「な、な、何してやがんだ、シュバルツ!?」

　喉を震わせて、ヒアインはいてはいけない存在、黒髪の少年の名前を叫んだ。

　先ほど中庭で、青臭い言葉を投げかけられて別れた少年。てっきり、愛想を尽かしたとばかり思っていた少年は、そのヒアインの叫び声にこちらを見上げた。

　そして、命懸けの『スパルカ』を控えて震える蜥蜴人たちを背に、言ってのける。




「──最強の援軍」と。
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　心底、ヌル爺じいさんには悪いことを頼んだ。

　今でこそ、島の癒い者しや──医者の真ま似ね事ごとをしているヌル爺さんだが、元々はただの島の古株の剣奴ってだけで、治療や薬の勉強をしたことなんて一度もなかったそうだ。

　切っ掛けは、腕をなくした剣奴の傷口に汚い布を当てて止血してやったこと。

　そのとき助けられた剣奴の口利きで、次々と怪け我が人にんがヌル爺さんに手当てを求めて、いつの間にか剣奴としての働きを免除され、治癒室の番人になっていたのだと。

　怪我人の絶えない島でなら、死ぬまで癒者として安泰だと笑ったヌル爺さん。そんなヌル爺さんに頼むには、空気の読めないお願いだとスバルも思った。

　でも、ここでスバルがやらなきゃいけないことにはどうしても必要だったから──、

「──噛かむか舐なめるかしただけで、人が即死する毒とか用意できる？」

　歯の欠けた口を盛大に歪ゆがめたヌル爺じいさんに、ものすごい申し訳なかった。

　だけど、考えてみてほしい。もし、戦いの最中に気絶して、半端な状態で生き残ってしまったら最悪だ。仕切り直しの手段はどうしても必要だった。

　そしてそれを手に入れてしまえば、もうスバルは完全無欠だった。

「まぁ、贅ぜい沢たく言えばもうちょっと足が長くなりたいけども」

　なんて愚痴は、戦いの中で大股一歩が足りない場面に出くわしてからの感想だ。

　もちろん、その一歩は次の機会に二歩速く飛び出すことで強引に解決する。トライ＆エラーを重ねて最善手を探り、望んだ未来をこの手に掴つかむために。

　だから──、




「──そこまでだ！　よくぞ、『スパルカ』を生き延びた!!　本職の権限を以もつて、諸君を剣けん奴ど孤島の一員として受け入れよう！」

　響き渡る野太い号令が、熾し烈れつな戦いの終わりを称賛する。

　剣闘場の真ん中には、仰あお向むけの胴体に大小二本の剣を突き刺された剣けん闘とう獣じゆうの死体が転がっていた。その両腕の翼と長い尻しつ尾ぽが斬り落とされ、痛々しい姿の。

　でも、あの翼の滑空と、鋭い尻尾の連続攻撃が本当の本当に厄介だった。
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　それにしても──、

「グスタフさん、マジかよ……」

　肩で大きく息をしながら、スバルは剣闘場を見下ろすグスタフの姿を見上げる。

　興行が行われる場合の主賓席、その位置で四本の腕を組んだグスタフは、今回の『スパルカ』をスバルたちの決着と一言一句違わない文言で締めくくった。

　融通の利かない堅物イメージだったが、筋金入りというより鉄筋入りだ。

　そこに──、

「や、った……やった、やった！　生き延びた！　生き延びたぞぉぉぉ！」

　ぐったりするスバルに遅れて、勝利の実感が湧いた五人の蜥と蜴かげ人びとが歓声を上げる。

　オーソン、ヒッツ、ナドレイ、クオンソン、コドリーの五人だ。全員蜥蜴人ではあるものの、細かい種族の違いがあり、その個性の把握と連携が勝利の鍵になった。

　誰か一人欠けたとしても勝てなかった。もちろん、スバル抜きじゃ絶対無理だった。

「だけど、勝ったぞ……！」

「シュバルツ!!」

　拳を空に突き上げるスバル、そこに観客席から飛び降りた人影が駆け寄ってくる。バタバタと不ぶ格かつ好こうに走るのは、全身の鱗うろこを逆立てたヒアインだ。

　彼は口をパクパクさせて、水かきの大きい指でスバルの肩に掴つかみかかった。

「な、何考えてやがった!?　そもそも、なんでてめえが『スパルカ』に……」

「痛い痛い、肩痛い！　懲罰だよ、懲罰！　懲罰で強制参加！」

「懲罰、だぁ？」

　涙目になるスバルの訴えに、ヒアインが目を丸くして仰天する。

　それは、古株の剣けん奴どたちに聞き込みして仕入れた情報──島の秩序を守るため、グスタフは自分や看守に逆らわないよう呪じゆ則そくで剣奴を縛っている。が、できるだけ剣奴を無駄死にさせたくないグスタフは、与える罰も段階を踏むのだと。

「それが警告と懲罰、それから呪則だ。警告は文字通りの警告で、懲罰ってのが……」

「まさか、『スパルカ』……？」

「の、強制参加。誰と組まされるかわからない『スパルカ』なんて、命がいくつあっても足りないだろ。だから、ちゃんと罰にはなってるんだよ」

　得意不得意もわからない相手と協力して、凶暴な剣けん闘とう獣じゆうと戦う。やるメリットはないのに、死ぬ可能性だけ高すぎる危険な死合い──それが『スパルカ』だ。

　そんなの誰もやりたがらないから、懲罰は反抗的な剣奴への抑止力になる。

　それを悪用し、スバルは今回のオーソンたちの『スパルカ』に自分から加わった。

　何な故ぜなら──、

「俺がいなかったら、オーソンたちもみんな死んでただろうから」

　実際、スバルがいてもひどい戦いだった。ヒアイン以上に戦いに不向きなオーソンたちと一いち丸がんとなるには、まず蜥蜴人と人間との根深い溝を乗り越える必要があったのだ。

　でも、その溝を飛び越えるのに役立ったのは、スバルの意外な経験だった。

「みんなで、カオスフレームを目指してたんだって？」

「な……っ」

「そういう話、ちゃんとした方がいいよ。せっかく再会できたんだから」

　瞳孔の細い目を見開くヒアインに、スバルは笑い、五人の方に顎をしゃくった。

　生き延びた喜びに浸っていた五人も、徐々に周りを見る余裕を取り戻していく。そんな中、彼らで一番視野の広いコドリーがスバルたちの方に気付いて──、

「ヒアイン!?　ヒアインだ！　みんな、生きてる！　ヒアインが生きてた！」

　飛び跳ねて喜ぶコドリーに、他の四人もヒアインを見つけて目を見開いた。その彼らの顔に広がっていくのは、一片の曇りもない安あん堵どと感激の色で。

「俺が命懸けで作ったチャンスなんだぜ。しっかり味わえよ、兄弟」

　くしゃくしゃの顔になるヒアイン、その背中をスバルは笑って叩たたく。そうして仲間たちの方に送り出され、何歩か進んだところでヒアインが立ち止まり──、

「……ありがとよ」

　何度も躊躇ためらってから、弱々しい感謝を口にしてヒアインが仲間たちの下へ。

　ヒアインは不安そうだが、何の心配もいらない。オーソンたちにはヒアインに敵意も悪意もない。五人が捕まって剣けん奴ど孤島にきた理由も、すでにスバルは知っている。

　ちゃんと話し合えれば、ヒアインと彼らがケンカする理由なんてないことも。

「そう、話し合えば……だから、まず俺の言い訳を聞いてくれ」

「──お聞きしましょう」

　ヒアインを見送ったスバルは、後ろで怒りのオーラを立ち上らせるタンザに振り向く。幼い少女はいつもの無表情だが、黒い目が一段と冷たく感じられて。

「ち、ちゃんと理由があってした無む茶ちやだからね？」

「────」

「すごい疑わしい目！　待った待った！　ちゃんと話すから！」

　何の説明もしないでした無茶は、ものすごい勢いでスバルの株価を急落させた。

　その失った信頼回復のための言葉を探しながら、スバルは口の中──奥歯に引っかけてある包みの位置を舌で直して、ひとまずの難局を乗り越えたことを実感する。

　奥歯の裏に隠してあるのは、スバルがヌル爺じいさんに調合を頼んだ最後の手段だ。

「シュバルツ様？」

「すごい疑わしい目！」

　うっかりミスで包みを破らないよう、ちょっと黙ったスバルにタンザの疑惑の眼まな差ざし。必死で言い訳を取り繕いながら、スバルは少し離れたヒアインたちを見る。

　上擦った声であれこれ言いながら、ヒアインが仲間たちと抱き合っていた。

　それが、スバルが一生懸命挑んだ運命からの報酬だった。
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「オーソンたちの話じゃ、カオスフレームは壊滅しちまったらしい」

　苦い顔をしたヒアインの報告に、タンザは丸い眉尻を下げて俯うつむいた。

　もしかしたらと最悪の想像をしていても、それが本当のことだと言われたときの痛みは薄れない。転ぶとわかっていても、転んだら痛いのだ。

『スパルカ』が終わり、生き延びたオーソンたちもめでたく剣けん奴どとして島に迎えられた。今は彼らと和解したヒアインから、外の世界の話を聞いていたところだ。

　隔離された島の中じゃ、外で何が起きているかを知るにはその方法しかない。

「それがてめえが無む茶ちやした理由だろ。無償で人助けなんてガラじゃねえもんなぁ？」

「半々……んや、七三だよ。七の方が、お前とオーソンたちのためね」

「言ってろ、薄気味悪わりぃガキが！」

　悪ぶってそう吠ほえるヒアインに、わりと本音だったスバルは苦笑する。

　ただ、ヒアインもスバルが『スパルカ』に参加した理由はわかっているのだ。だからこそ、自分のできることを考えて、こうして情報を持ってきてくれたのだろう。

　そのヒアインの変化には、オーソンたちから肝心の話を聞けたことも大きそうだ。

「……あいつら、奴隷商から俺を取り戻そうとして捕まったんだと。救えねえ奴やつらだ」

「神様も運命も薄情なんだよ。だから俺が助けた。……俺たちってことにしとく？」

「うるせえ！　言っとくが、もう礼は言わねえからな！」

　強がったつもりが、感謝の気持ちを忘れていないことを言ってしまっているヒアイン。それに気付かないまま、彼はスバルの頭をわしわしと乱暴に撫なでた。

　彼らしい感情表現だし、スバルもそれ以上は求めない。男同士、こんなもんでいい。

　それよりも気掛かりなのは、沈んだ顔のままでいるタンザだった。

「おい、チビ、なんだってそんな凹へこんでんだ？」

「……カオスフレームは、私の故郷です。崩壊の寸前にも立ち会っていて」

「そ、そうかよ……そりゃあれだ。あれだな……」

　予想外の返事に戸惑い、ヒアインの目が盛大に泳ぐ。アクシデントに弱い彼本来の性格が出ているが、すぐに彼は「けどよ！」と声を大きくした。

「確かに街は潰れちまったらしいが、住んでた連中が全滅したってわけじゃねえらしい。街の奴らはひと塊で別のとこに……あー、曰いわく付つきだが」

「曰く付き、ですか……？」

　言葉を濁したヒアインは、顔を上げたタンザに「眉唾だぜ？」と前置きして続ける。

「どうも、外じゃでけえ反乱が起こってて、カオスフレームの連中はそれに手ぇ貸してるって話だ。まぁ、魔都のてっぺんはしょっちゅう謀反してたって馬鹿な噂うわさも聞くし……」

「──ヨルナ様は愚かではありません」

「わ、悪かった！　謝る！　俺が悪かった！」

　ガサツな気遣いが裏目に出て、タンザに詰め寄られるヒアインが頭を抱えて謝る。

　そんな二人を余よ所そに、スバルは今の話に信しん憑ぴよ性うせいと、ホッとするポイントがあったと受け止めた。もちろん、ヒアインの聞いた噂うわさが全部本当と信じればだが。

「カオスフレームは壊れても、ヨルナさんと街の人たちは元気でいる。反乱が話題になってるなら、変態仮面のアベルとみんなも無事でいるみたいだ」

　帝都を取り戻すのが目的の戦いも、アベルがいなかったら本末転倒だろう。

　そして、反乱にヨルナが協力しているなら、ルイも無事だとスバルは考える。もしもアベルがルイに危害を加えたら、ヨルナが味方につくわけがないという信頼があった。

　ただ、難関を乗り越えたことと、今後も安全であるかは全然イコールじゃない。

「ん、わかった。ありがとう、ヒアイン、助かったよ」

「助かったのはこっちの……わかりゃぁいいんだよ！　わかりゃぁ！」

　礼を言ったスバルに、ヒアインが唾を飛ばしてがなった。その反応に小さく笑い、スバルはそれからタンザのフォローをしようとして──、

「──シュバルツ、総督がお呼びだ」

　三人が話す共同部屋、そこに外から黒い制服の看守が声をかけてくる。名指しでスバルを呼び出す看守に、ヒアインとタンザが顔を見合わせた。

　完全に予想外という顔の二人だが、スバルの方ではそうでもない。

「あれだけ横紙破りしたら、グスタフさんが怒るのも無理ないし……」

「シュバルツ様、総督様は何を……」

「わかんないけど、ちょっと怒られてくる。──俺の方も、聞きたいことがあるんだ」

　独断に怒っていた態度を一転、心配そうにするタンザにスバルは頷うなずきかける。

　そのスバルの一言に、タンザたちよりも迎えの看守の方が嫌な顔をした。それもそのはず、彼はスバルが『スパルカ』に参加する切っ掛けを作った場に居合わせた一人。

　彼にとってスバルは、自分から『スパルカ』に参加したがる頭のおかしい子どもだ。

「セッシーと同じ枠ってのはちょっと物申したいけど」

「……残念ながら、そう思われて当然のことをしでかしたかと思います」

　手厳しいタンザの指摘に、スバルは苦笑いしながら自分の頬ほおを掻かいた。そのまま、無駄話をやめろと目で訴えてくる看守に従い、スバルは部屋の外に出た。

　すると、そのスバルの背中に「シュバルツ」とヒアインが声をかける。

「あの、そのよ……」

「うん？　なんかあった？」

「あ、いや……気ぃ付けてこいや。お前みてえのでも、減って困るのは俺たちなんだ」

　素直じゃないにも限度がある心配の言葉に、スバルはきょとんとしてから、「ぷ」と盛大に噴き出した。悪い気は、もちろんしない。

　そんなスバルたちのやり取りを、ますます不気味そうに眺める看守の目が愉快だった。





　　　　　７






　──そうして、スバルが看守に連れ去られるのを二人が見送った直後だ。




「おい、シュバルツの奴やつは何をしでかした……」

「今しがた看守といたところをすれ違ったが、『スパルカ』以外にも何かを？」

　そう言って、タンザとヒアインのところにヴァイツとイドラが焦り顔でやってきた。

　二人も『スパルカ』の一件で、話を聞きたいところだったのだろう。

　なのに、問題の人物が連れ去られていったので、それどころではなくなったらしい。

「タンザ、君は事情を知っているのか？」

「……全部ではありません。シュバルツ様は、秘密を作るのが好きな御お方かたのようでして」

「得体の知れん奴だ……。それなりに見れるところはあるがな……」

　俯うつむいたタンザの言葉に、ヴァイツとイドラは顔を見合わせて嘆息する。

　そんな三者の話を聞きながら、じっと押し黙っているのがヒアインだ。その、やたらと泳いでいる彼の目を見て、ヴァイツが「トカゲ野郎……」と声を苛いら立だたせた。

「なんだ、その面は……。いったい何を隠してやがる……」

「い、いや……あの、お前らも、シュバルツの奴がわざと『スパルカ』にまざってたってのは気付いてる……よな？」

「それは……信じ難がたいことだが、あの様子を見ればわかるだろう？」

　要領を得ないヒアインにイドラが答え、タンザとヴァイツも同意見と頷うなずく。

　おそらく、あの『スパルカ』を目にした剣けん奴ど──否いな、看守を含めた全員が、あの少年の異常な戦いぶりを心に焼き付けたはずだ。

「何のつもりで、あんな馬鹿な真ま似ねをしたのかはわからんがな……」

「それは、俺にもわからねえ。けど、けどよ」

「──？　けど、なんだ？　何が言いたいんだ、ヒアイン」

「あいつが！　なんであんな真似したのかはわからねえ。わからねえが、なんであんな真似ができたかは、その、もしかしたらわかる、かも……」

　彼がどうして『スパルカ』に参加したかではなく、どうして『スパルカ』に参加して生き残れたのか、その心当たりならあるとヒアインは喉を震わせた。

　それは同じ『合』の全員に、あの『スパルカ』を越えた全員にとって他ひ人と事ごとではない。

　それ故に、三人から強い注目を向けられたヒアインが、躊躇ためらいがちに──、

「こいつは、外からきたばっかの連中から聞いた話なんだが……どうも外じゃ、皇帝の落とし胤だねがどっかにいるって話が出回ってるらしい。で、それが……」

「────」

「──黒い髪で黒い目の、ガキだって話なんだよ」
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第四章　『帝都より来たる』
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「──しばし待て、シュバルツ。今、切りのいいところまで目を通す」

　そう言って、グスタフは手元に視線を落としたまま、スバルをちらりとも見なかった。

　看守に案内されたスバルが連れてこられたのは、島の上層エリアの一番てっぺん、見るからに豪華な扉でお待ちかねの総督用の執務室だ。

　広い部屋には執務用の机と、執務用の本棚と、執務用の用具入れと徹底していて、部屋の主人であるグスタフの性格をとてもよく反映している。

　早い話、ちっとも遊びがない。仕事人間としか伝わってこない部屋だった。

　そして、待てと命じられて手持ち無沙汰なスバルを呆あきれさせるのが──、

「なんでここにセッシーがいんの？」

　と、部屋の窓辺に腰掛けて、ぶらぶらと足を揺らしている偽セシルスの存在だ。彼はひらひらとスバルに手を振り、「どもども～」とへらへら笑っている。

　その気安い偽セシルスに、スバルはこれ見よがしにため息をついて、

「そういや、どうだった？　ちょっとはセッシーのお眼鏡に適かなったか？」

「どうだったとはもしかして『スパルカ』のことですか？　あ～、ならすみません」

「──？　なんで謝るの？」

「いやほら僕ってさっきやってた『スパルカ』見にいってなかったので」

　あっけらかんと、舌を出してそう言った偽セシルスにスバルはぽかんと口が開く。

　別に約束をしたわけじゃない。したわけじゃないが──、

「お前も焚たき付つけたくせに……こ、この野郎……！」

「だって見なくても結果わかってましたし？　バッスーが完封してはいおしまいってなものでしょう。なら僕がいく理由もありませんよ。命も賭けてませんし」

「────」

「今回は意気込みの方に見るべき点がありました！　ので僕はそこで大いに期待を煽あおられましたよ！　今後も安心して型破りで大胆不敵にかましていってください！」

「もう俺、セッシー嫌い！」

　自分理論ばかり並べてくる偽セシルスに、スバルはそう言って舌を出した。それに偽セシルスが「え～」となると、ちょうどそこに重たい音が割り込んでくる。

　見れば、読み物に一段落ついたグスタフが、読み終えた手紙を引き出しに仕し舞まい、その四本の腕の二本に顎を乗せ、残りの二本を机についたところだった。

　彼はじろっと、その厳いかめしい顔と目つきでスバルたちを見ると、

「君たちには神妙にするという配慮はないのか？　常識的に考えて、手紙を読む人間を待つなら沈黙が尊ばれるのが道理だが？」

「「言われなかったし……」」

「────」

　言い訳が偽セシルスと重なって、目つきの厳しさを増したグスタフに申し訳なさが込み上げる。いくらスバルでも、偽セシルスと同じ考えが間違いなのはわかるつもりだ。

「そもそも、本職が呼んだのはシュバルツだ。セグムントに入室を許可した覚えはない」

「え、そうなの？　じゃあ、ますますお呼びじゃないじゃん。帰んなよ」

「はっはっは、僕にお帰り願いたいなら力ずくでどうぞ。それができない限り、僕は僕としていたいところにいたいだけいさせてもらう所存です」

　しれっと暴論の偽セシルスに、グスタフが無言で自分の眉間を揉もんでいる。さぞかし、この自称花形役者に苦労させられているのだろう。

「他ひ人と事ごとのような顔だが、自分を例外と思うのは疑問の余地があるぞ、シュバルツ」

「うぐぅ、言い返せねぇ……」

　呼び出された時点で、スバルも自分が剣けん奴ど孤島の問題児となった自覚はあった。

　それでも、無自覚に生態系を荒らして回る偽セシルスよりはマシだと思っているが。

　ともあれ──、

「シュバルツ、君は本職の前で島の秩序を紊びん乱らんする恐れのある発言をした。それに対する警告を無視し、懲罰を与えられた。自覚はあるな？」

「……うん、あるよ」

「では、本職の前で二度とあのような発言はしないと誓うことだ。──この島からの脱走を目もく論ろんでいるなどと、皇帝閣下の御お考かんがえに逆らう企てを」

「わお」

　低く、厳いかめしいグスタフの発言、それを聞いた偽セシルスが楽しそうに笑った。

　──二度目の『スパルカ』に参加するため、懲罰を与えられたかったスバルが選んだ手っ取り早い方法、それがグスタフへの直接の宣戦布告だった。

　グスタフはその宣言の撤回を求めたが、スバルは警告を無視した。その結果、グスタフは自分のルールに従い、スバルに懲罰として『スパルカ』への参加を課したのだ。

　ただ、それを命じたグスタフの根底にあるのは、総督である自分に剣けん奴どのスバルが逆らったことへの怒りじゃなく、強い使命感だとスバルは感じていた。

「グスタフさんって、皇帝閣下にすごい恩とかあるの？」

「皇帝閣下と個人的な縁はない。あくまで、総督として島の管理を任された立場だ」

「じゃあ、生真面目な仕事は性格ってこと？」

「当然の職務をこなすことを生真面目と、そう表現するのはいささか不合理だが？」

　馬鹿にしたつもりはなかったのだが、これ以上は悪口と受け取られそうだ。

　正直、皇帝閣下ご本人を直接知っているスバル的には、グスタフがそこまで真摯に忠誠を誓う理由が思いつかない。アベルの意地悪さを知らないからだろうか。

「──シュバルツ、なんだね、その顔は」

「いや、グスタフさんの氷の心を溶かすには、五回や十回の挑戦じゃ難しそうだなって」

「心と氷に相関性はない。セグムントのような物言いは控えるよう警告するぞ」

「まさかの、島のルール違反扱い！」

　まさしく、偽セシルスの傍若無人が作り出した剣奴孤島の新しいルールだ。当の本人は後ろでご機嫌な様子なので、グスタフのらしくない嫌いや味みも効果がない。

　ならばせめてと、グスタフはスバルの方に意識を集中させた。

「シュバルツ、改めて君に要請する。この島で剣奴として活動する以上、総督である本職に従ってもらう。──皇帝閣下の御考えに背く行いは慎むと、誓うのだ」

「────」

「すでに警告と、懲罰を与えた。これ以上、逆らうようならばわかるな？」

　一度目は警告、二度目は懲罰、それでも反省の色が見えない相手には最後の手段。

　それがスバルが剣奴たちから聞いた島のルールであり、グスタフがはっきり言わずに脅しをかけてきているのも、それと全く同じ話だろう。

　逆らえば命を奪われる。──それが、荒くれ揃ぞろいの剣奴たちが支配され続ける理由。

　誰もが震え上がる脅しを受けて、スバルは大きく息を吐いてから、言った。




「そっか。……じゃあ、やったら？」
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「あっははははははははははは!!」

　グスタフの怖い顔を見つめ返して、スバルははっきりとそう言い放った。

　次の瞬間、盗み聞きしている部外者が遠慮もなしに大笑い。その笑い声が執務室に響き渡る中、グスタフの表情がわずかに動いたのをスバルは見逃さない。

　それは怒りとか困惑じゃなくて、嫌なところを突かれた人間の反応だった。

「島の剣けん奴どみんなにかけてる呪じゆ則そく、それを使って俺とかセッシーみたいな悪ガキに罰を与えたらいい。グスタフさんは総督なんだから、見せしめだって仕事のうちだ。でも」

「────」

「グスタフさんはやらない。──いや、できないと俺は思ってる」

　黙り込んでいるグスタフ相手に、スバルは確かめたかった自分の考えを明かした。

　こうして執務室に呼ばれたときから、スバルはこの問答を投げかけるつもりでいた。何な故ぜならこの質問の答えは、スバルの目的に絶対に必要なものだったから。

　剣奴孤島ギヌンハイブを抜け出すための、脱走計画成功のために。

「ヌル爺じいさんとか、古株のみんなに聞いたよ。グスタフさんがくる前、島はもっと無法地帯で、怪け我がとか病気でバンバン死人も出てた。脱走者も、たくさんいたって」

「──。管理者として、改善に努めるのは当然の職務だ。そも、剣奴の命は興行のために使われるべきであり、それ以外の事情での損耗は可能な限り避けるべきだろう」

「うん、その考えは俺もわかる。この島、意外と福利厚生がちゃんとしてるから」

　自由に行き来できる下層エリアでは、食事や読書も許されている。大きな問題を起こさず、看守に逆らわなければ命を危険に晒さらすようなこともない。

　唯一、例外なのは死人が出る可能性の高い『スパルカ』だが──、

「あれは、剣奴の質を保つのと、みんなの気持ちの引き締めが目的だと思ってる。みんなに怠け方を覚えさせるつもりはないだろうし、それに……安心するから」

「安心、とは？」

「俺たちは剣奴になれてよかった、って安心」

　剣奴になるには、厳しい『スパルカ』を生き延びる必要がある。そして、その先に待つのは意外と自由を許された、本当の命の危機から遠ざけられた剣奴生活。

　時々、戦い方を忘れないように組まれる死合いと、命懸けの戦いを『スパルカ』として観戦することで、剣奴たちは教育される。──この島での生き方を。

　そして、その在り方を完全に刷り込むことができれば、『呪則』は実在しなくていい。

　ただ剣奴たちが逆らわないための言い訳として、信じ込ませればいいだけなのだ。

「シュバルツ、本職は警告し、意見を撤回しない君に懲罰を与えた。のみならず、態度を改める機会を設けても、君は要請に従わない。そう答えるのだな？」

「……うん。グスタフさんが嫌いとかじゃないよ。嫌いなのは帝国だ」

「個人の好悪について、主観を捻ねじ曲まげる権利を本職は有さない」

　言外に、自分が嫌われるのを覚悟しているとグスタフは言うが、スバルがグスタフを嫌っていないのは本当のことだ。好きか嫌いか選べるほど、まだ彼を知らない。

　第一印象で相手を決めつけるなんて、そんな馬鹿馬鹿しいことはない。

「それこそ、好きな子の手にキスされるとかじゃない限り……全然関係ない話だった」

「──？」

　口をついた戯たわ言ごとを追い払って、それからスバルは真剣な目でグスタフを見つめた。

　この、執務室での総督と問題児、二人＋αの睨にらみ合あいにも決着を付けるときだ。

「グスタフさん、俺は危険分子だ。自分でも、はっきりそう言えるよ」

　改めて、スバルは自分の立ち位置をグスタフにそう宣言する。

　その厳いかめしい外見と重苦しい雰囲気に反して、グスタフはとても慎重に島の総督としての仕事をしてきたのだろう。それが皇帝──アベルへの忠義の表れなのは微妙に引っかかるが、暴力ではなく、規則で剣けん奴どを縛った彼のやり方は立派だと思う。

　力ずくで相手を従わせる帝国流じゃなく、誰も傷付けないやり方を選んだのだ。

　それがスバルの考える、この剣奴孤島を取り巻く『呪じゆ則そく』というシステムの正体──その推理が正しいかどうかは、このあとのグスタフの行動でわかる。

　ここまで挑発され、呪則の存在まで疑われれば、グスタフの敷いた島のルールが全部ひっくり返る。それを防ぐためにも、スバルは絶対に呪則で罰しなくてはならない。

　絶対の、絶対に。本当に、呪則が存在するのなら。

「────」

　真実を見極めようと、スバルはじっとグスタフから目を逸そらさない。

　そのスバルの眼まな差ざしに、グスタフはしばらく、しばらく黙り続け、そして──、

「シュバルツ、次回の『スパルカ』へ参加せよ。──懲罰を与える」




　──そう、根負けしたように指示したグスタフは、スバルの命を奪わなかった。
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「まさしく完勝というべき流れですが、バッスーはどんな気分でいるんです？」

　グスタフの執務室を出たところで、隣に並んでくる偽セシルスがそう笑いかけてくる。

　その飄ひよう々ひようと悪びれない態度に、脱力感も手伝ってスバルは大きくため息をついた。

「なんていうか、セッシーって俺の敵なの？　味方なの？」

「おや、それは珍妙な質問ですね。僕はわざわざバッスーと鹿しか人びとのお嬢さんを湖から引き上げた物好きですよ？　どっちが面白いと思います？」

「俺がどっちって答えても、セッシーはそのときそのときの気分で決めそう」

「大正解！　わかり合えてるのって新鮮ですね！　僕の『合』の皆さんも全滅しないでいてくれたらよかったのになぁ！」

　とんでもなく不謹慎な発言だが、もはや偽セシルスの味にスバルは突っ込まない。

　なにせ、偽セシルスはただの気分屋ではなく、とんでもなく危険な気分屋なのだ。戦闘狂の仲間を引き連れている感覚で、色んなゲームや漫画の主人公を尊敬してしまう。

　そう考えると、帝国にきてからずっと同行者選びで苦しんでいる自分が可哀かわい想そうだ。

「そろそろ、エミリアーゼとベアトロミン不足が致死量に達しそう……」

　会いたい人に会えないまま、帝国を東から西に横断してしまった。ますます遠ざかるルグニカ王国を思いながら、スバルは手の中にあるものの方を数える。

　グスタフとの話し合いで、スバルはどうしても欲しかった答えを手に入れられた。そのために、次の『スパルカ』にも参加する犠牲を払ったが──、

「どのみち参加予定だったバッスー的には痛手になりませんもんね」

「どのみちってのは言いすぎだと思う。俺だって参加しないで済むんならしたくない」

「なるほどなるほどわかります。盛り上げるための常じよ套うと句うくですね？」

「違うけど!?」

　邪推してくる偽セシルスに吠ほえて、スバルは奥歯の裏の感触を舌で確かめる。

　偽セシルスにはこう言ったものの、次の『スパルカ』にも参加するなら、今日と同じようにまた『薬』に頼ることになる。仕方ないことだが、気は滅め入いった。

　滅入ると言えば、このことを『合』のみんなに説明するのもなのだが──、

「……なに、この空気」

　偽セシルスと一緒に、下層エリアの大広間に戻ってきたスバルは、自分たちを出迎えた空気のピリつき具合にものすごい困惑した。

　食事時でもないのに、いつも以上の人数でひしめく剣けん奴どたち。それがスバルたちを見た途端に一斉に黙って、ただ視線だけをこっちに寄よ越こしてきたのだ。

「セッシーがみんなにビビられてるってんなら、それは通常営業だけど……」

「おやおや、周りが見えてませんね、バッスー。見られてるのはどう見ても──」

「──俺、だな」

　にやけ面の偽セシルスの言葉を、今回ばかりはスバルも認めざるを得ない。

　大広間の注目を集めているのは、薄気味悪いガキ担当の偽セシルスではなく、彼と一緒にいるスバルの方だった。

　ただ、『スパルカ』でやらかしたことが注目の原因にしては、どうも雰囲気が違う。

「シュバルツ様、お戻りになられるのをお待ちしておりました」

「あ、タンザ……」

　そうしてスバルが戸惑っていると、人だかりの中から見慣れたタンザが現れた。

　彼女の周りには、『合』の仲間であるヒアインたちもいて、どうやら集まった剣奴たちの真ん中にいたのが彼女たちだったようだ。

　群れるのが嫌いなヴァイツと、不得意なタンザにしては珍しい立ち位置だが、それも大広間に張り詰める妙な空気の一部でしかない。

　そのことをおかしく思いながら、スバルはタンザたちの方に歩み寄る。

「ごめん、心配かけたよな。グスタフさんの呼び出しだけど、無事に片付いて……」

「いいえ、それはどうでもよいのですが」

「どうでもいい!?」

　別れ際、心配してくれていたはずのタンザにスパッと切り捨てられ、目を丸くするスバルに「それよりも」と彼女はぐっと距離を詰めた。

　思わずのけ反る勢いだが、その背中は後ろに続いている偽セシルスに「まあまあ」と押さえられ、謎に逃げ道を塞ふさがれた状態でタンザと向き合わされる。

「覚えてろ、セッシー……！」

「シュバルツ様、お聞きしたいことがあります。お答えいただけますか？」

「お、おう。うん、はい、いいよ、どうぞ。俺が答えられることなら……」

「──シュバルツ様の、お父様のことを聞かせていただけませんか？」

「……俺の、父さんのこと？」

　神妙な顔のタンザから質問されて、スバルは意味のわからなさに大混乱した。

　こんなにもったいぶった態度で、聞いてくるのがスバルの父親の話だ。しかも不思議なことに、その疑問はどうやらタンザだけのものではないらしい。

　──じっと、スバルに注目する剣けん奴どたちの圧が、質問した途端に強くなったのだ。

　どういうわけか、ヒアインやヴァイツ、イドラも含めたみんなが固唾を呑のんで、スバルの父親に興味津々の様子でいる。意味がわからない。

　別にもったいぶるようなことではないし、話すのは全然いいのだが。

「言っとくけど、俺が父さんの話をすると、長いぜ？」

「手短にお願いいたします」

「聞いといて条件付けんだ!?　ええい、なんだよ、もう！」

　ガシガシと頭を掻かいて、スバルは「あ～」と唸うなった。

　なんで、みんながスバルの父親に興味を持ったのかなんてわからないけれど。

「父さんは、俺の憧れだよ。めちゃめちゃカッコいいし、すげぇたくさんの人から慕われてて、いつもみんなの中心にいる。なんていうか、カリスマっていうか……こう、生まれながらに持ってる天性のリーダー気き質しつって感じで、すごいんだ」

「──！　いつも、大勢の方の中心にいらっしゃる……」

「色んな人に頼られて仕事も大変だろうに、時間があれば俺に構ってくれて、色んなことを教えてくれるんだ。嫌な顔一つしないし、すげぇ尊敬してる。最高の父親だよ」

　渋々話し始めたのに、頭の中に父と母の顔が浮かんで言葉が止まらなくなる。

　じわっと目の奥に熱いものが込み上げて、スバルは自分の胸をぎゅっと掴つかんだ。こうして異世界にいる今、二人のことを思い出すのは嬉うれしくて、とても辛つらい。

　でも、痛むほど大事に思える両親が、今のスバルの芯を支える柱でもあるのだ。

「お父様の、お名前は」

「それは……」

　わずかに躊躇ためらい、そう口にしたタンザにスバルは答えを躊躇った。

　感傷的な気持ちのまま、普通に『菜な月つき・賢けん一いち』と答えそうになったが、今、スバルはここで『ナツキ・シュバルツ』と名乗っているのだ。名字と名前があべこべになるし、『ケンイチ・シュバルツ』みたいな嘘うその名前を教えるのも、話をややこしくしてしまう。

　なので、スバルはちょっと迷ってから、こう答えた。

「ごめん。父さんの名前は話せないんだ」

「──やはり」

「やっぱり!?」

　答えを聞いて、そう呟つぶやいたタンザにスバルは目を白黒させた。

　何な故ぜ、スバルが父親の名前を答えづらいことがバレていたのか。もしかして、スバルの偽名や嘘が全部、丸っとお見通しの弾劾裁判の場だったのか。

　しかし、そんな風に焦るスバルを余よ所そに、周囲もざわざわと騒ぎ始める。

「どうも、笑い話でもないらしい……」

「だ、だが、そんなことがありえるのか？　しかし、だとしたら説明がついてしまう」

「ど、どうだ、言っただろうが！　これでも俺がおかしいか!?　なぁ、オイ！」

　スバルの『合』のメンバーを筆頭に、大広間の騒ぎが広がり出した。

　一方、スバルはこの騒ぎがどんな結論を迎えるのか、嘘がバレて罪状を言い渡される被告人の気分だ。ここまで、うまくやってきたつもりだった。

　その頑張りも、嘘がバレて壊れてしまうのかと一いち抹まつの寂しさが──、

「シュバルツ……。お前が何者だろうと、オレの考えは変わらん……」

　そう、落ち込んだスバルに最初に声をかけたのは、ヴァイツだった。

　恐ろしげな刺いれ青ずみを顔や体中に入れているヴァイツ。でも、彼は不安がるスバルを安心させるために、ここ一番の度胸で最初に声を上げてくれたのだ。

「そこは自分だけでなく、私たちと言ってほしいところだったな」

「お、おお、そうだそうだ！　抜け駆けしてんじゃねえぞ、卑ひき怯よう者ものが！　何の問題もありゃしねえよ！　こいつは俺たちと同じ剣けん奴ど、俺の兄弟分だぁ！」

　そのヴァイツの言葉にイドラが苦笑し、続いてヒアインが高く声を上げた。ヒアインは勢いよくスバルと肩を組むと、周りの剣奴たちにそう言って聞かせる。

　イドラはともかく、そのヒアインの勢いにはスバルも目を回したが──、

「──だな！　大したガキだぜ、シュバルツ！」

「お前は只ただ者ものじゃねえと思ってた！　じゃなきゃ説明がつかねえ！」

「おお、我らが奉じる剣けん狼ろうのお導きよ！　今日の施ほどこしと巡り合わせに感謝を！」

『合』の三人を切っ掛けに、顔を見合わせた剣けん奴どたちの歓声が爆発した。

　大広間に響き渡る歓声は、まるで島全体を揺らそうとするみたいな大音量で、ますます置いてけぼりのスバルの混乱を強めていく。

　その驚きを消化する間も与えられず、スバルは剣奴たちの真ん中に押し込まれて、

「そらそら、まだ今日の『スパルカ』の祝いが済んでねえ！　騒ぐぜ、兄弟！」

「ヒアイン、お前超現金だな!?」

「いいじゃねえか、おらおら、兄弟のために席空けろ！　肉と酒持ってこい！」

　品のない声でヒアインが叫ぶと、人だかりの向こうからオーソンたちが大皿に山盛りの肉を載せて現れる。『スパルカ』の功労者への報酬、二回連続だ。

「今日は本当にありがとう、シュバルツ。──君がいてくれて、よかった」

　そうしてスバルを迎えたオーソンが、大きな体で正面から抱きしめてくる。

　他の、ヒッツやナドレイにも涙目で礼を言われ、スバルは思わず言葉に詰まった。

　この状況の意味はよくわかっていないし、さっきまでの罪人気分から解放されていいのかもわからないが、ここに水を差すような無ぶ粋すいな真ま似ねはできない。

「俺の方こそ、助かってくれてありがとよ」

　と、次々と押し付けられる骨付き肉を、ありがたく頂戴することにしたのだった。




「──時に、お嬢さんは一緒に騒がれないんですか？」

「……複雑な立場なのです」

　わいわいと、大勢で賑にぎやかにテーブルを囲んでいる面々を見ながら、隣に並んで話しかけてくる少年にタンザはそう答えた。

　知っている相手とよく似た彼に、自分の胸の内を正直に明かすのは躊躇ためらわれた。

　ヒアインからもたらされた、あの黒髪の少年の驚きの素性についてはもちろんのこと、そんな少年に対するタンザの複雑な気持ちのことも。

「ヨルナ様……」

　キモノの帯に手を添えながら、タンザは自分の大事な主あるじのことを思う。

　ヨルナの抱いている願い、その願いと無縁ではない人物、さらにはその人物と深い縁があるらしい少年がいてと、関係は複雑を極める一方だった。

　ただ、はっきり言えることがあるとすれば──、

「──私は、シュバルツ様を頼りにする以外の手段がない」

「なるほどなるほど。複雑極まる思いを抱え、実に哀愁漂う横顔ですね」

　こちらの気持ちなんてお構いなしに、横では明るく少年が口の端に笑みを覗のぞかせる。その笑みが、タンザの目にはいつも、いつでも不気味なものに思えて。

　わずかに身震いを覚えるタンザの隣で、少年はその笑みを湛たたえたまま──、

「──そろそろ事態が動かないと、僕の辛抱が切れかねないんですが、ね」
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　二回目の『スパルカ』以来、剣けん奴ど孤島は不気味な静けさを保っていた。

　三回目の『スパルカ』や死合いは行われず、剣奴にとっては穏やかな、しかしスバルにとっては不可解な時間が過ぎてゆく。

「看守たちがピリピリしてやがるが、兄弟と俺たちにビビってんだろうよ」

　とは、ここ数日の島の空気を都合よく解釈しているヒアインの意見だ。

　この蜥と蜴かげ人びと、二回目の『スパルカ』で仲間を助けられたのがよっぽど嬉うれしかったのか、あれからスバルに対する馴なれ馴なれしさが段違い。

　先に兄弟と呼んだのはスバルだが、あちらからも兄弟分扱いされている始末だ。

「まぁ、全然悪い気はしないけど」

　現金な性格だと呆あきれはするものの、スバル的にはその変化は大歓迎だ。

　それに、ヒアインの態度が一番わかりやすい変化だが、ヴァイツやイドラ、それに島の剣奴たちの態度も、前よりぐっと距離が縮んでくれている気がする。

　正直、欲しい情報を手に入れるため、仲良くできる相手は多ければ多いほどいい。

　ひとまず、グスタフの『呪じゆ則そく』を警戒しなくてよくなった今、一番の課題は──、

「──跳ね橋の制御塔」

　こっそり動かすのも難しく、入口の鍵はグスタフが持ち歩いている可能性が濃厚と、ここの攻略こそがギヌンハイブ脱出の最大の難関と言ってもいい。

　せっかく呪則がないのに、グスタフと敵対するしかないとしたら悲しすぎる。

「戦いたくないし、戦ったら強そうなんだよな……」

　実のところ、グスタフの強さはスバルにも未知数なのだ。

　あの見た目で腕も四本あることだし、剣奴たちの島の管理を任されているのだから弱いはずもない。もちろん、一度戦えばわかるレベルの未知なのだが、そもそもグスタフと敵対すること自体に、スバルはかなり消極的だった。

　立場上は利害が対立しているが、わりと話が通じない相手が多かった帝国で、グスタフはスバルと声を荒げないで話をしてくれる数少ない人物だ。

　むしろ、敵味方の境界線上をうろちょろする偽セシルスよりよっぽど好感が持てる。

「そんなわけで、グスタフさんとは極力揉もめない方向でいく。制御塔の鍵は盗むか、もしくは看守の誰かを味方につけて……けど、それが厳しそうなんだよな」

　頭を掻かきながら、スバルは孤島にいる看守たちの結束力に困り果てる。

　トップのグスタフに従う看守たちは、剣奴と比べて数は少ないものの、全員がどうやら強めの帝国兵という感じで、付け入る隙がちっとも見当たらない。

　おまけにスバルはかなり警戒されているようで、心のガードが圧倒的に堅いのだ。

　ここ数日の島の雰囲気も、スバルがグスタフにかました宣戦布告が原因だとしたら、看守側から綻びを見つけ出していくのは難しいかもしれない。

「いや、一人の看守に振られても、百人の看守にアタックし続ければいい。そう、ナンパは数だって偉い人も言ってた。ナンパじゃないけども！」

　世の中には、『一芸は道に通ずる』なんて言葉もある。どんな分野であろうと、極めた人間の言葉にはいくらかの含蓄があるものだ。

　そう拳を固めて、スバルが次なる看守に嫌われる覚悟で歩いていると──、

「落ち着かん奴やつだな、シュバルツ……」

「って、ヴァイツ？」

　看守探しに下層エリアをうろつくスバルに、そう声をかけたのはヴァイツだった。

　場所は剣闘場と通じているエリアの入口で、『スパルカ』も死合いもない今日は鉄てつ柵さくが下りていて通行止めの状態だ。もしかしたら見張りがいるかもと足を運んだスバルだが、それは当てが外れてしまった。

「けど、ヴァイツは何してんの？　かくれんぼ？」

「それが何かは知らんが、たぶん違う……。少し、地下の様子を見にきた……」

「地下って……ああ、あそこか」

　顎をしゃくり、ヴァイツが示したのは鉄柵で塞ふさがれた通路ではなく、その脇にある錆さびた鉄扉──地下の、ゴミ捨て場と噂うわさされている場所だ。

　知っての通り、この島は湖の中にある。つまり、そこはゴミ捨て場とは名ばかりの。

「死体を湖の魔獣に食わせる処理場……。オレたちも、負けていたら魚の餌えさだ……」

「ゾッとする話だ」

　湖に放されている魔獣は、それはそれは獰どう猛もうな種類であるらしい。

　これもヌル爺じいさんに聞いた話だが、剣けん奴どの死因の一位は『スパルカ』だが、二位は事故か逃亡かはともかく、その魔獣の餌になることなんだそうだ。

　過去、たった一人だけ、その湖を渡って逃亡に成功した剣奴がいたそうだが──、

「剣奴を逃がした咎とがで、以前の総督は魚の餌……。その次の総督がグスタフだ……」

「俺も、同じ話を聞いたよ。でも、グスタフさんが総督になってから、湖で事故死するような剣奴もずいぶん減ったって」

　そもそも、逃亡する剣奴が激減したのが事故死が減った理由だろう。

　そこはグスタフの総督としての手腕の成果で、剣奴にとってはいいことだろう。

　しかし──、

「どう思う、シュバルツ……。オレたちは、支配される立場に甘んじるべきか……？」

　そう続いたヴァイツの発言は、島の剣奴としてかなりギリギリの発言だった。性格の悪い看守が聞いたら、一発で警告、飛び越えて懲罰を与えてきかねないほど。

　スバルの言えた義理ではないが、ただでさえヴァイツたちは、スバルと同じ『合』ということで周りに厳しい目を向けられているのだ。

　なのに、そんな危ういことを言ってしまったら──、

「オレが、どうして地下を見にきたと思う……。お前に手を貸すためだ……」

「ヴァイ、ツ……」

「お前は、タンザとここを出るつもりだろう……。オレも、付き合う……。ここで剣けん奴どとして飼われるつもりはない……。お前には、借りもある……」

　そう言いながら、ヴァイツは顔を覆った刺いれ青ずみの中に真剣な光を灯ともした。それが彼の覚悟の証あかしなのだと、言葉にならない衝撃でスバルは息を呑のむ。

　とても、茶ちや化かして誤ご魔ま化かしていい雰囲気じゃなくて。

「ヴァイツ、俺は……」

「お前が何者なのかはわかっている……」

「え」

「だが、それは関係ない……。調子のいいヒアインと一緒にするな……。オレは、お前の被かぶる冠に興味はない……。ただ力を貸す……。それを覚えておけ……」

　正体はわかっていると言われ、スバルの全身の産毛が逆立った。でも、そのあとに続いたヴァイツの言葉は、それ以上にスバルの体を痺しびれさせた。

　たとえスバルが何者でも、ヴァイツは借りを返すと、力を貸すと言ってくれた。

　それは、それはとても──、

「……心強いぜ、ヴァイツ」

「ふん……」

　親指を立てて頷うなずいたスバルに、ヴァイツは当然だとばかりに鼻を鳴らした。

　その素直さの全然ない反応に笑い、スバルは彼にも脱出法を探るための協力を求めようと考える。もちろん、タンザと同じで無む茶ちやしてもらっては困るのだが。

　と、スバルがヴァイツに話をしようとした瞬間だった。

「──っ、この揺れ！」

「跳ね橋か……！」

　ぐらぐらと、島全体が揺すぶられる震動と低い音が鳴り響いて、同じ結論に達したスバルとヴァイツが顔を見合わせた。

　跳ね橋が動いたということは、島と陸地を行き来する必要ができたということ。

「つまり、新しい人たちが……」

「見にいくぞ……」

　相変わらず躊躇ためらいのないヴァイツが、スバルより先んじて通路の外へ。跳ね橋を見るなら中庭だと、二人は駆け足で島の中層エリアに向かった。

　中庭に駆け付けると、ちらほらと剣奴たちの姿がある。その中には──、

「タンザ！　きてたのか！」

「はい。シュバルツ様は、ヴァイツ様とご一緒だったのですね」

「ああ、たまたま下で会って恥ずかしい話してた。そっちは？」

「塔の方の監視を。──やはり、鍵はグスタフ総督が所持されているようです」

　生あい憎にくのタンザの報告に、スバルは「そうか……」と声の調子を落とした。

　跳ね橋の操作に必要な鍵の在あり処か、それがグスタフの懐だと確信が持てたのだ。ますます彼との対立構造が強化された形である。

「鍵を奪えばいいなら、数で仕掛けたらどうだ……？」

　そのスバルとタンザの内緒話に、ぬっとヴァイツが横から顔を挟んできた。彼らしい直球勝負の提案に、スバルは「ダメダメ」と首を横に振る。

「短気すぎるし、そんな無謀な真ま似ねしたら呪じゆ則そくでやられちまうだろ？」

「それもそうだな……」

　もっともな話だと、大人しく提案を引っ込めるヴァイツ。そのやり取りに「え」とタンザが目を丸くしたので、スバルは自分の口に指を当てて内緒のポーズをした。

　呪則がハッタリという件は、まだタンザにしか話していない情報だ。あの場に居合わせた偽セシルスも知っているが、話し相手のいない彼から漏れる心配はない。

　この情報は、迂う闊かつに広めたら大変なことになるだろうから。

「剣けん奴どのみんなが大人しくしてるのは、呪則があると思ってるからなんだし」

　待遇に大きな不満がなくて、呪則で逆らえない状態だから剣奴は大人しくしている。もしその前提が崩れたら、剣奴と看守たちとで全面戦争が始まりかねない。

「人数じゃ剣奴が勝ってても、看守には角折った魔獣がついてるからな……」

　スバルたちが苦労して倒したライオンや鼠ねずみも、島で飼われている剣けん闘とう獣じゆうの一部でしかない。あいつらが解き放たれれば、あっという間に剣奴は壊滅だ。

　だから、ここでヴァイツに短気を起こされては困ってしまうのである。

「ですが、シュバルツ様が『スパルカ』で剣闘獣を一掃されるのが現実的だとは……」

「その作戦、魔獣補充されたら心折れるでしょ。今日がその日ならどうするよ」

「どうやら、ケダモノの補充ではないらしいぞ……。見ろ、馬車がくる……」

　もどかしい顔のタンザをスバルが宥なだめ、その横でヴァイツが跳ね橋を指差した。中庭から見下ろせる湖には、すでに島と向こう岸の両方から跳ね橋が架かっている。

　橋を渡ってやってくる馬車は、新しい剣奴孤島の住人になるものたちか。

「まさか、今度はヴァイツかイドラの知り合いじゃないよね？」

「オレの知り合いなぞ、全員死んでいい……」

「怖い上に、ちょっと寂しいこと言わないで──」

　くれ、と言おうとしたところで、跳ね橋の上の馬車がはっきり見える位置にくる。

　馬用の鎧よろいを着た疾は風や馬うまが引いてくるのは、前回よりちょっと豪華そうに見える馬車だ。ただ、目を引くのは馬車そのものより、その馬車の屋根の上だった。

　揺れる馬車の上、人がいるのだ。──褐色の肌の、細い体の、女の人、が。

「──っ!?」

　その外見の特徴を目にした瞬間、スバルは悲鳴を押し殺してその場にしゃがみ込んだ。手すりの裏に隠れて、めちゃめちゃに心臓が鳴る胸を押さえつける。

　この心臓の音さえ、もしかしたら聞こえてしまうかもしれないと怖がりながら。

「し、シュバルツ様？　突然どうされましたか？　そんな風に怯おびえて……」

「まさか、あの女か……？」

　蹲うずくまるスバルの隣にタンザがしゃがみ、手すり越しにヴァイツが馬車の女を確かめる。

　二人には、馬車の女が誰なのかわからなかったみたいだが、スバルにはその女の人の正体がわかった。わかった上で、最悪のタイミングの登場だと呪いたくなる。

　あの馬車は、次の『スパルカ』の候補者を連れてきたわけじゃない。

　だって、あの女の人の正体は──、

「──名前はパッと出てこないけど、『九神将』だ」

　前にグァラルで大暴れした、銀髪に眼帯をした強すぎる女の人だったから。
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「今回の来訪者は次の剣けん奴どではなく、帝都からの使者ということらしい」

　とは、看守からのこぼれ話を聞いたというイドラの報告だった。

　帝都からの使者、それだけなら特別驚くようなことじゃない。むしろ、新しい剣奴の到着は次の『スパルカ』を意味するのだから、そうじゃなくて安心すべきだ。

　ただ、そう考えるには訪れた使者の正体が大問題だった。

「犬人の半獣で、『九神将』……おそらく、アラキア一将で間違いないかと」
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「き、『九神将』って、見間違いじゃねえのかよ。なぁ？」

「どうだかな……。だがあの女、中庭のオレに気付いてこっちを見たぞ……」

　タンザが相手の素性を特定すると、ヒアインの楽観にヴァイツが舌打ちした。

　跳ね橋からは百メートル以上も離れていたと思うが、そこから視線を感じるなんて怪物的だ。あのとき、スバルがしゃがんだ判断は正しかった。

　もちろん、今のスバルを見ても、相手にはきっとわからないだろうけれど。

「アラキア一将は『弐に』の立場、帝国でも最高峰のお一人で……その力量は、一息に都市の半分を炎で包むこともできるとか」

「じ、冗談きついぜ……」

　引きつった半笑いを浮かべるヒアインだが、誰も彼の期待した反応は返さない。

　世の中には想像を絶する強者がいて、アラキアもその一人ということだ。

「ただ普通に強い奴やつが、俺の一番の天敵だってのに……」

　付け入る隙があったり、工夫次第で勝負できる相手ならスバルにも勝ち目がある。

　でも、単純に実力が離れすぎている相手だと、途端に攻略手段がなくなるのだ。だって強いのだから。強い相手には、小細工なんて通用しないのだから。

　弱者の作戦を全部踏み潰して、蹴散らしていくのが強い人間の特権なのだ。

「シュバルツ様、使者というお話です。まだ、敵と決めつけるのは早計ではないかと」

「……わかってる。けど、最悪のパターンを考えるとどうしても、な」

　寒気を覚える肩を抱いて、タンザの励ましにそう答えたことをスバルは悔やむ。

　タンザだって、控えめに言ってヨルナと同じぐらいか、ヨルナよりも強いアラキア相手に不安は大きいはずなのに、だ。

「け、けど、なんで兄弟は心配してんだ？　相手が帝都からきたってんなら……」

「ヒアイン、わからないのか？　今、帝国は二分されているんだぞ」

「え？　あ、ああ！　クソ、そういうことかよ……！」

　考え込んでいるスバルを余よ所そに、ヒアインとイドラも深刻な顔で話し合っている。

　二人の会話の流れはイマイチわからないが、スバルの感じている不安は考えすぎの可能性が高いはずだ。確かに島の中でこそ悪目立ちしているスバルたちだが、それが島の外まで知れ渡っているというのは考えにくい。

「考えられる使者の目的は、島の興行か……。だが、この情勢でやるか……？」

「こんなときだからこそ、という考え方もある。帝国が揺れている状況でこそ、帝国民は精強たれという教えを引き締める目的なのかもしれない」

「か、勘弁してくれ。命が懸かってるってのに、皇帝閣下は何考えてんだ……？」

　それぞれが意見を出し合う三人、その視線が最後にスバルへと向けられる。

　まるで、スバルならその答えを知っているんじゃないかと期待するようだったが、スバルもその答えなんて持っていない。ただ──、

「今、皇帝がこの島のこと気にしてるってのはどうだろな……」

　帝都の玉座に座っているヴィンセント、それが偽皇帝とスバルは知っている。

　本物も偽物も、どちらの皇帝もカオスフレームにいたわけだが、反乱が起こっている以上、スバルの知らない間にアベルが皇帝に返り咲いた展開はないと思われる。

　ので、使者に指示したのは偽皇帝と考えられるが、その目的はさっぱり不明。だったらここは、悩むよりも役立てる方法を練るのが前向きか。

「奴やつらを利用するなら、あの馬車に隠れ、島を出るというのはどうだ……」

「馬車に隠れる作戦、もうカオスフレームのときに一回やったんだよね」

「たとえ同じ方法でも、何度でも通用するなら構わないと存じますが……」

　ヴァイツの提案に、スバルとタンザが真剣に取り合う。でも、その三人の話を聞いたヒアインが、「待て待て待て！」と声を大きくした。

　彼は水かきの大きな手を三人に突き出して、その青い目を白黒させながら、

「島を出るって、正気かよ!?　死にてえのか!?」

「このまま居残っても、いずれ何かと戦わされて死ぬだけだぞ、トカゲ野郎……」

「そ、それでも今日明日の話じゃねえだろ！　シュバルツ……兄弟だっていんだ！」

　牙の並んだ口を開け、ヒアインがヴァイツと正面から睨にらみ合あった。そのまま、彼は話題の矛先をタンザとイドラの方に向け、

「チビ！　てめえも本気か？　イドラはどう思ってんだ！」

「私は、ここに長居していられない理由がございます」

「……具体的な方策はないが、私も、出られるものなら出たいと考えてはいる」

「か、考えられねえ……っ」

　わなわなと体を震わせて、ヒアインの目が縋すがるようにスバルの方を見た。

　スバルなら、タンザと他の二人を説得してくれるのではないかと。だが、ヒアインもわかっているはずだ。外に出る話し合いには、スバルも参加していたのだから。

「考えてみてくれないか、ヒアイン。本気で、ここにずっといたいのかって」

「じ、呪じゆ則そくがあんだろ、呪則が！　それは、そりゃどうすんだよ！」

　感情的に喚わめくのをやめて、ヒアインが最後の手段を持ち出した。

　その単語に、ヴァイツとイドラの顔色も変わる。剣けん奴どたちを縛る最大の鎖、呪則がグスタフの望んだ通りの効果を発揮する場面だ。

　それがすでに無力化できていることは、ギリギリまで三人にも明かしたくない。とはいえ、呪則を無視して話を進めるのはフェアじゃない。

「実は呪則も、どうにかするためのヒントは掴つかめてるんだ」

「──ッ、呪則を？」

　思い切り自信のある顔で、スバルは「ああ」と力強く頷うなずいた。

　その答えにヒアインが絶句し、ヴァイツとイドラも目を見開いている。事実を知っているタンザだけが、自然体でスバルの隣に控えていた。

　事実は話せない。でも、スバルが堂々とすることで三人の不安を和らげられる。

　アラキアの来訪も含め、まだまだわからないことは数あれど──、

「きっと、安全に島から出る方法を俺が見つけてみせる。だから──」

　そのときは、力を貸してほしい。──そう、続けるつもりだった。

「か」

　不ふ意いに、胸を張ったスバルの前で、掠かすれた息を漏らしたヒアインが倒れていた。

「え……」

　あまりに唐突に、ヒアインの大きな体が共同部屋の床に横倒しになる。前触れもない突然のことに、スバルはとっさに倒れる体を支えることもできなかった。

「ひ、あいん？」

　血走った目から、開いた口から、だらだらと血が流れ出している。血を流しながら、床に倒れるヒアインの体はびくびくと震え、そのまま動かなくなった。

　まるで、蝉せみみたいだった。真夏の、道路でひっくり返って死を待つ蝉だ。

　そんな風に、蝉みたいに、ヒアインが。──違う、ヒアインだけじゃなかった。

「──ぁ」

　ヒアインと比べたら、軽すぎる音を立てて他の三人が倒れていた。

　イドラも、ヴァイツも、スバルの隣ではタンザが倒れ、びくびくと震えていた。

「タンザ？」

　意味が、わからない。わからなすぎて、リアクションできなかった。

　しゃがんで、倒れているタンザの体を揺する。ぐったりした彼女は、その目や鼻から血を流し、蝉みたいに震えていた。死んでいた。

「ひ」

　タンザだけじゃない。他の三人も、床に倒れる全員が血を流して死んでいた。

　なんで、と疑問の声が頭の中をものすごい勢いで埋め尽くしていく。その疑問の嵐が激しすぎて、脳が掻かき回まわされたみたいに痛んで、スバルは壁に寄りかかった。

「ち、がう……」

　頭痛の原因は混乱じゃない。顔に当てた手が血で染まった。

　スバルも、気付いたら鼻血を出していた。ボタボタと鼻血が溢あふれ、口の中いっぱいに鉄の味が広がる。じくじくした耳鳴り、これも血が出ているのかもしれない。

　遅かっただけだ。タンザたちよりも遅いだけで、スバルも同じことになっている。

　同じことに、そもそも、これって、なんだ。

「何が、どうなって……」

　壁に血の手形を残しながら、スバルは廊下に出て、助けを呼ぼうとする。

　タンザたちは死んでいる。でも、まだ間に合うかもしれない。ヌル爺じいさんがいれば、死んだタンザたちを助けてくれるかも。

　隣の部屋も、通路も、大広間も跳ね橋の袂たもとも、そこかしこでみんな死んでいるけど、まだ間に合うかもしれない。助けを呼ばなくちゃ。

　みんな、目から鼻から口から、血を流して死んでいるから、助けなきゃ。

　剣けん奴ども、看守も、知り合いも、そうじゃない人も、みんなみんな助けなきゃ。

「早く、助けな──」

「──なぁ」

　不ふ意いに、死人だらけの場所で、スバル以外の誰かの声がした。

　みんな死んでしまって、早く助けられる人を探していて、スバルは焦っていた。困っていた。泣きそうだった。だから、声が聞こえて嬉うれしかった。

　嬉しくて、急いで声のした方に振り向いて──、

「──お前さん、こんなところで何してるんだ？」

　そこに、救われた気持ちになったスバルを、一瞬で凍り付かせる男が立っていた。
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「見ての通り、島の奴やつは根こそぎ死んだと思ったが……」

　そう言いながら、首の骨を鳴らしたのは黒いバンダナをしている男だ。

　明るい橙だいだ色いいろの髪を、赤いラインの入ったバンダナでまとめた帝国兵。パッと見は人の好よさそうな顔つきだが、とんでもない。それは全部、嘘うそだ。

　優しそうな顔も、人懐っこく聞こえる声も、全部作り物でできた男、その名前は──、

「──トッド」

　少しずつ、記憶の引き出しが開けづらくなっているはずのスバルが、あっさりと引き出せるぐらい重要なところに入れている名前だった。

　そして、その名前がどうしてそんなところに入れてあるのかと言えば。

「──。お前さん、なんだって俺の名前を知ってる？」

　名前を呼ばれ、一瞬で空気感の変わる男──トッドが特級の危険人物だからだ。

　不審がるトッドが、大股でスバルとの距離を詰めてくる。スバルは慌てて彼から逃げようとしたが、ボロボロの体はうまく動かなくて、すぐ捕まってしまう。

「いた……っ」

「見覚えないな。生きてる奴なら、一度見た顔は忘れないはずなんだが。──いや」

　乱暴に頭を掴つかまれて、容よう赦しやなく壁に押し付けられる。ざらつく壁の感触に呻うめくスバルを無視して、トッドが鼻を近付けてスバルの髪の匂いを嗅いだ。

　そして──、

「お前さん、俺の知ってる怖い奴と似た臭いがするな」

　誰のことを言っているのか、自分の話をされているみたいでスバルはゾッとする。

　この嫌悪感と恐怖、二度と会いたくなかった男と、この島で再会するなんて。

「なん、で……」

　恨み言みたいに、ここにいるトッドへの怒りが湧いてくる。

　そう言えば、トッドにはグァラルで捕まったアラキアを逃がした疑惑があった。そのアラキアがいるなら、トッドがいるかもしれないと気付くべきだった。

　そんなの無理だ。一緒に逃げたからって、ずっと一緒にいるなんてそんなの変だ。

　変なのに、なんでトッドが、ここに、嫌だ、怖い、どうして、トッド。

「なんで、みんなを……」

「殺したのかって？　答えんよ、そんなこと。俺からすれば、お前さんが生き残ってる方が誤算だ。まぁ、放っておいても時間の問題かもしれんが」

「──ぅ」

「時間だの偶然だの、そういう不確かなモノに丸投げするのは嫌いでな」

　耳元で囁ささやいたトッドが、静かに抜いたナイフをスバルの首に宛あてがった。

　大きな刃の冷たい感触は、あっさりとスバルの首を落とすだろう。たとえ相手が子どもでも、トッドが躊躇ためらうなんてちっとも思えなかった。

　ただ、この瞬間、万一の可能性が、頭を過よぎった。

　トッドがスバルを殺さないで──違う、絶対に殺す。殺すが、今すぐじゃなくて、後回しにして、スバルから何かを聞き出そうと、時間をかけてしまう可能性。

　それは、させてはいけなかった。取り返しがつかなくなる。全部、最悪になる。

　そうなる前に、いっそ──、

「待て」

　頭が痛み、鼻血が止まらず、視界がぐるぐる回り始める。

　その最悪の状況で、最後の手段を使おうとしたスバル。奥歯の裏を舌で探るスバル、その口の中に、突然トッドが指をねじ込んできた。

「──っ」

　乱暴に口の中を荒らされ、スバルは逆流する胃の中身を吐いてしまう。でも、トッドはそれを全く気にしないで、やがて目的のものを指で摘つまんで引っ張り出す。

　その、スバルの戻したご飯塗まみれの包み、それをしげしげと眺めて、

「……まさか、毒か？」

「────」

「おいおい、どんなガキだ？　わざわざ口の中に毒を仕込んでたってことは、いざってときの自殺用だろ？　命を粗末にするなんてどうかしてるぞ」

　汚れた指をスバルの服で拭きながら、いけしゃあしゃあとトッドは言った。

　でも、ふざけている感じじゃない。本気で、スバルの考えが信じられない風な顔だ。自害なんて、考えたこともないとばかりの、顔。

「でも、そうだな。別に苦しめたいわけじゃない。使ってもいいぞ」

「そ、れって……」

「ああ、死んでくれるなら自殺でいいんだ。俺もナイフを汚さないで済む」

　その証拠にと、トッドがスバルの口の中に『薬』の包みを戻した。

　ご丁寧に奥歯の上に置いて、強く噛かめば包みが破れる位置に。こぼれた中身がスバルの命を奪うのだと、それをわかっていて、当然のように。

「俺はどっちでもいい。お前さんが死ぬんならな」

　顎に手を添えられて、『薬』を入れたままの口をゆっくり閉じさせられた。

　目の前、スバルを見ているトッドの瞳には温度がない。本気で、スバルの死に方になんて興味がないのだ。彼にとって大事なのは、スバルが死ぬという結果だけ。

　悔しさが込み上げて、何か一矢報いてやりたい。でも、スバルは死ぬ寸前だった。

　体から力が抜け、ゆっくりとタンザたちと同じ『死』が、スバルを殺していく。

　それが、どうしてゆっくりと、ゆっくりとやってくるのか、わからないけれど。

「時間切れ、自殺、ナイフ」

「────」

「──選べ」

　行き着く先は変わらないと、トッドが指を三本立ててスバルに答えを迫った。

　とても、とても静かな問いかけに、スバルはトッドが憎たらしい。

　タンザも、ヒアインも、ヴァイツも、イドラも、死んだ。

　オーソンたちも、ヌル爺じいさんも、剣けん奴どのみんなも看守の人たちも、みんな死んだ。

　なんで、トッドは生きているのか。なんで、スバルも死んでいくのか。

「──ッ」

　胸を掻かき毟むしりたくなる呪いをかけながら、スバルは強く奥歯を噛んだ。

　包みが破れて、中に入っていた『薬』が外に漏れ出す。それが、じわりと舌や歯の隙間に流れ込んで、流れ込んで、そして──。

「──ぶぁっ」

　口の中に溢あふれ返った大量の血を、目の前のトッドに思いっ切り吐きかけた。

　道連れ、なんてつもりじゃない。一矢報いたかった。服ぐらい、汚してやりたかった。でも、トッドは勘がよかった。スバルが血を溜ためた瞬間、横に飛んでいた。

　そのせいで、血はかからなかった。ただ血を吐いて、スバルは倒れる。

　倒れ、倒れて、そして、そして、そしてぇ──、

「あ、う、あ、おおおおぁ……っ」

　全身がびくびくと震えて、すごい勢いで毒が回っていく。

　鼻から耳から、それまで以上の勢いで血が流れ出して、目が破裂しそうなぐらいパンパンに腫れ上がって、体中の肉が、骨が、一斉に唸うなり始めた。

　違う、唸っているみたいに聞こえる。全身が、悲鳴を上げていた。

「い、ぎ、ぎぎい、ぎいいいい……ッ」

　血が燃えるみたいに熱い。煮えた鍋に突っ込まれたみたいに、熱い。

　全身がぐつぐつ煮えたぎって、まるで皮を剥はいで、そこにワサビとかカラシとか辛いものを片っ端から塗りたくられたみたいに、山ほどの針を突き刺されたみたいに、おろし金で全身がすりおろされるみたいに、痛い、痛い、痛い、痛い。

　痛いのだけで、死んでしまいたくなる。

　苦しいのだけで、死んでしまいたくなる。

「お前さん、どうかしてるぞ」

　びくびくと、釣り上げられた魚みたいに暴れて、死に向かっていく。

　そんな、血の海で溺れるスバルを見ながら、トッドが何か呟つぶやいていた。それが何を言っているのか、スバルにはわからない、わからない、わかることもない。

　もう、何も、わからなく。何も、わからな、く──。

「──普通、自殺するための毒なら苦しまないのを用意するだろ」

　声が、遠くて、意識が、白い方に、白い方に、飛んで。

　それでも、最後まで、最後、まで、痛いのと、苦しいのと、血が、血が血が血が、血ぃ血血血血、ちちちち、ち──。

　パン、と音がして、血が、目が、見え、ぅ。
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「お前が何者なのかはわかっている……」

「────」

「だが、それは関係ない……。調子のいいヒアインと一緒にするな……。オレは、お前の被かぶる冠に興味はない……。ただ力を貸す……。それを覚えておけ……」

　焼ける。燃える。全身が削られる。痛みが、痛みが、痛み、が、あった。

　そんな痛みが、突然途切れて、スバルはいつの間にかひやりと冷たい空気の中にいた。

　冷たい空気の中で、スバルは──、

「あ、ぁ……」

「シュバルツ……？」

「あああああ──ッ!!」

　自分の体を抱きしめて、スバルは大きく口を開けて、血を吐くように絶叫した。

　叫んで、叫んで、自分の中から毒を追い出そうとする。もう、体の中にいないはずの毒を追い出そうとする。まだ残っている気がする。

　だって苦しい。苦しいのだ。どうしようもなく、苦しい毒だった。

　スバルを苦しめて苦しめて苦しめて、絶対に死なせようとする、猛毒なのだ。

　何回、何十回、味わったとしても──、

「ぐ、ひう、あああうううああああ……！」

　あの『薬』がもたらしてくれる『死』が、楽な死に方などないのだと思い知らせる。

　それだけが、ナツキ・スバルを怪物ではなく、人間に留とどめておく最後の楔くさびなのだ。






第五章　『ヴァイツ・ログン』
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　──ヌル爺じいさんに『薬』を頼む上で、一番大事だったのは確実性だった。

　元々、ヌル爺さんは医学の素人で、真っ当な癒い者しやとは言えない人だ。そんなヌル爺さんに、薬の調合──即効性のある『劇薬』なんて作らせられなかった。

　ヌル爺さんに作れたのは、島で手に入る範囲の薬を調合して、全身の血流を狂わせることで相手を死なせる『劇物』だけだった。

　飲めば、ものすごい苦しんだ挙句に絶対死んでしまう劇物──それは望んだ薬とは違ったが、考えようによってはスバルにとって都合のいいものだった。

「結局、俺の根っこは怠けたがりの大馬鹿野郎なんだ」

　スバルの性根の甘ったれ具合からすれば、苦しまないで死ぬ毒なんて絶対ダメだ。

　きっと些さ細さいなことですぐにやり直しを考えて、毒の効力を当てにした行動を始める。そうすることで、ナツキ・スバルは怪物になっていくのだ。

　人の痛みも苦しみもわからない、人間離れした怪物に。

「そんなの、絶対にお断りだ」

　すでに、手足が伸び切っていた頃の記憶と実感はぽつぽつ薄れつつある。それでも、スバルの経験が作った在り方が、大きく捻ねじ曲まがることがあってはいけない。

　その性質の変化は、ナツキ・スバルを受け入れてくれたみんなへの裏切りだ。

　自分は裏切れても、みんなは、家族は裏切れない。

　ナツキ・スバルは後回しにできても、ナツキ・スバルの絆きずなはそうできない。

　だから──、

「……『スパルカ』で敵に使うって、嘘うそついたヌル爺さんには悪いけど」

　ナツキ・スバルは地獄の苦しみを味わってでも、伸ばした手だけは引っ込めない。

　それが、この絶水の剣けん奴ど孤島であっても曲がらない、一本の芯だから。
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　などと強がってはみても──、

「が、ぐ、ぎぃ……っ」

　割れそうなぐらい歯を噛かみしめて、スバルは心をズタズタにする苦しみに耐える。──違う、耐えていない。耐える痛みは、もう置いてきている。

　死んで、戻って、だから死ぬ原因になった苦しみはどこにもないのだ。

　でも、魂が引きずっている。そのせいで、涙も鼻水も、ボタボタ流れて止まらない。

「おい、シュバルツ……！　どうした、突然……！」

「ら、らいじょうぶ……」

「大丈夫なわけがあるか……。そんな不細工な面で……」

　蹲うずくまり、顔面を色んな汁で汚したスバルを一喝すると、ヴァイツは素手で躊ちゆ躇うちよなくその鼻水を拭ってきた。そうしたヴァイツの姿勢には、感心させられる。

　汚いものを汚いと思わないで行動できるのは、すごい立派なことだった。

「あー、ぅ……」

　乱暴に鼻水と涙を拭かれて、スバルはボーッとなる頭に手をやる。

　ちょっとずつ、死んだ衝撃の過去が抜けて、生きている緩かん慢まんな今を受け入れる。この悠長な意識の切り替えは、スバルが『薬』で死ぬたびに毎回やることだ。

　確実に死ぬための切り札である『薬』だが、意外とこれに頼る機会は多くない。

『スパルカ』の最中に死ぬときは、剣けん闘とう獣じゆうの爪や牙でやられるのが圧倒的だ。

　ただ、それでも死に切れないときや、犠牲者を出した状態でどうにかできてしまったときには、この『薬』に役目を果たしてもらわなくちゃならない。

　それは、ナツキ・スバルが負わなくてはならない責め苦だった。

　だって──、

「……俺がしくじったせいなんだから」

　一番どうにかできるはずの人間が失敗すれば、他の人たちはどうすればいい。

　スバルには責任がある。どうにかできる可能性が、一番高いという責任が。

　欲しくて手に入れた力じゃなくても、使いこなせるだろう、ナツキ・スバルなら。

　菜な月つき・賢けん一いちの、あの人の息子なのだから。

「──っ、この揺れは……」

「跳ね橋か……！」

　島全体が揺すぶられる震動があり、スバルとヴァイツが顔を見合わせる。

　目の前のヴァイツと、薄暗くて湿っぽい通路。スバルは自分が舞い戻った場所が、剣けん奴ど孤島の下層エリア──ちょうど、跳ね橋が上がる直前なのだと思い至る。

　外界と孤島とを繋つなぐ、唯一の橋が架かる瞬間──、

「──くる」

　あの、地獄絵図そのものみたいな光景と、それを作った最悪の敵が。

　もう二度と、会わずに済むならと祈りさえ捧ささげた相手──トッドとの、再会だ。

「────」

　ゾッと、怖おぞ気けに包まれるスバルが自分の肩を抱きしめる。

　目をつむれば、一瞬で死体だらけになった島の惨状が思い浮かぶ。目の前のヴァイツも含めて、見知った顔が血を流し、命を奪われた最悪の記憶。

「あんなの、もう二度と起こさせるもんか……」

　湧き上がる使命感、しかし、何をすれば止められるのかという部分で思考が止まる。

　いったい、あれは何が起こったのか。当然、トッドとアラキアがやったことだ。あの二人が一緒にいるだけでも悪夢だけれど、現実は悪夢よりもっと悪い。

「夢なら起きたら終わるってのに、これは終わらない。クソ、婚約者のところに帰りたいんじゃなかったのかよ……あの大おお嘘うそつき野郎……っ」

　よっぽどショッキングだったのか、トッド関連の記憶はかなりクリアだ。

　スバルとトッドとの因縁、最後に会ったのはスバルが女装しているときで、まだ友好的だった頃に話した婚約者の存在など、細かいことまで思い出せる。

　そこにトッド攻略の糸口が眠っているか、急いで検証の必要があった。

　そのために──、

「次の、『スパルカ』の生いけ贄にえか……」

「とは限らない。ヴァイツ、ちょっと手伝ってもらっていい？」

「──。オレが今、何を言ったか忘れたのか……？」

　揺れを足裏に感じながら、そう聞いたスバルにヴァイツの顔の刺いれ青ずみが歪ゆがんだ。

　このタイミングで、ヴァイツが言ってくれた言葉。『薬』の余韻で頭はパニック状態だったけれど、それはインパクトが大きかったからちゃんと覚えている。

「ただ力を貸す、だろ。だから力、貸してくれ」

「わかっているならいい……。それで、オレに何をさせたい……？」

　当然、跳ね橋を渡ってやってくる次の剣けん奴ど候補を見にいく。

　そう提案されると考えていただろうに、腕を組んだヴァイツの切り替えは早い。その義理堅さと、一度決めた自分ルールを頑固に守るところは本当に助かる。

　そのヴァイツの性格に大感謝しながら──、

「ちょっとでいい、馬車の到着を遅らせてくれ！　ただし、暴れる以外の方法で！」
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　ヴァイツは多くを聞かず、宣言通りにスバルの無む茶ちやな頼みを引き受けてくれた。

　彼は意地でも約束を果たす。跳ね橋を渡ってくる馬車の到着を遅らせ、みんなの命のリミットを一分一秒でも延ばしてくれる、そのはずだ。

「その間に考えろ考えろ考えろ……！　みんな、顔から血を流して死んでたのはなんでなんだ？　毒ガス？　そういう魔法？」

　下層エリアの共同部屋、そこで話している最中に次々とタンザたちは倒れた。死に方は全員一緒で、ほとんど同時だった。島にいた他の剣奴たちも──、

「違う……あのとき、看守の人たちもみんな死んでたんだ」

　あの地獄に例外はなかった。本当に、例外がなかったのだ。

　剣奴も看守も、顔見知りもそうでない相手も区別せず、みんな死んでいた。檻おりの中の剣けん闘とう獣じゆうの生き死には確かめなかったが、少なくとも人間は例外なく──、

「それも違う。──俺と、トッドは生きてた」

　島の中で顔を合わせたスバルとトッド、二人は地獄の例外だった。

　ただし、タンザたちと同じ影響が少なからず出ていたスバルと、ピンピンしていたトッドとでは立場が違った。あの地獄を作った張本人は、トッドで間違いない。

　そう言えば、一緒にいたはずのアラキアの姿は見かけなかったが。

「グスタフさんと、セッシーの面も俺は見なかった」

『合』の仲間もオーソンたちも、ヌル爺じいさんも死んでいるのを見たが、主犯だろうトッドとアラキアを除くと、その二人が鍵を握っている気がした。

　あの地獄で二人はどこにいて、何をしていたのか。島で、何が起こっていたのか。

「毒ガスか魔法だったとして、どうして俺には効き目が弱かった？　みんなと何が──」

「──ずいぶんと熱心に考え事しているみたいですねえ、バッスー」

「うわあ!?」

　考え事をする背中に話しかけられ、スバルは悲鳴を上げてしまった。

　慌てて振り向くと、そこにはキモノの袖に手を入れて、派手に驚いたスバルを「あっはっは！」と笑い飛ばす青い髪の少年の姿があった。

「せ、セッシー……？」

「ええそうですが、どうしましたその反応。まるで僕と出くわして驚天動地と言わんばかりですが、心配せずとも僕は気が向けばいつでもバッスーと話せる位置にいますよ」

「き、気が向いたらってのは、いつでもとは言わないでしょ……」

　この通り、と目と鼻の先に距離を詰める偽セシルスに、スバルはもごもごそう返す。

　その変わらなすぎる態度と仕草にスバルは戸惑うが、彼はそんなのお構いなしに、ひょこっと手すりに──島の中層エリア、中庭のそれに身を乗り出した。

　ここからだと、ちょうど湖の跳ね橋が役目を終えて沈んでいくのがよく見えた。

「どうも帝都から使者がきたとかで島はその話題で持ちきりですね。目的はただの世間話か興行か、いずれにしても外に出たいバッスーとしては耳寄りなのでは？」

「そう、だな。うん、否定はしないけど……」

　思わぬ接近遭遇で、スバルは偽セシルスへの態度を決めかねていた。

　彼がトッドたちと一緒に、島の大虐殺に手を染めたとは思わない。が、島で一番恐れられている剣けん奴どの彼が、あの騒ぎの最さ中なかに見当たらなかったのも事実なのだ。

　そして──、

「おや、バッスー、何やら焦ってます？　受け答えに気もそぞろ。この状況で中庭にぽつんと一人というのも妙と言えば妙ですし、重たい秘密をお持ちとか？」

　こうしている間にも、迫るタイムリミットがスバルの心を焼いていく。

　それを偽セシルスは平然と青い目で見抜いてくる。どうせ、ただの直感、山勘だ。それで正解を引き当てる怪物相手に、駆け引きなんて馬鹿馬鹿しく思えてくる。

　現時点で偽セシルスは敵か、敵じゃないかの二択。どちらにしろ、味方じゃない。

　だったら、味方に付けるように頑張った方がいい。

「セッシー、これから島でとんでもないことが起こる。たぶん、帝都からきた奴やつらがしでかすんだ。具体的に何とは言えないんだけど……」

「ほうほう、深刻な様子からすると口に出すのもおぞましい出来事……あの鹿しか人びとのお嬢さん方が窮地に追いやられる。いえ死地にといった感じでしょうか」

「──っ」

「いやあ、バッスーの反応は目覚ましくて心地いいですね！　しかしそうですか。ようやく兆しがあったということは喜ばしい。待ちくたびれて死ぬところです！」

　口を開けて笑いながら、偽セシルスが威勢よく足を踏み鳴らした。

　そのトラブルを歓迎する反応に呆あつ気けに取られ、すぐにスバルは偽セシルスに詰め寄る。

「セッシー！　冗談じゃねぇんだ！　みんながヤバいんだよ！」

「それはより重ちよう畳じよう！　冗談でないなら何よりです。ここで全部が作り話の思い過ごしなんて言われる方が白けますからね。おいでませ、危機と窮地と困難全部！」

「な……」

「それとも、まさか僕を無条件にバッスーの味方にできるとでも？」

　事の重大さがわかっていないと訴えたスバルに、事の重大さなんてどうでもいいと見返してくる偽セシルス、その笑顔の中の眼光の鋭さにスバルは斬られた。

　斬られたと、そう錯覚するスバルに偽セシルスが両手を広げる。

「──ここですよ、ここ」

　この剣けん奴ど孤島ギヌンハイブのちょうど真ん中、島と湖を見渡せる荒れた庭園を舞台とするように、偽セシルスは空を仰いで大きく口を開けると──、

「まさしくここが分ぶん水すい嶺れい！　バッスーは僕を予感で魅せ！　期待で繋つながり！　駆け引きで笑わし！　そして山場で証明することです！　僕がどこに立つのが望ましいか！」

「────」

「さあさ、剣に貫かれた狼おおかみ！　この過酷で残酷な大地を見下ろし続ける観覧者の方々も照覧あれ！　いったい誰が、このセシルス・セグムントを魅せるのかを！」

　空の彼方かなたにいる観客、その存在を確信していなければできないような声を上げる。

　掛け値なしに、その正気を疑われて当然の奇行。きっとこの島の誰もが目を逸そらし、耳も傾けない彼の行いに、しかしスバルは奇妙な確信を得た。

　偽セシルスは──違う、セシルス・セグムントは、本物だ。

　この本物の怪物は、本気で世界が観劇を楽しんでいると信じているし、そして実際に世界に意思があるのなら、世界は彼に釘くぎ付づけになっている。

　それだけの存在感と説得力が、この小さな怪物にはみなぎっているのだ。

「お前を……」

「なんです？」

「お前を、俺の仲間にする。こき使ってやるって、そう決めたよ」

　圧倒されながら、そんな場合ではないのに、スバルは自分の胸に手を当てて言った。

　しっかりと相手を見据え、そう宣言した。

「──その無謀、嫌いじゃないです、むしろ好き」

　笑みを孕はらんだ口調で、でもセシルスはこれまでと同じ屈託のない笑みじゃなく、ただ唇を緩めるだけの微笑でスバルに応えた。

　それはセシルスが、スバルを舞台に上がる挑戦者と認めた証あかしだったのかもしれない。

　その直後──、

「──ふむ」

　笑みを浮かべた唇を引き締め、セシルスがそっと自分の顎を指で撫なでた。

　その、形のいい鼻から滴った血が伝い落ちる顎を。

「な……っ」

　出血するセシルスを見て、スバルは慌てて手すりの向こうを見る。

　見下ろせる島内、建物や島の中までは見えないが、それでもちらほらと見える範囲に剣けん奴どや看守、倒れている人影がいくつもあった。

　始まったのだ、大虐殺が。

　島中の人間に死神の鎌が振るわれ、例外なしに命が刈り取られていく。

　そう、例外なしに──。

「よっと」

「セッシー!?」

　手すりから体を離し、鼻の奥につんとしたものを感じながらも、スバルは自分のすぐ傍かたわらに座り込んだセシルスの方を気にする。

　セシルスは手すりの柵に背中を預けて、その場にどっかりと胡坐あぐらを掻かいていた。

　悠長な態度、でも手で押さえている鼻からの血は止まっていない。

「だ、大丈夫、なのか？」

「いやあ、厳しそうです。これはなかなか強敵が相手ですよ、バッスー。相手にとって不足なしってところじゃありませんか」

「言ってる場合か!?　は、鼻血が……目からだって！」

「ふむ……ここじゃ一滴も血を流していないのが自慢だったんですけどね」

　話している間にも、座るセシルスの瞳から血が流れ出した。

　見ていられないほどひどいことになりつつあるセシルスだが、溢あふれる血を鼻から流し切って、声の調子をちっとも変えていないのが恐ろしい。

　でも、セシルスの一番怖いところは、そこじゃなくて。

「死ぬのが、怖くないのか……？」

「人は死にますからね」

「────」

　目前に迫るものが『死』だと理解していながら、セシルスの答えには迷いがなかった。

　迷いも、戸惑いも、恐れも、不安も、緊張も、後悔も、ない。

　スバルのように、死んだその先があるわけじゃないはずだ。

　それなのに、セシルスには、生き物が最も怖がるはずの『死』への恐怖心がない。

　そうして、『死』を恐れる姿を見せないまま──、

「────」

　鼻を押さえる手を下ろし、血で汚れた袖を隠すように腕に巻いて、セシルスが背中を柵に預けたままで動かなくなる。

　俯うつむいて瞼まぶたを閉じたまま、ピクリとも動かなくなった。

　それが意味するところが、スバルにもはっきりとわかる。

　そして──、

「ごほっ」

　咳せき込こむ口に当てた手が血に染まり、『死』はスバルの間近にも迫っていた。
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「──お前さん、こんなところで何してるんだ？」

　立ち尽くすスバルの姿を見つけて、黒いバンダナをした死神が首を傾かしげた。

　孤島を『死』で埋め尽くした死神──トッドは、その好青年ぶった顔にいくらか警戒を宿しながら、手際よく大振りのナイフを引き抜く。

「見ての通り、島の奴やつは根こそぎ死んだと思ったが……」

　軽く顎をしゃくって周囲を示し、待ち伏せされた感覚のトッドは怪け訝げんな顔だ。

　彼からすれば、生きた人間と出くわすのが予想外。不気味に思っているだろうが、そのぐらいの意趣返しは許してもらわなきゃ、筋が通らない。

　──すでに、島の人間の全滅は確認した。

　生存者がいればと歩き回ったが、セシルスさえも候補から外れた以上、スバルのボロボロの期待に応えてくれる人はいなかった。

　タンザや『合』の仲間たち、知人の血走った目を閉じて、スバルはここにきた。

　もはや、この島で生きて話ができる相手は、目の前の死神しかいないのだから。

「────」

　油断のない目をしたトッドだが、躊躇ためらいのない足取りはスバルを問題視していない。

　それはスバルが子どもだからなんて理由じゃなく、死にかけだからだ。鼻血と血の涙が止まらなくて、瀕ひん死しな子どもをトッドは恐れない。

　トッドは狡こう猾かつで慎重だが、臆病ではない。──だから、最高に厄介な敵なのだ。

「一個、だけ……」

　死にゆく子どもが相手でも、冥土の土産なんて持たせてくれるトッドじゃない。持たせてくれないなら、もぎ取る。でも、チャンスはたぶん、一度だけ。

　たった一度で、一個だけ。その一回を、会心のものにしなければいけない。

「────」

　一歩、また一歩と、スバルとトッドとの距離が縮んでいく。

　この距離がゼロになる前に、死神の手が届く前に、最善の正解を引き当てなくては。

　誰がやったのか。この大虐殺をやったのはトッドだ。聞いても仕方ない。

　誰が生き残っているのか。それを聞いても無駄だ。意味がない。

　アラキアはどこにいるのか。知りたいが、答えてくれるとは思えない。無駄だ。

　まだ見ぬグスタフはどうしているのか。それもアラキアと同じで、無駄撃ちになる。

　なら、あとは、この大虐殺の、方法か。

「────」

　毒ガスは、ない。その選択肢を、スバルは頭の中から消している。

　セシルスと話した中層エリア、スバルがそこにいたのは確認のためだ。──もしも虐殺の答えが毒ガスなら、風の強い屋外は安全かもしれないと。

　でも、結果的にスバルもセシルスも、大虐殺の被害からは逃げられなかった。島の外にいたものも倒れていた時点で、毒ガスの可能性はかなり低かった。

　残る可能性は、魔法だ。その確信が得られれば、次はもっと、ちゃんと──。

『──ここですよ、ここ』

　瞬間、スバルの脳裏を幻聴が支配した。

　もう、どこにもいないはずの千両役者の声が、スバルの弱々しい思考に熱を生む。

　そして、その熱に急せき立たてられるみたいに口を開けて──、

「──呪じゆ則そくだ!!」

　消えたはずの、ありえない可能性を口にして、死神に叩たたき付つけた。

　その、血走ったスバルの声が、避けようのない攻撃となって死神を捉える。そして、その叫び声を聞いた刹那、死神──トッドが動いた。

「死ね」

　訝いぶかしむ素振りも、面めん倒どうがる空気も消えて、ただそこには殺意があった。

　知るべきではないことを知った『敵』、それを処分する渇いた冷酷な殺意だけが。

「か」

　鋭いナイフが胸の真ん中を鋭く抉えぐった。

　一ミリの容よう赦しやもなく、ひねられるナイフが胸の中の大事なモノを全部掻かき回まわして、引き抜かれる。跳ねる血が頬ほおを汚しても、トッドの無表情は動かない。

「──おぼ」

　刺して抜かれて、体が硬い地面の上に倒れ込む。胸から喉に血が溢あふれ返って、ごぼっと吐き出した血に『薬』の包みが混じっていた。

　噛かんで、包みを破るのに失敗した。でも、これは『薬』の必要がない傷だった。

「口の中から、正気か？」

　その、真っ赤に染まった包みを指で拾って、鼻を鳴らしたトッドが呟つぶやく。

　臭いで中身が危ないとわかったのか、それとも口から出てきて察しがついたのか。

　どっちでも、関係ない。もう、スバルには届かないことだ。

　ただ、ただ、言えることがあると、すれば、それは。

「……こ」

「──なんだ？」

「い、っこ」

　一個、掴つかんだ。

　顔色を変えて、何よりも優先して、急いでスバルを殺した。

　だから、会心を、掴んで、やった。掴んで、掴んで、それで、死んだ。




　──剣けん奴ど孤島ギヌンハイブを殺すのは、存在しないはずの『呪じゆ則そく』なのだ。





　　　　　５






「トッドのあの反応……呪則が、答えだ」

　死ぬ寸前の、血が足りない頭が選び取った答え、それが会心の正解を引いた。

　あそこで、アラキアの魔法が原因という考えから抜け出せないままなら、スバルはこの確信を掴んで戻ってくることができなかった。

　図星を突かれたからこそ、トッドはあの一瞬でスバルを殺すと決断した。

　あのトッドの切り替えと殺意こそが、スバルが呪則の存在を確信する根拠だった。

「でも、呪則があるなら、なんでグスタフさんはあんな態度なんだ？」

　元々、呪則が存在しないとスバルに思わせたのは、脅し以上の使い方をしなかったグスタフの態度が原因だ。確かにグスタフは剣奴を死なせたがっていないようだが、スバル一人の命と島の秩序とを比べて、呪則を使うのを躊躇ためらうのは筋が通らない。

　使わない理由がない。逆を言えば──、

「──俺が挑発したとき、グスタフさんは呪則を使いたくても使えなかった。だけど、島のみんなが殺されるときは、使える条件を満たしてた？」

　だとしたら、島の管理者であるグスタフ・モレロはスバルの敵だ。

　呪則が使われたなら、彼はトッドとアラキアに協力している。セシルスが敵側じゃないことを確かめられたのも収穫だったが、喜んでばかりもいられない。

　あの呪則は、セシルスさえも命を奪われる脅威だったのだから。

「ますます、どうして俺だけ死に遅れるのか、理由がわからないけど──」

　現時点で、それは出せない答えだ。大虐殺を防ぐために、呪則の発動を阻止する。

　時間と脳細胞の使い道は、全部丸っとそれに投入すべきだろう。

「それで何回死んだとしても、俺は必ず──」

『死に戻り』を前提にしたくなくても、『死に戻り』を計算に入れて作戦は考える。

　直前の世界を、何が『死』をもたらすのかを確かめるための捨て石にしたように。たとえ、何度あの苦しみを味わおうと──。

「シュバルツ、見にいくぞ……」

「え？」

　胸を押さえ、蹲うずくまっていたスバルは、そのかけられた声に驚いて顔を上げる。

　スバルを見下ろし、刺いれ青ずみで覆われた手を差し伸べていたのはヴァイツだ。死んで、戻った先に彼がいるのはわかっていたことで、そこに驚く要素はない。

　スバルが驚いたのは、もっと他のことだ。

「……え？」

　胸に刺し殺された痛みは残っていない。呪じゆ則そくの激しい虚脱感もなく、健康体だ。

　でも、おかしかった。そのおかしさが、スバルを驚かせ、怖がらせた。

　だって──、

「──さっきより、スタート地点が後ろにズレてる？」

　すでに跳ね橋が動き出したことへの反応が済んで、不自然に顔を強こわ張ばらせるスバルを、ヴァイツが怪け訝げんそうに眉を寄せて見ていた。
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　──『死に戻り』の権能に起こった不具合、それは深刻なモノだった。

　思い当たる最大の原因は、現在進行形でスバルを苦しめている『幼児化』だが、不具合自体はヴォラキア帝国にきた当初から、延々と感じ続けていたと言える。

　不具合の最たる例、それはカオスフレームの紅こう瑠る璃り城じようで発生した最悪の十秒間だ。

　スバルを救うためではなく、絶望させるために与えられたような無限の十秒。らしくないリスタート地点の設定、不具合は剣けん奴ど孤島でも変わらずに──違う、悪化している。

　それが今回の、リスタート地点の『後ろ倒し』という現象だった。

　再スタートが十数秒遅れれば、それはそのまま猶予が十数秒削られたことを意味する。

　これまでの、猶予が極端に少ないケースとも違った不具合で、スバルの不安と絶望感を煽あおるのにこれ以上の効果はない。

　今回は十数秒だったが、これがもっと短くならない保証はないのだ。

　何度もこの異常が重なり続け、ついには死ぬまでの時間が一秒以下になったり、そもそも『死に戻り』できなくなれば、スバルに何ができる。

　そんな最悪の事態は、何としても、何としても防がなければならなかった。

　だから、ナツキ・スバルは──、
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「──入室を求める。話を聞かせてもらおう」

　分厚い扉が開かれ、重々しい声が部屋の中に厳かに響いた。

　扉を押さえる丸太のような二本の左腕の持ち主、主あるじの帰還に部屋の空気が重くなる。そうして重みを増した執務室に、招かれた相手が足を踏み入れた。

「アラキア一将、それと……」

「トッド」

　扉を開けた巨漢、グスタフの言葉に女の声が端的に答える。その短くて不親切な答えに苦笑する気配があって、

「トッド・ファング上等兵です。一応、今回の仕事が片付くまでは」

　そう、聞いたスバルの魂を握り潰すような声の男が、続けて部屋に入った。

　トッドとアラキア、二人が案内されたのは島の上層エリアにあるグスタフの執務室だ。前にスバルも呼び出され、直接警告を受けた仕事一色の一室。

「総督なんて立場のわりに、ずいぶんと質素にしているもんですね」

「──。執務室だ。本職にとって必要なものは揃そろっている。君は監査が目的か？」

「とんでもない。人の選より好ごのみが激しいアラキア一将の、唯一の傍そば付づきですよ」

「少数、精鋭」

　軽く聞こえない軽口を叩たたきながら、トッドたちが部屋を見回している。

　物が少なくて、あるのも仕事用の机や本棚ばかりと、殺風景な部屋の様子をトッドが質素と評価するのはわかる。でも、注意深く周りを見回さないでほしかった。

　部屋の片隅にある書棚、その方向なんて特に、だ。

「────」

　バクバクと、大きな音を立てている心臓の鼓動を背中に聞きながら、スバルは密着しているヒアインが恐怖と戦ってくれていることに心の底から感謝していた。

　──今、スバルとヒアインの二人はグスタフの執務室に隠れ潜んでいる。

　目的は、これから敵に回るグスタフがトッドたちと何を話したのか。そして、呪じゆ則そくがどんな方法で使われるものなのかを知ることだ。

　ヒアインの『擬態』は、自分の鱗うろこで周囲の風景をコピーして透明になるようなもので、今のスバルの大きさなら抱え込んで一緒に景色と同化することができる。

　その能力を使って、大胆不敵な盗み聞き作戦を実行に移したのだ。

　もちろん、ヒアインは協力にものすごく抵抗したし、スバルも臆病な彼に迂う闊かつに真実を打ち明けるようなことはしなかったが──、

『見つからなければ、俺たちが何かされる心配はない。くるのは『九神将』と異様に目め聡ざとい副官だけど、お前の擬態がブレなきゃ大丈夫だ。それに──』

『そ、それに……？』

『──俺がついてる』

　事前に、執務室に乗り込む前に、しっかりと目を見てそう伝えた。

　手も足も短い、声変わりも済んでないような生意気な子どもの言葉でも、自分と、仲間の命を救われたヒアインには届いた。確かに、響いてくれた。

　──だから、今回のヒアインの擬態は『初めて』見抜かれなかった。

「アラキア一将、君は座らないのか？」

「……立ってる。トッド、お願い」

「承知しました。総督、こちらが帝都の、ベルステツ宰相からの命令書です」

　着席を勧められるのを断って、アラキアがトッドに進行を預ける。

　上官の命令というより、おねだりみたいな言い方だったそれに従い、トッドは懐から一枚の黒い封筒を出すと、それをグスタフへと手渡した。

「帝国、宰相……」

　手紙の差出人の名前を聞いて、スバルは舌の上だけで響きを確かめる。

　確か、いけ好かないアベルから聞いた話では、その宰相という立場の人物が、アベルを帝都から追い出した主犯格の一人だったはずだ。性格の悪い皇帝を追い出した悪い宰相からの手紙、それをグスタフに届けたのが悪魔人間のトッド。

　このあと、剣けん奴ど孤島で起こる大虐殺との関係を予感させる、嫌な手紙だった。

「グスタフ・モレロ上級伯、あなたがこの島に総督として赴任したのは、ヴィンセント・ヴォラキア皇帝閣下の御ご命めい令れいだと聞いていますが」

「その認識に訂正すべき点はない」

「皇帝閣下の御命令とはいえ、剣奴孤島ギヌンハイブの総督なんて嫌われ仕事、ヴォラキアの英雄『八やつ腕うで』のクルガンの血縁者に相応ふさわしくないと思ったことは？」

　そんなスバルの予感を後押しするように、部屋の空気がピリッとかさついた。

　原因はトッドの、礼儀知らずとすら感じる突っ込んだ言い方だ。そして、スバルはこれまでの接点で、グスタフが何に一番怒るかを知っている。

　グスタフが怒るのは、自分のことを言われるよりも──、

「──その言いよう、我らが皇帝閣下の御ご判はん断だんを疑うのか？」

　皇帝閣下、すなわちアベル＝ヴィンセント・ヴォラキアへの不忠を怒るのだ。
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「────」

　グスタフの発する険しい空気に、スッとアラキアが前に進み出る。

　トッドを庇かばう立ち位置、何を考えているかわからない顔のアラキアだが、ただそれだけの行動で、グスタフの忠義を暴力で叩たたき潰つぶす意思が感じられた。

　ただし、そのアラキアを「一将」と引き止めたのは庇われたトッドで。

「今のは俺の言葉が過ぎたんだ。総督の怒りは正当だよ」

「……でも、あなたは死なせない。友達の、敵討ちがある。でしょ？」

「──。ああ、もちろんそうだ。俺は今、そのために生きてる」

　アラキアを窘たしなめつつ、声の調子を落として答えるトッドにスバルは唇を曲げる。

　あんなに会いたがっていた婚約者も放置して、この島で大勢殺そうとする男だ。『友達』も『敵討ち』も、どちらもトッドとは相性の悪そうな言葉だろうに。

「思いやりのない言い方をして悪かった、総督。俺もアラキア一将も、ちょっと外に気掛かりを抱えててね。それで態度が悪かった。謝罪するよ」

「……謝罪は受け入れる。だが、口が過ぎれば災いを招くぞ」

「それに関しちゃ耳が痛い。重々、痛感してるさ」

　グスタフの忠告に浮かべた苦い顔、それは珍しくトッドの本心の反応に見えた。そのトッドの反応を余よ所そに、手紙の封ふう蠟ろうを剥はがしたグスタフがそれに目を通す。

　帝国の宰相、現在の荒れた帝国作りの片棒を担いだ人物からの手紙は──、

「──これは」

「さっきの不ぶし躾つけな話の真意だが、悪気はなかった。ただ、総督が島の管理に嫌気が差しているならちょうどいいと言いたかったんだ」

　岩みたいに動かないグスタフの表情、その眉間に一本の皺しわが驚きとして刻まれた。

　それをトッドは、本物の岩に入った亀裂を広げるみたいに肩をすくめて、

「この島の剣けん奴どに内患の恐れあり。まとめて処分せよと皇帝閣下はお望みだ」
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　淡々と、まるでゴミの日のゴミ捨てについて話し合うみたいな淡泊さで、トッドはグスタフに剣奴孤島の剣奴──数百人の処分を要求した。

「────」

　その、最悪の発言にスバルが声を上げずに済んだのは、すでに実際に島の全員が殺される大虐殺を目にして、心の準備があったからに他ならない。

　そして、寝耳に水を喰くらったヒアインが悲鳴を上げなかったのは奇跡だった。

　正しくは、唖あ然ぜんとしすぎて理解が追いつかなかったというべきだったけれど。

　ただ、ヒアインの擬態が解けなかった僥ぎよ倖うこうを喜ぶよりも、グスタフが敵に回る明確なビジョンが見えたことの方がスバルには大きい。

　帝都からの要請による呪じゆ則そくの発動、それが孤島で起こった大虐殺の真相だ。

「内患の恐れ、とは」

「内患は内患、畏れ多くも皇帝閣下のご威光を陰らせる不届き者だ。とはいえ、宰相はそれをグスタフ総督が囲っているとは考えてない。総督の忠誠心は本物だ」

「────」

「だからこそ、胸が痛むだろう。総督がこの島に赴任してから、興行でお披ひ露ろ目めされる剣けん奴どの質は以前とは比べ物にならないと聞いている」

「──。無用な死の危険を減らし、戦い方の基礎を覚えさせ、他者を出し抜くのではなく並び立てば、生き延びた剣奴の質は向上する」

　剣奴の処分を命じておきながら、トッドはグスタフの労をねぎらってみせた。

　それをどう受け止めたのか、グスタフの表情からは読めない。ただ、最後の答えには彼なりの哲学、島の総督としての自負みたいなものがあった気がする。

　剣奴をただの見せ物にするのではなく、グスタフはそれらを鍛え、育て上げ、皇帝や帝国臣民の眼鏡に適かなうようにと島のルールを作り変えた。

　思い入れとか情、そういう柔らかいもののない、総督としての在り方だとしても。

　そして、人間らしい情がないのは、人間のふりをするのがうまいトッドも同じだ。

「呪じゆ則そくの話は聞いてる。『九神将』のグルービー・ガムレット一将が作った呪具、それの力で剣奴を一網打尽にできるとか。都合よく手間が省けて助かるよ」
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「可能だ」

「なら話は早い。荷物をまとめて、一緒に帝都に引き上げよう。新しい剣奴の用意にも時間がいるだろうから、しばらくギヌンハイブは閉鎖して──」

　授業が終わって教材を片付ける、そのぐらいの感覚で話すトッド。その真剣味のない言い方が、まだ思考が停止しているヒアインの再起動を邪魔している。

　でも、ヒアインの再起動がまだでも、決断の瞬間は刻々と近付いていた。

　──トッドたちの持ってきた命令書通り、グスタフが呪則を発動すれば終わりだ。

　それが気き紛まぐれで止まらない未来を知っているのだから、それを阻止するにはここでスバルが動くしかない。でも、どう動けばいいのか。

　ノープランで姿を現せば一瞬で殺されると、それはもう十分わかっている。

　かといって、呪則を使うだろうグスタフを人質にするみたいな作戦は──、

「──断る」

「……なに？」

　その答えに、必死で頭を働かせていたスバルも、ヒアインと同じように思考停止した。

　それを余よ所そに、グスタフの答えに目を細めたトッドの空気感はドロッと濁った。グスタフがトッドの言いように腹を立てたときとは、熱じゃなく、色や湿度が違う怒りだ。

　その空気を纏まとったまま、トッドが執務机越しのグスタフに片目をつむり、

「その命令書の内容と、こっちの認識にズレがあったか？」

「ない。今しがた、君が告げた内容と文章は一致している。宰相殿の名前と押印もある」

「だったら、どういうお気持ちの表明なんだ？」

　両手を広げて、トッドが要求を撥はね除のけるグスタフに問いかける。

　スバルも、何が起こっているのか理解できない。グスタフが、トッドからの、帝都からの要求である呪じゆ則そくの使用を拒否した。剣けん奴ど孤島の、剣奴の一掃を拒否した。

　それは何な故ぜか──、

「──本職は皇帝閣下より、有事に備え、心身共に鍛えられた剣奴の養成を命じられた」

「宰相殿の押印は、皇帝閣下の御お考かんがえに沿ったものだ。事前に命じられたことと食い違いがあって、判断がつかないと言ってるのか？　命令書は本物だぞ」

「偽造を疑ってはいない。宰相の命令書と受け止めている」

「……話にならないんだが？」

　顔をしかめたトッドに、このときばかりはスバルも同意見だ。

　グスタフの判断はありがたくても、その判断をした真意がさっぱりわからない。

　そう、同じ困惑を抱えたスバルとトッドの前で、グスタフは続ける。

「皇帝閣下より、直々に命令を賜っている」

「だから、命令書でそれを撤回して、次の命令に従えという話を……」

「総督就任の際の御ご命めい令れいだ。閣下は本職に、『──たとえ余からの命令があったとて、この最初の命令に背くことはするな』と」

　それが、数年前にグスタフが剣奴孤島の総督として赴任したときの命令──グスタフ・モレロという忠臣が、帝都の命令を拒否した理由だった。

　グスタフがこの状況に置かれることを見越した発言であり、用意周到なんて言葉では決して足りない、予知めいた先読みがなくては成立しない命令。

　ヴォラキア皇帝、ヴィンセント──違う、アベルによる、未来への布石だ。

「過去の皇帝閣下の命令があるから、今の皇帝閣下の命令は聞けない、と？」

「仔し細さいを知る必要はないとも仰おつしやられた。本職も同感だ。事実確認の有無に拘かかわらず、本職の果たすべき役割に変わりはない」

　首を横に振ったグスタフ、彼の頑固な答えにトッドは小さく息を吐いた。

　そこに、グスタフをどう説得するかと悩む素振りはなかった。それは当然だろう。

　聞く耳を持たない頑固者を、言葉を尽くして説得する理由など彼にはないのだ。

「アラキア。──交渉決裂だ」

　そう、トッドが平へい坦たんな声でアラキアに断言した。

　次の瞬間、グスタフがそのたくましい腕で執務机を掴つかみ、百キロ近い重量のあるそれを使者でなく、敵となった二人に投げつけようと──、

「びしゅ──」

　気の抜ける掛け声があって、アラキアが握った木の枝をグスタフに向けた。

　直後、枝の先っぽから噴出するすごい勢いの水が、グスタフの首から上、岩みたいな顔面を丸ごと吹き飛ばして、孤島の支配者を亡き者へと変えていた。
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　重たい音がして、一瞬、足を持ち上げられた机が床に落ちる。一拍遅れて、その机に全身を投げ出すように、首から上のなくなったグスタフの体が倒れ込んだ。

　大きな体に相応ふさわしい、すごい量の血が机の上に広がって、そのまま床に流れ落ちる。広がる鮮血が、嘘うそみたいなグスタフの死を現実に色付けしていくみたいだった。

「多た腕わん族ぞくなんて、腕が何本あっても同じだな。どうせなら頭を増やしてこい」

　死んだグスタフを眺めながら、トッドがつまらなそうに呟つぶやく。それから彼はアラキアに振り返り、枝の先をしげしげと眺める彼女に「どうした？」と首を傾かしげた。

「まさか、自分の力に驚いたわけじゃないだろう？」

「違う。でも、驚いてる。……ただの水で、あんな風に」

「ああ、それか。大勢を広く狙うなら火の方がいいが、相手が一人なら断然水だよ。次はコップ一杯分でいいから、相手の頭の中に水を出してやれ」

「わかった。……トッド？」

　恐ろしいことを提案しながら、トッドがグスタフの死体に歩み寄る。懐から大振りのナイフを抜いた彼を、眉尻を下げながらアラキアが呼んだ。

　その呼びかけに答えず、トッドはその手のナイフをグスタフの死体に突き立てた。

「────」

　まるで魚を捌さばくみたいに、トッドは手際よく、容よう赦しやなくグスタフの背中を開く。その光景から思わず目を逸そらして、スバルは自分の震えを自覚した。

　これまで、スバルはトッドを恐ろしい敵だと思ってきたが、それは敵対した相手を容赦なく排除する手腕や考え方に対してで、こんな猟奇的な面は初めて目にした。

　まさか、これまで彼に殺されたスバルの体も、同じように壊されてきたのだろうか。

　そう思うと、耐え難がたい怖おぞ気けと嫌悪感が、スバルの心と魂をぐしゃぐしゃに──、

「──あった」

「──？　何が？」

　不ふ意いに、解体作業の不快な音が止まり、トッドとアラキアの話が切り替わる。

　さすがのアラキアも、トッドの悪趣味を不愉快に思っていたようだが、当のトッドは頬ほおに跳ねた血を手の甲で拭ってあっけらかんと答える。

「呪具だよ、呪具。この手の奴やつは、どうせ体の中に埋め込んでると思ったんだ」

「呪具……」

「呪じゆ則そくの発動に必要な……ああ、わからなくてもいい。なんにせよ」

　言いながら、トッドがグスタフの体から、血に塗まみれた黒い球体を引っ張り出した。

　せいぜい、ゴルフボールぐらいの大きさの球体、それをトッドは呪具と呼んだ。

　つまり、それがなければ──、

「こいつさえあれば生き死には関係ないってのに、総督も馬鹿な真ま似ねしたもんだ。しかし汚したな……アラキア、水をくれ。血を洗い流したら、島の奴らを──」

　血塗れのナイフと手を洗いたいと、トッドの注意がアラキアの方に向いた。

　一度、手の中の呪具を執務机に置いて、トッドが、アラキアの方を。

　──本能的に、ここしかないと判断した。

「あ」

　と、口を丸く開けたアラキアの声にトッドが振り向く。そのトッドの目が、突然部屋に現れ、呪具に手を伸ばす子どもを見つけて見開かれた。

　指先が呪具に引っかかり、その感触を手繰り寄せた瞬間、スバルは口を開け──、

「ヒアイン！　部屋ごと吹っ飛ばせ!!」

　と、床と同化しているヒアインではなく、執務室の入口に向かって叫んだ。

「──ッ、アラキア！」

　スバルの緊迫した掛け声を聞いて、トッドがとっさにアラキアを呼び寄せた。アラキアも入口を警戒しながら、素早くトッドの傍そばに張り付く。

　いきなり部屋ごと吹き飛ばされても対応できる。そんな覚悟だろうが──、

「──ハッタリか！」

　一秒、何も起きなかったことでトッドがスバルのハッタリを見抜いた。が、その一秒があってくれれば、スバルの方は目的を果たせる。

「うおおああああ！」

　裏返った声で叫びながら、呪具を掴つかんだスバルの腰にヒアインが組み付く。そのままヒアインはスバルを抱きかかえ、入口の反対──執務室の窓に飛び込んだ。

「びしゃ──」

　窓枠をぶち壊して外に逃げる二人を、気の抜けた掛け声からは想像のつかない威力の鉄砲水が追いかけ、執務室がめちゃめちゃに薙なぎ払はらわれる。

　猛烈な水の圧力が剣けん奴ど孤島の上層を吹き飛ばし、部屋の主あるじだったグスタフが几きち帳よう面めんに整頓した本棚を、調度品を、容よう赦しやなく押し流し、吹き飛ばした。

　しかし──、

「ごあっ！」

　そのとんでもない攻撃は、島の中庭に落ちるスバルとヒアインを捉えられなかった。

「ぐぐ、うう……」

　落下の痛みに呻うめきながら、スバルはこの程度の痛みで済んで保険に感謝する。

　──執務室の窓の外、シーツを垂らしておいたのはいざというときの備えだった。

　執務室での盗み聞きを成功させるために、スバルは事前に打てる手を全て打ってから臨んだつもりだ。核心に辿たどり着つくための『試行錯誤』、その全部を使って。

　ヴァイツに馬車の足止めを頼み、タンザに臭いの強い香草を焚たかせ、イドラには島の裏手に人を集めてもらい、トッドたちの警戒ラインのギリギリまで不審を積み立てた。

　全ては、トッドとアラキアという最悪の敵を欺き切ってやるために。

　だけど──、

「兄弟！　このあとどうすんだ!?」

「考えてる！」

　スバルと比べて、落下のダメージが少ないヒアインに思わず怒鳴ってしまう。

　自分の余裕のなさに焦りながら、スバルは手の中の感触──べったりと、グスタフの血で汚れている呪具の存在を確かめた。トッドが呪具を手放した瞬間、とっさに体が動いてしまったが、そうじゃなかったら虐殺を止められなかったはずだ。

　間違いじゃなかった。でも、後先を考えない行動だった。

「とにかく、茂みに入って擬態だ！」

「に、逃げなくていいのか？」

「闇雲に逃げても捕まるだけだ！　早く！」

　頭に浮かんだ『逃げる』と『隠れる』の二択で、すぐさま隠れる方を選ぶ。

　すでにトッドたちと敵対してしまった。どっちを選んでも『死』と隣り合わせなら、スバルが選ぶべきは死ににくい方だ。

　目を白黒させるヒアインを茂みに引っ張り込んで、もたもたと擬態する彼を急がせて、二人で草むらの景色と同化、息を殺して耐え忍ぶ。

　バクバクと、執務室以上に大きいヒアインの心臓の爆音を背中で感じる。

　怯おびえて、竦すくんでいる。でも、耐えてもらわなくちゃいけない。

　さもないと──、

「いない」

　とん、と軽い音を立てて、スバルたちが死ぬ気で下りた高さを少女が突破する。

　素足で中庭に降り立ったアラキアは、木の枝片手に平然と中庭を歩き回り、その眠たげな目で逃げたスバルたちを探し始める。

　果たして、探し物をする彼女の目を、ヒアインの擬態は騙だませるだろうか。

　今さら工夫も小細工も何もできないが、ここでアラキアに見つかるわけにはいかない。

　島の全員を殺しも救いもする呪具、それを手に入れたからじゃない。

　──もっと切実な理由で、ナツキ・スバルは死ぬわけにはいかなかった。

「おいおい、なんだこりゃ？　総督の部屋が吹っ飛んでやがる！」

「知らねえ美人だな、客か？」「どうしたぁ？　何があったぁ？」

　その、必死のスバルの祈りが通じたかのように、アラキアが二人のいる茂みに到達するより早く、中庭に事情を知らない剣けん奴どたちが現れた。

　どうやら、彼らはアラキアが執務室を吹き飛ばした音を聞きつけてきたらしく、壁のなくなった頭上の部屋と、見慣れない美少女のアラキアに驚いていた。

「んん……」

　アラキアの方も、現れた彼らに振り向いて首を傾かしげる。

　彼女的には、彼らがスバルたちと関係あるのか疑っているのかもしれない。その疑いは大歓迎だ。アラキアが彼らと話している間に、何とかここから逃げおおせる。

　スバルたちが自力で用意したものではない、まさに彼らは天の糸で──、

「──聞け!!」

「──っ」

　その、降って湧いたチャンスを手放してたまるかと、アラキアの動きに目を凝らしていたスバルたちの頭上、壁の壊れた部屋から声が放たれる。

　トッドだ。彼は穴の縁に立って、そこから島全体を見渡しながら口を開いた。

「グスタフ・モレロ総督が殺された！　やったのは黒い髪の子どもと、灰色の蜥と蜴かげ人びとの二人だ！　剣奴や看守の立場は問わない！　見つけ次第、殺せ!!」

「──ぁ」

「繰り返す！　グスタフ・モレロ総督が殺された！　総督の役目はアラキア一将が引き継ぐ！　全員、呪じゆ則そくで死にたくなければ、二人を殺せ!!」

　やられた、とスバルはシンプルに、トッドのやり口に感心してしまった。

　この宣言で、トッドはグスタフの死をスバルとヒアインの二人に擦なすり付つけた。それだけじゃなく、呪則を脅迫材料にして、剣奴と看守を自分の手駒にしたのだ。

　呪則で殺されたくなければ大人しく従え。──まさしく、この島のルールだ。

　つまり──、

「──さあ、『スパルカ』を始めろ!!」

　剣けん奴ど孤島ギヌンハイブの悪あしき習慣、剣奴たちの命懸けの死合いが始まるのだ。

「アラキア！」

　残酷な儀式の始まりを宣言して、それを聞いたものたちがまだ動き出せない中、さっきほど張っていない声でトッドがアラキアを呼んだ。

　そして、トッドはアラキアと目が合うと、無言で中庭の一角──スバルたちではなく、野や次じ馬うまに現れた剣奴たちを指差しながら、

『──やれ』

　と、聞こえない声でも、唇の動きだけで何を言ったのかスバルにもわかった。

　ゆっくりと、アラキアの視線が男たちへ向く。彼女の眼帯をしていない方の目、赤い瞳に見つめられ、まだ戸惑っている剣奴たちは目をぱちくりさせていた。

「嬢ちゃん、何か知ってんのか？　グスタフが死んだってのは……」

「ごめん。言われてる」

「あ？　何が──」

　事情が飲み込めていない剣奴たちの前で、謝ったアラキアが木の枝を横に振った。

　剣奴たちをなぞるみたいに、横に。──ただそれだけだった。

「ぷが」

　次の瞬間、アラキアと向かい合った五人の剣奴、その全員の頭が内側から爆はぜた。

　正しくは、内側から弾はじけた人と、顔の中身が目や鼻から押し出されて死んだ人、異様に頭が膨れ上がって死んだ人と、バラバラで、でも同じ結果だった。

「死ぬ人と話すなって」

　頭を壊されて、バタバタと剣奴たちが倒れていく。

　それを見ながら呟つぶやいたアラキアに、それがさっきの彼らの質問への答えなのだとスバルはしばらくしてから気付いた。頭が忙しくて、それどころじゃなかった。

　──たぶん、水だ。

　グスタフが殺されたとき、トッドがアラキアにしていた助言。相手の頭の中に水を出してやれと、たぶんそれをやったのだ。

　それをされて、彼らの頭は水を入れすぎた水風船みたいに割れてしまったのだ。

「誰かいるか！　聞いたか、さっきのでかい声！」

　人間を水風船にしたアラキア、それがスバルとヒアインを恐怖で氷漬けにする中、またしても別の声が中庭にやってきてしまう。

　また別の剣奴たちだ。声が聞こえた総督の執務室を見上げられて、一番人が集まりやすい場所だとわかっているから、次々と剣奴が上がってくる。

　そしてそれは──、

「おい、お前、どっからきた!?　総督が……」

「言われてる。──死ぬ人と話すなって」

　振り向いたアラキアの、『精霊[image: ]ぐらい』の犠牲者が拡大することを意味する。

　そうして、始まってしまった。

　──『呪じゆ則そく』の発動とは異なる理由の、剣けん奴ど孤島の大虐殺が。
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　トッドの用意した『スパルカ』は、突発的に閃ひらめいたと思えないぐらい最悪だった。

「クソ！　やりやがった！　看守共が剣けん闘とう獣じゆうを島に放った！　襲ってくるぞ！　逃げろ逃げろ逃げろ逃げろぉ!!」

「どこにいる！　とっとと出てこい、シュバルツ！　薄気味悪いガキめ！」

「や、やべえ女がいた！　眼帯した女だ！　見つかったら殺されるぞ！」

「おい、シュバルツは!?　あいつを差し出せば……」

「バカ言え！　あいつらは区別なんか付けちゃいねえよ！　手当たり次第だ！」

「で、でもよ、シュバルツの、あの噂うわさが本物なら……ッ」

　混乱に陥った島のあちこちで、そんな怒号と悲鳴が上がり続けている。

　次々と、見つけた剣奴を手当たり次第に殺していくアラキア。トッドに従い、放たれた剣闘獣を使って剣奴を区別なく処分していく看守たち。

　そして、想像を絶する脅威の中、必死になる剣奴たちの中では意見が割れている。

　こうなってしまえば、たとえ呪具が手元にあろうと、認めるしかない。

　──起きてしまったのだ。大虐殺が。阻止しようと、必死に足あ掻がいても。




「ヌル爺じいさん！」

　大惨事になった島の中を駆け抜けて、スバルは目的の部屋に飛び込んだ。

　下層エリアの治癒室は、スバルが何度も世話になったヌル爺さんの仕事場だ。ヌル爺さんは足が悪い。扉は壊されている。嫌な予感は、十分あった。

「シュバルツ様……」

　息を切らしたスバルを呼んだのは、部屋の奥に座り込んでいたタンザだった。小さい彼女の傍そばには翼の生えた鼠ねずみの死体が落ちていて、たぶん、彼女が倒したのだ。

　とてもすごい。よく頑張ってくれた。でも、彼女も間に合わなかった。

　涙ぐむタンザの足下には、首を食い千切られたよぼよぼのお爺さんが倒れていたから。

「き、兄弟……」

　一緒に治癒室に辿たどり着ついたヒアインが、スバルと同じものを見て声を震わせた。

　中庭に現れる剣奴を片っ端から殺したアラキア、彼女が立ち去るまでスバルたちが見つからずに済んだのは、最後まで擬態を解かなかったヒアインのおかげだ。

　彼がいなければ、スバルはここまで戻ってくることもできなかった。

　だけど、どれだけ逃げ隠れしても、勝てない。挽ばん回かいできない。

「シュバルツ、戻ったのか！」

「ふん、お前も死ななかったか、トカゲ野郎……」

　と、ヌル爺じいさんの死体にシーツをかけたところに、イドラとヴァイツも駆け付ける。執務室に忍び込むのに協力してもらった、『合』の面々勢せい揃ぞろいだ。

　この島の状況で、誰も死なないで合流できたのは奇跡みたいに思える。

　じゃあ、あと何個の奇跡を集めたら、この地獄から抜け出せるのだろうか。

「シュバルツ様、飛び交う話は本当なのですか？　グスタフ総督のお命を？」

「俺とヒアインで？　できるわけないだろ。グスタフさんを殺したのは、帝都からきた使者……アラキアだよ。いや、アラキアを使ったトッドだ」

「トッド……？　何者なんだ、そいつは……」

「大罪司教より怖い奴やつだよ」

　少なくとも、今のスバルの認識だとそうだ。

　記憶にある大罪司教たちも碌ろくな人間じゃないが、トッドと比べたら、それでも可愛かわいげがあるように思えてくる。思えてこない。何と比べてもクズはクズだった。

　でも、スバルの言い方で、タンザたちにもトッドの危険性は伝わったようだ。

「滅めつ多たなたとえをしないでくれ。大罪司教などと、違うとわかっていても心臓に悪い」

「ああ、悪い、身近だったんだよ。よく出くわしたもんだから」

「大罪司教とよく出くわす、ですか？　それは、やはり……」

「やはり、なんだよ。俺の何を知ってる？」

「──いえ」

　イラついているせいで、タンザを責めるみたいな言い方をしてしまった。

　そのことをスバルは気まずく思ったが、目を伏せたタンザは責められたことじゃなく、その手前の、スバルの発言自体を気にかけているみたいだった。

　その反応の理由が、スバルにはよくわからない。

　まさか、この中にスバルの体質──『死に戻り』をするたびに、あまりいいイメージのない瘴しよ気うきが濃くなることを知っている人はいないはずだが。

「────」

　果たして、今のスバルがレムと会ったら、いったいどんな目で見られるだろうか。

　彼女と別れてから、カオスフレームとギヌンハイブでとんでもない数の『死』を経験してしまった。いよいよ、口も利いてくれないかもしれない。

　それでも、帰りたい。レムのところに、みんなのところに──。

「馬鹿か俺は。いや、馬鹿だ俺は」

　現実逃避して、目の前の地獄から逃げようとする自分の襟首を掴つかんで引き戻す。

　スバルだ。スバルが、何とかしなくてはいけないのだ。何とかすると決めて、全部わかっていて挑んだはずだ。泣き言なんて、言ってる場合じゃない。

　──そんなの、菜な月つき・賢けん一いちの息子がしていていいことじゃない。

「アラキア一将と看守の方々、それにこちらを敵視する剣けん奴どの方々……せめて、相手をする方の数が減らせれば」

　ぎゅっと目をつむるスバルの隣で、薄い唇を震わせるタンザが呟つぶやく。

　確かに、島の全部が敵に回った現状は袋ふく小ろこ路うじも同然だ。それが少しでもマシになれば、また違った選択肢が浮かんでくることも──、

「……な、なぁ、だったら、もう隠すのやめていいんじゃねえか？」

「────」

「おい、兄弟！　お前だ、お前に言ってんだよ、俺ぁ！」

「……え？」

　不ふ意いに、我慢の限界がきたとばかりに声を荒げたヒアインに、スバルは目を丸くする。

　考え込んでいたのもあるが、それ以上に心当たりのない呼びかけだった。

　隠すのをやめろと、そうヒアインはスバルに言っているが。

「隠すのやめろって……何を？」

「い、いい加減にしろや！　この状況で伏せてていい手札じゃねえぞ！」

「おい、やめろ、トカゲ野郎……！」

　全くピンとこないスバルに、ヒアインが前のめりに噛かみついてくる。それを間に入ったヴァイツが止めてくれたが、スバルは驚いて礼も言えない。

　ただ、そのスバルを見て、イドラも「シュバルツ」と真剣な顔をした。

「言い方はともかく、ヒアインの気持ちはわかる。そろそろ、話してくれまいか」

「いや、だから、何の話をしてるのかさっぱり……」

「──君の、御お父ちち上うえの話だ」

「……俺の、父さん？」

　真剣に、信じられないぐらい真剣に、イドラがスバルにそう言ってくる。

　でも、そんな風に真剣に言われても、スバルの混乱は大きくなる一方だ。なんで、ここでスバルの父親の話になるのか、本当にさっぱりわからない。

　スバルの父親は、それはそれは尊敬すべきスバルの憧れそのものだが──、

「でも、普通のサラリーマンだぜ……？」

「誤ご魔ま化かすんじゃねえ！　もうわかってんだ！　お前、皇帝閣下の隠し子だろ!?」

「────」

　この場で役立つ情報ではないと、そう説明しようとしたスバルの声を、ヴァイツに羽は交がい絞じめにされるヒアインの声が塗り潰した。塗り潰したが、塗り潰すのに使った絵具の色が濃すぎて、出来上がった絵が何なのかがスバルの頭では理解できない。

　今、ヒアインはなんて言ったのか。

「……俺が、皇帝閣下の、子ども？」

「ああ、そうだ！　島の外じゃ、その話で持ち切りだってよ！　黒髪に黒目、あのヴィンセント・ヴォラキア皇帝閣下の落とし胤だねが、国のどっかにいるって！　それが……」

「──シュバルツ、君なんだろう」

　ヒアインの言葉を引き継いで、イドラが静かな声と目で、スバルに言った。

　その、縋すがるようなヒアインの目と、信じ切ったイドラの目、この状況で笑えない冗談を言ったわけじゃない二人の様子に、スバルはヴァイツを見た。

　ヴァイツは、その刺いれ青ずみで覆われた顔を歪ゆがめて、

「言ったはずだ……。お前が何者なのかはわかっている……。だが、どうだろうと、オレはお前に力を貸す、と……」

　神妙な、この状況じゃなかったら、もっと胸を打っていた言葉だった。

　あのときの、下層でスバルにそう言ってくれたとき、ヴァイツがどのぐらいの覚悟でそれを言ってくれていたのか、その重みが今になってはっきりわかる。

　それが、全く見当違いの考えからきていたことも。

「ま、待て、待ってくれ……俺が、皇帝の子どもなんて、なんで」

「その幼さから想像のつかない判断力、指揮能力、生存力。『スパルカ』で私たちを、そしてヒアインの仲間を助けたのは君だ、シュバルツ」

「それは……」

　スバルが、自分の持てる能力を駆使して運命に抗あらがったのは本当のことだ。

　でも、まさかそれがイドラたちに、そんなとんでもない誤解をさせることになるなんてちっとも考えていなかった。

「タンザ、お前はなんでみんなに違うって……」

「──シュバルツ様、私はこの目で見ています」

「──ぁ」

「シュバルツ様が、皇帝閣下とご一緒されていたところを」

　静かに、キモノの裾を押さえながら言い切ったタンザにスバルは息を呑のんだ。

　彼女が言っているのは、カオスフレームでのことだ。確かにスバルは、小さくなった状態で、馬鹿みたいな仮面を付けたアベルと一緒にいた。

「でも、オルバルトさんと組んでたなら、俺のことは知って……いや」

　タンザはオルバルトと共謀し、あれこれと仕組んでいたというのがスバルの推測だ。

　たぶん、ヨルナを守るための行動だったと思うから、それを責める気はあまりない。そしてオルバルトは、たとえ共犯相手でも自分の手の内は明かさないだろう。

　タンザは、スバルが『ナツミ・シュバルツ』が縮んだ姿と、知らないのだ。

「なら、タンザは俺をなんだと……？」

「──。あの、黒髪の女性と、皇帝閣下との間の」

「────」

　絶句する。

　それ以上をタンザは言わなかったが、彼女が何を考えたのかはわかった。わかった上でスバルは絶句し、そして、弁明が難しいことも理解した。

　何も証拠を提示できない。今ここで、スバルが急にでかくなる以外の方法がない。

「……皇帝の隠し子なんて話、どうして外で話題になってるんだ？」

「──。今、島の外では皇帝閣下への反乱が起こっているそうだ。その反乱軍の、旗頭とされているのが……」

「皇帝の隠し子？」

　スバルの疑問に、イドラが頷うなずいた。

　それで、スバルの中でも一応の理屈が繋つながる。皇帝と、その子の権力争い。──島の外で、アベルたちの始めた戦いはそういう話になっているのだ。

　真実は、本物の皇帝と偽皇帝の戦い。

　でも、知られているのは本物の皇帝と、皇帝の息子をトップにした反乱軍との戦い。

　誰がどうやって、そういう図式にしたのか、想像もついた。

「あの野郎……！」

　すぐに、アベルが用意した状況、わざと広めた風聞だとスバルは理解する。

　そしてそれが、アベルの嫌がらせではなく、この内紛自体の大義名分にしたり、カオスフレームからいなくなったスバルを探す意味もあるのだろうとも。

　スバルが死んでいないと、そう考えているからこその作戦だとは思う。口が裂けても、スバルが死んでいないと『信じている』とは言わないが。

　──そして悔しいことに、それが役立つ可能性があると、そうも思えてしまった。

「────」

　黙り込んだスバルに、タンザたち四人が注目している。

　こうしている間も、治癒室の外──島内のあちこちで戦いが起こり、剣けん奴どたちが危険な状態に陥って、あるいは命を落としている真っ最中だ。

　黙って、落ち着いて、時間をかけて、考えている余裕なんて、どこにもない。

　だから──、

「──シュバルツ様」

　時間がないと、わかり切ったことを、それでも教えるためにタンザが呼ぶ。

　その呼びかけに、ほんの少しの畏れ多さみたいなものが込められているのを感じて、スバルは『合』の、みんなの顔を見回した。

　見回して、決めた。──今の状況での、最善と思える選択をすることを。
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　──風向きの変化を感じて、トッド・ファングは静かに自分の顎を撫なでた。

「──嫌な感じだな」

　執務室で聞き分けのない総督の頭を吹き飛ばし、文字通り、島の頭を挿すげ替かえてやった形だが、どうにもその後の動きが鈍い感じがある。

　もちろん、島の関係者を全滅させるだけなら、アラキア一人で過剰戦力だ。

　あの、自分で考える頭を持たない『九神将』は、頭の軽さと裏腹に絶大な力の持ち主であり、その気になれば島の全部を炎で包むこともできる。

　それをされるとトッドが困るので、やらないように言ってあるが。

　そもそも──、

「俺はこんなところ、くるのは御ご免めんだったってのに」

　必要だと判断した行動がことごとく裏目に出て、トッドは苦い気分を噛かみしめる。

　城じよう郭かく都と市しで囚とらわれのアラキアを助けたときは、都市を落とされた失点の回復と、彼女にくっついて帝都に戻り、前線からの配置転換を叶かなえてもらうのが目的だった。

　実際、配置転換自体は叶ったと言えるが、叶い方が期待と違う。

　トッドは、部下を持たないアラキア一将の唯一の部下として登用された。

　全てはアラキアを謀たばかるためについた、一個の嘘うそが原因で。

「ジャマル、死んでも迷惑な奴やつめ」

　トッドの嘘が招いた事態だが、アラキアはトッドがジャマルの敵討ちを望んでいると信じて疑っていない。彼女を怒らせる恐れから、今さらそれを否定もできない。

　結果、トッドはアラキアの部下にされ、彼女に命令する帝国宰相、ベルステツ・フォンダルフォンの手先となって、剣けん奴ど孤島へと送り込まれる有様である。

　ベルステツからは、目的は島の内患の処分と、そのための手段を総督であるグスタフが有していると聞かされていた。楽な仕事のはずだとも。

「──まぁ、信じちゃいなかったが」

　首をひねり、トッドは死体の散乱する通路を歩きながら呟つぶやく。

　倒れている死体はことごとく、みすぼらしい格かつ好こうをした島の剣奴たちだ。それが互いに争い合った結果なのか、アラキアの暴力か、剣けん闘とう獣じゆうの残虐さかは興味がない。

　死体は死体、死んでいれば頭から消していい。

「ファング上等兵、ここまでやる必要が……」

「あるに決まってるだろ。グスタフ総督がやられたんだ。剣奴連中は組織立って準備をしてた。武装蜂起で島をひっくり返す目算だ。誰が抱き込まれてるのかはわからないが、お前さん、敵とそうでない奴の区別がつくのか？」

「う……」

　トッドの問いかけに、同行させている二人の看守が押し黙った。

『スパルカ』の宣言後、執務室に駆け付けた看守のうちの二人だが、呪じゆ則そくに怯おびえて従ってくれるものの、微妙に良識を残している風なのが扱いづらい。

　全部トッドがやらせているのだから、トッドのせいにしていればいいだろうに。

「真人間ぶるのはやめろよ。第一、ここで看守なんてやらされてる時点で、お前さんもお隣さんも脛すねに傷がある立場だろう。制服以外、連中とほとんど変わらない」

「──っ」

「ただ、その制服が安全弁だ。ちゃんと、それを噛みしめておけばいい」

　命令無視や隊内での暴行、鉄の掟おきてに従えなかった半端者の流る刑けい地ちが剣けん奴ど孤島であり、ここの看守は全員、一つ間違えば剣奴になっていておかしくない経歴の帝国兵だった。

　呪じゆ則そくで命を縛られ、それでようやく人に従うことを知った物覚えの悪い連中。それで半端に人間ぶるのだから、存在が矛盾しすぎていて意味がわからない。

「剣けん闘とう獣じゆうだけ手に入れば、いっそいない方が計算が楽なんだがな……」

　頭一つ飛び越して、剣闘獣だけ手に入れば看守なんてまとめて処分してもいいのだが、そういうことが起こらないよう、間に看守を挟んでいるのだろう。

　おそらく、それも死んだグスタフの安全弁か、彼が頑かたくなに従った皇帝閣下の命令か。

「進んで戦争したがる奴やつも、それを受けて立つ奴もどうかしてる。頼むから、俺とカチュアの平穏を乱さないでくれよ……」

　城じよう郭かく都と市しで起こった反乱の兆しも、その後の魔都カオスフレームの出来事も、いずれもトッドにとっては煩わしい騒音でしかない。

　住みよくなるなら帝国のてっぺんが変わってもいいし、ならないなら今のままでいい。

　何事も起こらず、愛いとしい女との日々が続けば、それで──。

「──嫌なこと思い出したな」

　反乱を思い起こしたことで、トッドの脳裏を過よぎったのは恐ろしい存在だった。

　戦争を愛し、戦争に愛されたとでもいうべき『戦争の申し子』。できれば激しい戦いの途上で死んでいてほしいが、実際のところはどうなるか。

　立場上、反乱軍に与くみしているなら、その災さい禍かが広がったとき、奴は現れる。

　奴が暴れるというなら、そのときにはカチュアと共にそこから離れて──。

「──トッド・ファング!!」

「────」

　高い声に名前を呼ばれたとき、トッドは何な故ぜか、胸がざわつく感触を覚えた。

　まるで、頭に浮かべた懸念が、これ幸いにと現実味を帯びたかのように。

　そして──、

「……何考えてんだ、お前さん」

　振り向いて、自分を呼んだ相手を見たトッドは感想に困った。

　上層エリアの渡り廊下、砦とりでじみた建物同士を繋つないだ通路だが、その突き当たりに現れたのだ。この島の全部を敵に回し、追われているはずの少年が。

　黒髪の、目つきの悪い子どもだ。あちこちを血や泥で汚しているが、手足は全部くっついているし、失ったものはないように見える。

　つまり、アラキアも看守たちも、こぞって少年を見逃したというわけだ。

「運がいい、なんて言葉じゃ言い表せない何かがあるのはわかる。けど、わざわざ何しにここに顔を見せた？　理屈に合わんだろ」

「────」

「頼れる仲間がいるから無敵、ってわけでもなさそうだ」

　言いながら、トッドはその少年の周囲、彼と一緒にやってきた四人の姿を見る。

　灰色の蜥と蜴かげ人びとと、全身に刺いれ青ずみの入った男。二人と比べると目立った特徴のない中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいと、何な故ぜかキモノ姿の鹿しか人びとの小娘だ。

　トッドの目から見ても、その四人が特別優れた力の持ち主とは思えない。雰囲気からして全員素人、刺青の目つきと、鹿人の立ち方だけ注意がいる。

　刺青は躊躇ためらいがないのと、鹿人は妙な自信があるようだった。

　そして──、

「お前さんの目つきは判断がつきづらいな。自信があるのかないのか……」

「トッド、投降しろ。それで、あの女の人……アラキアにも、やめさせるんだ」

「──。とりあえず、理由を聞くが？」

　無む茶ちやで、聞く意味のない要求を投げられ、トッドは眉を寄せた。

　とりあえず、興味がある素振りで話の先を促してやり、その間にトッドは横に控える二人の看守に無言で手信号を送る。

　二人の看守が連れているのは、それぞれ黒い大おお鷲わしと岩の塊のような蛙かえるの剣けん闘とう獣じゆうだ。

　こうして少年たちと対たい峙じするトッドたちのすぐ横、通路の外では空を大鷲が、壁を蛙が這はいながら、相手との距離をじりじりと埋めていく。

　剣闘獣が奴やつらを仕し留とめ、呪具を回収できればそれが最善。

　もちろん、呪具をどこかに隠している可能性もあるので、面めん倒どうは残るだろう。ただ、ここで少年と蜥蜴人を片付ければ、ひとまず話は早い。

　アラキアがいれば、もっと容易たやすい話なのだが──、

「どこで引っかかってる……？」

　まさか、アラキアに限って剣けん奴ど狩りが楽しくなっている、ということはないだろう。

　兵士の中には殺しを楽しむ奴もいるが、アラキアはそういう類のものではない。アラキアは大事な相手に尽くすのが目的の兵士で、それ以上でも以下でもない。

　肝心の仕事を果たせないということは、何かしらの邪魔にあっていると考えるべきだ。

　しかし、もしそんなことができるものがいるなら、事情が変わる。

「それで、何の話を聞かせる？」

「簡単な話だ。──この島の呪じゆ則そくを支配する呪具は、俺の手元にある」

「な……!?」

　肩をすくめたトッドに答える少年、その言葉に二人の看守が動揺する。

　彼らがトッドに従っている最大の理由が呪則なのだ。それは当然の反応だろう。

　しかし、トッドは「ハッタリだ」と切り捨てて、

「くだらない駆け引きだ。第一、呪具だと？　そんなものがあるなら……」

「──これだ」

「おいおい」

　見せてみろ、と要求するまでもなく、少年が自分の懐から出したものを突き出した。

　手にした時間は短かったが、その禍まが々まがしさは見間違えられるものではない。

　──あれは、グスタフが体内に仕込んでいた呪具、本物だ。

　トッドなら、間違いなく島のどこかに隠して、その在あり処かも含めて交渉材料にする。

　そうしないで現物を持ってきたのは、いったい何が目的なのか。

「そんな汚い球がなんだ？　まさか、それで呪じゆ則そくを発動できるとでも？　だったら、試しにやってみろよ。邪魔な看守を減らしてみろ」

「な!?　や、やめろ！　そんなことされたら……」

「言ったろ、ハッタリだ。それとも、帝都の使いの言葉が信じられないのか？」

　狼狽うろたえる看守に重ねて伝えてやると、看守が青い顔で押し黙った。

　その反応が、少しだけトッドには引っかかる。呪具だと黒い球を見せられ、その真偽を疑って不安になる気持ちはわかるが、反応がおかしい。

　まるで看守たちには、あの子どもたちの──否いな、子どもの言葉を、ただのハッタリだと切り捨てられない理由が、根拠があるかのような反応で。

「なんだ？　あの子どもに問題が──」

「──神妙に、聞き入りなさい、無礼者」

　引っかかりの答えを求め、トッドが看守を問い詰めようとする。が、それよりも早く高い声が通路に響いて、こちらの注目を鹿しか人びとの少女が集めた。

　彼女はキモノの袂たもとをくるくると腕に巻くと、そっと傍かたわらの少年を手で指し示し、

「あなたも島外からきたのであれば、すでに耳に入っておいででしょう。現在、この帝国全土を揺るがしている大乱、そこに流れる噂うわさの数々を」

　凛りんと、勇壮さすら感じる少女の訴えに、トッドは片目をつむった。

　島の中で情報を手に入れる手段をどう確保したかはともかく、少女の言う通り、あれやこれやと好き放題に世間は噂する。

　反乱軍に関しても、すでに『九神将』の一人が与くみしたなど様々な話があった。

　中には、大いに馬鹿馬鹿しいものもあったが──。

「おい、まさか」

「──こちらにおわす御お方かたこそ、帝国を揺るがす事態の中核。誤った帝国の在り方を正すために立ち上がられた、正統なる資格を有するやんごとなき御方」

　一拍、そこで間を置いた少女が、こちらを見た。

　その丸い瞳の奥に、トッドの心中に生じた懸念を膨れさせる思おも惑わくが垣かい間ま見みえて──、

「──ヴィンセント・ヴォラキア皇帝閣下の御ご子し息そく、ナツキ・シュバルツ様です」

　呪具を手にした、皇帝閣下の落とし胤だね。

　そんな馬鹿馬鹿しい話を、これ以上ないほど堂々と語って聞かせた鹿人の少女。

　まるで元々、こうした場面に居合わせる経験が豊富なような立ち振る舞いは、馬鹿馬鹿しい話を真実ではと疑わせる、そんな説得力を伴っていた。

　確かに、馬鹿げた噂にはそんな話があった。

　反乱軍の旗頭が、黒髪黒目の皇帝閣下の落とし胤だねだと、そういった風聞だ。もちろん、常識のある帝国兵は一笑に付す話で、真面目に取り合うのも馬鹿らしいが。

　もしいたなら、面めん倒どうなことになるとトッドも考えた。

　だが、それがこの島に、たまたまいるなんて事態は、考えるだけ馬鹿らしい話だ。

　しかし──、

「──っ」

　息を呑のみ、顔色を変えた看守たちの反応をトッドは見過ごさなかった。

　彼らは噂うわさを知っていた。知っていて、疑惑の芽を胸の中で育てていた。そして、その疑惑の芽がここで、グスタフの死と呪具の確保、少女の口上で芽吹いた。

　あの少年、ナツキ・シュバルツが皇帝の落とし胤という幻想を、芽吹かせたのだ。

　故に──、

「さあ、看守の皆様、速やかに──」

　少女が、立て続けに何かを口走ろうとした。

　その少女の要求が伝えられるよりも早く、トッドは自分の腰に手を回し、抜き取った斧おので会心の一撃──並んだ二人の看守が首を刎はねられ、頭を割られて即死する。

　くだらない噂に振り回され、動揺したままあちらに与くみするのは防いだ。

　そして──、

「──やれ!!」

　刎ね飛ばした看守の首に追いついて、トッドはその頭を思いっ切り前に蹴飛ばす。血を撒まきながら飛んでいく頭が、目を見開いた少年たちの方に向かう。

　その行いに何の意味があるのか、理解の及んでいない彼らへ目掛け──、

「────ッッ!!」

　次の瞬間、通路に真横から突っ込んだ黒い大おお鷲わしの巨体が、飛んでいった看守の頭ごと、その周囲にいた少年たちを破壊に呑み込んでいった。
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　──ヴァイツ・ログンは、自分が人並みな生き死にをできると思っていない。

　とかく、世の中というものは人並みという言葉を過小評価している。

　人並みというのは、普通や平凡、目立ったところのないという意味で使われるが、そんなのはそれこそ人以下の存在からすれば、雲の上の基準だ。

　鉄血都市『グララシア』、それがヴァイツの生まれ育った故郷の名前だ。

　帝国全土で使われる武器や防具、戦いに必要な道具の数々が製作され、日夜他人を傷付けるための武具作りに精を出す職人が鋼を鍛えるイカれた街である。

　住民の半分ほどは何らかの形で武具作りに関わっており、ヴァイツもそうだった。

　もっとも、物心ついた頃には親はなく、職人の工房で黙々と雑用に励むヴァイツには、仕事への誇りも関心もない。ただ、食っていくための仕事だ。

　付き合いが悪く、何を考えているかわからないヴァイツを働き者と呼ぶものもいたが、大抵の人間はヴァイツのことを得体の知れない不気味な奴やつと思っていただろう。

　ヴァイツも、それで構わなかった。誰かと馴なれ合あいたいとは思わない。

　生まれたときから一人だったのだから、死ぬときも一人で当然だろうと。

　そんな、他者に無関心の刹那的な生き方が嫌われたのだろう。

　出入りしていた工房で、仕入れた資材が横流しされている疑惑が生じたとき、真っ先に疑いの目を向けられたのがヴァイツだった。

　一人で行動することが多く、庇かばってくれる関係性の相手も皆無だったヴァイツに、かけられた疑いを晴らす手段はなかった。

　結局、冤えん罪ざいを晴らすことはできず、ヴァイツは身に覚えのない罪で裁かれ、罪人となった。──最初に入れられた刺いれ青ずみは、一目で罪人を見分けるための刑罰の証あかしだ。

　自分の両腕の肘から先、鋼の鍛造で常に熱気に包まれる都市で、袖の長い服を着ているものなどいないから、刺青は常に剥むき出だしだ。

　仮に袖の長い服を着ても、後ろめたいことがあるからだとすぐにバレる。

　罪人の証を入れられた時点で、もはや以前と同じ暮らしは送れなくなった。

　それまでも上等な暮らしではなかったが、『人並み』を手放したのはそのときだ。

　真っ当に運営される工房の仕事はできなくなり、日銭を稼ぐためにヴァイツは盗みに手を染めて、資材の盗難や横流しを始め、結局本当の犯罪者になった。

　──要するに、罪はあとから追いついてきた。

　横流しを疑われ、誰もヴァイツの言い分に耳を貸さなかったとき、ヴァイツは罪人ではなかった。だが、その後、結局ヴァイツは罪人になった。

　なるべくしてなったと、そういう話なのだろう。

「オレがおぞましいものなら、それでいい……」

　刺青を入れられて罪人となり、誰の目から見ても『人並み』を外れた自分。

　それではまだ足りないと、腕だけでなく肩に胸に、刻まれた罪人の証を自分で大きくしていく。やがてそれは上半身を覆い、足に、そして顔と頭にまで及んだ。

　腕の刺青は罪人の証、だが、全身の刺青は近付いてはいけない危険の証だ。

　全員、恐れ怯おびえて道を空けろ。かつての、誰もに見捨てられて罪人に落ちた情けない男はもうおらず、いるのは失うモノのない厄介な『人以下』だけだ。

　だから──、

「──止まれ、罪人が！　タダで済むと思うな！」

　都市の衛兵に囲まれ、武器を向けられたヴァイツはすぐに投降した。

　足下に血ち塗まみれで倒れているのは、かつての工房──ヴァイツが初めて罪人となった場所で、職人の見習いとして働いていた男だ。

　耳を食い千切られ、血と涙を流しながら泣き叫んでいるその男こそが、あの日、ヴァイツに被かぶせた冤えん罪ざいの犯人だと、酒の席で漏らしたという噂うわさを聞きつけ、報復した。

　口に含んだ耳を吐き捨てて、ヴァイツは衛兵に捕らえられ、牢ろうに入れられた。

　鉄血都市では札付きと知られたヴァイツだ。救いの道なんて与えられず、程なく決まった処遇は犯罪奴隷として、悪名高き剣けん奴ど孤島へ送られることだった。

　逆らう気力もなく受け入れた。抗あらがう意思もなく、湖を渡った。

　送り込まれたその場所で、同じ境遇の貧相な奴やつらと組まされ、世にも恐ろしい魔獣と戦う儀式への参加を余儀なくされた。

　どうあろうと構わない。死ぬつもりは毛頭ない。

　たとえ、誰を犠牲にしたとしても、出し抜いてでも、生き延びて、いつか。

　いつか、『人並み』の──。




「──ヴァイツ！　剣を取れ！　お前が頼りだ!!」




　──『人並み』の、人間として、扱われたかった。
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「庇かばえ……！」

　くるくると、蹴られた看守の頭が血を撒まきながら飛んでくるのを見た瞬間、ヴァイツはすぐ横にいたシュバルツをタンザに突き飛ばしていた。

　このキモノ姿の少女には、見た目に反した強い力がある。しかし、その心が力にうまくついてこれていない。──体は弱いが、心の強いシュバルツとはいい組み合わせだ。

　だからこの瞬間、体は強いが心は弱いタンザに彼を突き飛ばしたのは正解のはずだ。

　そして、それをしたヴァイツ自身は──、

「お、おおおお……っ!!」

　前に走り、飛んでくる看守の頭を振り上げた腕で通路の床に叩たたき落おとす。

　一瞬で味方の首を刎はね、それを蹴り飛ばすという衝撃的な行いでヴァイツたちの思考を停止させる策──だが、それだけとは思えない。

　事実、ヴァイツ以外の四人の判断は一拍遅れたが、ヴァイツは動けた。

　シュバルツがあれだけ警戒する男の狙いが、それだけとは思えない。

　そう、ヴァイツが考えた次の瞬間だ。

「──ッ!?」

　正面、斧おのを手に踏み込んでくる男を睨にらむヴァイツの真横で、通路の壁をぶち壊しながら黒い怪鳥──剣けん闘とう獣じゆうが突っ込んできたのだ。

　それはヴァイツの半歩後ろの壁を砕いて、島上層の通路を真横に蹂じゆ躙うりんする。

　ヴァイツたちを狙った、空を飛ぶ剣闘獣による攻撃──否いな、違う。剣闘獣には違いないが、その鳥が狙ったのはヴァイツたちではなかった。

「────ッッ!!」

　壁を砕いて現れた怪鳥、その嘴くちばしが貫くのは床に転がった看守の頭だ。

　首を斬られた看守の頭、それを狙って怪鳥は通路に突っ込んできた。その意味はわからないし、考えている暇もない。

「お前を……っ！」

　半歩後ろで起こった凄すさまじい衝撃、背中に爆はぜた壁の破片や剣けん闘とう獣じゆうの鋭い翼の傷を負いながら、ヴァイツは歯を噛かみしめ、男から視線を外さない。

　シュバルツの素性を聞いて、ひれ伏すどころか殺意を高めた男──ヴァイツの、刺いれ青ずみで作った見せかけの危うさと違う、本物の脅威だ。

「────」

　前進するヴァイツを見て、男がその目を残酷に細めた。

　何も言わなくても、その目つきだけで相手が自分を殺す気だとわかる。そのまま男が斧おのを振り上げるのに合わせ、ヴァイツは自分の左腕を上げた。

　最初に刺青を入れられ、罪人の証あかしとなった腕で、放たれた男の一撃を受ける──。

「ぐ、ぎ……ッ」

　容よう赦しやなく、振り回される斧がヴァイツの頭を左から狙った。

　上げた腕をその軌道に割り込ませ、ヴァイツは縦ではなく、横にした腕を斧の刃に合わせる。命中の瞬間、肘の骨が砕け、二の腕と肩の骨も肉ごと押し潰される。

　衝撃と痛みで視界が真っ赤になり、左腕が刺青と全く違った色でどす黒く染まった。

　だが──、

「耐えたぞ……っ」

　待ち構えるのではなく、踏み込んだことで斧の威力がわずかに弱まった。

　それがヴァイツの頭を砕かせず、命を終わらせなかった最大の理由。異常と、そう言われるような度胸は元々あったが、それに見合った判断力はなかった。

　度胸と判断力が合わさったのは、自分以上に無鉄砲な子どもと出会った結果だ。

　故に、その出会いがヴァイツに耐える力を与えてくれて──、

「耐えてないぞ」

　左腕を壊され、残った右腕で男を取り押さえようとした瞬間、男の姿が消えた。

　──否いな、男の姿は消えたのではなく、見えなくなったのだ。

　視界の外側に入られると、暗くぼやけた空間に相手の姿は見えなくなる。

　あれと同じようなことが起こった。だが、おかしい。おかしかった。急に、ヴァイツの視界の右側、そこに見えない部分が一気に広がって。

　まるで、ヴァイツの視界の右側が、急に何かに潰されたみたいに。

「ヴァイツ──!!」

　消えた男の姿が見つからないまま、違和感を抱えるヴァイツを誰かが呼んだ。

　ゆっくりと、後ろを振り返ると、壊れた通路と噴煙があった。そして、通路を壊した怪鳥の首を、消えた男が振り下ろした斧おので刎はね飛とばす姿が。

「────」

　その、怪鳥の首を刎ねる男の向こう、崩れかけの通路の上に四人が見えた。

　後ずさり、尻餅をついているものもいるが、全員、怪鳥の横よこ槍やりは免れたらしい。そのことに安あん堵どする自分に、ヴァイツは少し驚いた。

　驚きながら、呆ぼう然ぜんとこちらを見ている彼らに、一言かけてやりたくなる。

　壊れた左腕が痛い。何な故ぜか、顔の右側も痛くなってきた。

　その痛みで、どうしてか遠くなりかける意識を引っ張り寄せながら、

「初めてだった……」

「ヴァイツ……！」

「オレを、信じると、そう言った奴やつは……」

　呟つぶやいて、ヴァイツは胸の内につかえるものが、それだったのだと理解した。

　理解して、膝から力が抜けて、その場に倒れて。

「ヴァイツ──!!」

　またしても、感情的に自分の名前が叫ばれるのを聞きながら、目を閉じた。

　なんだかやけに、いい気分だった。
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第六章　『イドラ・ミサンガ』
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　倒れたヴァイツの下へ駆け寄るのを、伸びてくる細い指に止められる。

　キモノ姿の少女は涙目で、振り切ろうとするスバルの体を決して離そうとしなかった。

　そして、その指を振り切るより早く、通路の天井が崩落する。

「────ッッ」

　耳を引き裂くような不細工な鳴き声と、崩れる天井がヴァイツの真上に降り注いだ。

　重量に負け、通路を押し潰したのは灰色の巨大な蛙かえるの魔獣だ。それが崩した天井ごとヴァイツの上に落ち、ひび割れる床ごと通路の一部が丸々落ちる。

　その左腕に斧おのを受け、右目をナイフで刺されたヴァイツの体ごと、落ちる。

「ヴァイツ──っ!!」

　崩れ落ちる通路と消えるヴァイツの姿に、スバルは絶叫する。

　ヴァイツが落ちた。スバルたちを守ろうと、前に飛び出したヴァイツが。早く、早く飛び降りて助けないと。ヴァイツを、助けにいかないと。

「二匹目ごと落ちてくれたのは運がよかった。魔獣は殺すのも一苦労だ」

　そうして、頭がしっちゃかめっちゃかのスバルの前で、斧を担いだトッドが呟つぶやく。

　彼の足下に、首を刎はねられた大鳥の魔獣が転がっている。おそらく、死んだ看守が従えていた剣けん闘とう獣じゆうは、通路に横から突っ込んできたあと、トッドの手で殺された。

　起こった出来事が急ぎ足すぎて、頭の中が何な故ぜだらけで埋まって消化できない。

　殺したトッドも死んだ看守も、魔獣も通路の崩落も、何もかもわからない。そいつらの処理が終わらないと、別のことは考えられない。──ヴァイツのことも。

　ヴァイツに何が起こって、彼がどうなったのか、とても考えられな──、

「──魔獣ってのは、角を折った奴やつの死体を食うんだよ」

　不ふ意いに、手にした斧で床を叩たたいて、トッドがスバルたちにそう言った。

　まだ、目の前の状況を受け止め切れないスバルも、スバル以外の三人も、そのトッドの言葉に息を呑のんで、彼から目を離せなくなる。

　トッドはそのスバルたちの視線を受けながら、足下の死体を斧で小突いた。

「角を折ると魔獣を従わせられるが、命令されてる間、さぞ鬱憤が溜たまるんだろうな。そいつが死ぬと、魔獣は腹いせに死体を食う。気持ち悪いだろ」

　肩をすくめたトッドが語るのは、知られざる魔獣の気色悪い生態だ。

　どうやってそれを知ったのか知りたくもないが、それで起こった出来事の説明はつく。

　あの大鳥が通路に突っ込んできたのは、首を刎ねられた看守の死と、その死体をトッドが目くらましに利用したからだったのだ。

　死体を狙う魔獣の習性を使い、看守の首ごとスバルたちを大鳥に狙わせようとした。

　でも、そうはならなかった。何な故ぜなら、何故なら、何故、なら──。

「あんな見た目で仲間想おもいの奴やつだったな。──だから死んだ」

「──ぁ」

　トッドらしくない、起こった出来事の丁寧な説明。

　何も聞かせず、知らせず、教えず、一切情報を与えないで殺すのがトッドの流儀。それなのに、どうして今だけはぺらぺらと何でも話したのか。

　聞かせて、わからせて、スバルの頭を整理させて、次の考えに向かわせるためだ。

　起きた出来事の疑問が解決したら、次は、考えなくちゃいけない。

　──ヴァイツが、もうどうしようもないぐらい、死んでしまったことを。

「あ、ああああ──っ!!」

　死んでは、いけなかった。ヴァイツは、死んではいけなかった。

　スバルたちを守ろうとして、この恐ろしいトッドに立ち向かってはいけなかった。歯向かえば殺されるこの怪物に、歯向かってはいけなかった。

　だって、今ここで死んでしまったら──。

「ようやく、ガキっぽい顔になったな」

　ヴァイツの死を理解した瞬間、スバルの頭が激しい後悔で埋め尽くされた。その反応に狙い通りと微笑ほほえむトッド。彼の目的は、スバルの心を砕くことだった。

　ヴァイツの死と向き合わせ、得体の知れない敵から、血の通った人間に戻すために。

「シュバルツ様──！」

　頭が真っ白に染まったスバル、まだ精神的に立ち直せていないヒアインとイドラ。その三人に先んじて動けたのは、またしてもタンザだけだった。

　斧おのを振りかざし、飛び込んでくるトッドからスバルを庇かばい、タンザが両手を広げる。

　だが、そのタンザの行動にトッドは顔をしかめて、

「やることちぐはぐだぞ、お前さん」

「え」と目を丸くしたタンザの眼前、膝を落として彼女の視界から消えたトッドは、少女の股下に腕を差し入れ、力任せに振り上げた。

　途端、タンザの小さい体が真横に、大鳥が壊した壁の大穴へと放り投げられる。

「遊んでこい」

　子どもとは思えない身体能力があっても、物理法則の壁は越えられない。女の子一人分の体重しかないタンザの体は、為なす術すべなく建物の外に投げ落とされた。

「あ──」

　風に呑のまれて消えたタンザ、その悲鳴がどんどん下に遠ざかっていく。

　戻ってはこられない。無事かどうかも、もはや。

「皇帝閣下の……」

「うん？」

「皇帝閣下の御お子こだぞ!?　正気なのか!?」

　唯一、動けたタンザがいなくなり、無防備になるスバルたちの中でイドラが叫んだ。

　目を血走らせ、人の好よさがにじみ出る顔を怒りに燃やしたイドラは、スバルがヴォラキア皇帝の落とし胤だねだと、そう『嘘うそ』をついても揺るがなかったトッドを責める。

　責められ、トッドは首を傾かしげた。──そして、イドラの頭に斧おのを振り下ろした。

「うわああ!?」

　頭を割られる寸前、服を引っ張られたイドラが尻餅をつく。引っ張ったのはスバルだ。トッドに交渉なんて通用しない。わかっていたのに、馬鹿な真ま似ねをした。

　無理だった。最初から、この脅し自体うまくいくはずがなかったのだ。

　なのに、スバルは安直な選択肢に頼ろうとして、全部台無しにしてしまった。

「よけられたか、失敗失敗。ただし──」

　斧を空振りしたトッドが、呆あきれた顔を横に向けた。その視線の先にいるのは、尻餅をつくイドラとスバルの傍かたわら、周囲の風景に擬態したヒアインだ。

　壊れた床や壁に溶け込んで、ヒアインの姿は完全に見えなくなっている。

　でも、瞬間移動したわけじゃないのだから。

「目の前で消えてどうすんだ」

「きょうだ──」

　トッドと目が合って擬態が乱れ、ヒアインが何かを叫ぼうとした。

　それが言い切られるよりも、トッドの斧の一撃の方が早かった。肩から胸下まで一息に斬られ、赤い血をぶちまけながらヒアインの体が通路に倒れ込む。だくだくと血の流れる体の擬態が解けて、灰色の蜥と蜴かげ人びとの死体が惨状に加わった。

　ヴァイツが死に、タンザが捨てられ、ヒアインも殺された。

　次々と、スバルの目の前で、そして──、

「け、決闘だ……っ」

「────」

「君も、戦士なら、決闘を受ける心構えがあるはずだ！」

　震える声で、殺されたヒアインの死体から目を離し、立ち上がるイドラが訴える。

　それは、イドラの嘘だった。最初の『スパルカ』でついたのと同じ、嘘だ。あのときはスバルたちを騙だまそうとし、今この瞬間は自分を騙そうとする、嘘。

　スバルの安直な嘘とは違う、嘘という名の彼なりの理想に従って。

「君に、決闘を──」

「わ！」

　そのイドラの、理想が過ぎるかもしれない理想は裏切られた。

　必死で懸命な、馬鹿げて聞こえるかもしれないイドラの高潔な抵抗、それをトッドは大きな声で遮さえぎって、虚勢だろうと強く在ろうとしたイドラの虚を突いた。

　そして、そのひねり出した虚に向けて、刃やいばを差し込む。

「戦士じゃなくて、兵士だ」

　膝をつくイドラの震える手が、自分の喉に突き刺さったナイフに触れる。

　問答無用でナイフを突き立てたトッドは、自分の首からそれを抜こうとするイドラを見下ろし、容よう赦しやなく斧おのを振り上げた。

「せーのっ」

　卵が割れる音がして、イドラの体が血ち溜だまりに倒れ込んだ。

　ヴァイツが死んで、ヒアインが死んで、今、イドラも死んだ。投げ落とされたタンザも戻ってこない。下には、通路と落ちた大おお蛙がえるもいるはずだ。そのせいかも。

　もう、この島には誰も、誰も生きてはいないのかも──。

「実際のところ、どうなんだ？」

「え……」

「お前さん、本当に皇帝閣下の子どもなのか？」

　虚うつろな目でへたり込むスバルの頬ほおを、トッドがナイフの腹でぺたぺた叩たたく。

　イドラの首から抜いたナイフだ。それで頬を叩かれるスバルは、トッドがその質問をするために、自分を最後の一人になるまで生かしておいたのだと理解した。

　ちゃんと、嘘うそにも効果があった。トッドは、皇帝の子どもの可能性も考えていたのだ。

「なら……」

「うん？」

「なんで、投降とか、しない？　俺が、皇帝の……」

　息子の可能性を考えたなら、手を止める余地だって十分あったはずだ。

　スバルがこの作戦に、タンザたちの勘違いにそのまま乗っかったのは、『合』の仲間たちのメンタルを立て直せる一番の方法だと思ったのと、一いち縷るの望みがあったから。

　トッドなら、殺し合うより、生き残るために白旗を上げることを選ぶ可能性が。

　でも、結局スバルは仲間を全員死なせ、トッドに命を握られていた。

「なんで、なんだ？　お前は……」

「そりゃ投降なんてして、適当に理由付けて殺されちゃ敵かなわんだろ」

「────」

「事の真偽は、こっちが有利な状況にしてから聞いた方がいいに決まってる。ちゃんと考える余裕ができるし、判断を間違えにくい。──何より、安心できる」

　最後の理由、それが一番重要そうなトッドの言い方に、スバルは息を吐いた。

　安心や安あん堵どを求め、多くを望まないで効率を重視する。それがトッドの行動理念で、人並みとも言える考えなのに、どうしてこんな血ちな腥まぐさい光景が出来上がるのか。

　信じたくないことに、争い事が嫌いだと、そう語るトッドの言葉は信じられるのだ。

　それなのに、どうして──、

「──もう一個、実は気になってることがある。お前さんの名前だ」

「な、まえ……？」

「ナツキ・シュバルツ──。それは俺が知ってる怖い奴やつの名前に似ててな。さらに言えばお前さんの臭いも、その怖い奴とよく似てる」

　言いながら、トッドがスバルのうなじに鼻を擦こすり付つけ、臭いを嗅ぐ。

　その仕草と言動に、スバルは大虐殺の初回──剣けん奴ど孤島にトッドがやってきていると知ったタイミングのことを思い出した。あのときも、トッドは臭いの話をした。

　そして臭いの話をされると、スバルは嫌な思い出が蘇よみがえる。

「瘴しよ気うきが、わかるのか？」

「瘴気？　ああ、違う違う、勘違いするな。本当に臭い、体臭の話だよ。ちょっとばかり人より鼻が利くんだ。だから不思議なんだよ」

「────」

「お前さん、兄貴かなんかいないか？　もしもいるんなら、そいつとの交渉材料にお前さんを生かしておいてやってもいい」

　スバルの疑問を否定して、続けられたのは驚きの提案だった。

　生かしておいてもいいなんて、そんな考えがトッドの口から出るとは思わなかった。それも、おそらく彼の言っている『兄』とは、他ならぬスバルのことだ。

　手足の伸びたスバルを、手足の縮んだスバルの兄弟だと思っているのだ。

　もっと言えば、トッドには女装しているときに名乗っていたような記憶もあるから、そっちの『ナツミ・シュバルツ』とも関係を疑われているかもしれない。

　いずれにしても、トッドの中に『殺さない』という選択肢が生まれたのなら。

「────」

　傍かたわらにイドラとヒアイン、通路の外にはヴァイツとタンザ、島の中ならグスタフとヌル爺じいさんと、大勢の剣奴たちの死が、目に浮かんだ。

　みんなみんな、死んでしまった。死なせてしまった。死なせてしまって、そして。

　──そして、スバルは死ぬわけにはいかなかったから。

　大きいスバルを警戒して、小さいスバルを生かしておく可能性があるなら、そのか細い糸を手繰り寄せるために、嘘うそを。

「に、兄ちゃんのこと、知ってるなら……」

「──待て」

　口を開いて、この場を乗り切る言葉を並べようとしたスバル。そのスバルの顔が、伸びてくるトッドの掌てのひらに掴つかまれて、指の隙間から彼の目が見えた。

　しゃがんで視線の高さを合わせたトッドの、ひどく冷たく、薄暗い目が。

　またしても、安直な嘘に飛びついて、スバルは選択を誤った。

「──お前さん、俺を操ろうとしたな？」

　どん、と鈍い音がして、鋭い感覚が胸の中に滑り込んでくる。

　その切っ先の冷たさを体の中身で感じて、スバルは目を見開いた。そして一拍遅れて、手足が痺しびれるぐらいの痛みが走り、絶叫が、爆発する。

「ぎぁ、あああああ……っ!!」

「失敗失敗、油断も隙もあったもんじゃない」

　スバルの胸に深々とナイフを突き刺して、トッドは容よう赦しやなくその体を蹴り倒した。

　横倒しになり、びくびくと体が震える。胸の真ん中、深い、痛い、大きすぎるナイフが刺さって、体の中身を、壊しちゃいけないものを壊した。

　口の端に血泡が浮かんで、赤い涎よだれをこぼしながら、スバルの眼球がひっくり返る。

　咳せき込こむ口から血を吐いて、『薬』の包みも飛び出した。関係ない。それももう使えない。使っちゃダメで、使うと死んで、死に、死ぬと、マズい。死んじゃ、ダメで。

「動くなよ」

　転がったスバルの腹に足を乗せて、動きを封じたトッドが斧おのを振り上げていた。

　痛い、のと怖いのと、マズくてヤバくて、とにかくダメだった。この赤を、冷たい痛みを、抜く、抜いて、血を止めて、斧が──。

「し、んじゃ、ダメ……」

「せーのっ」

　弱々しく、持ち上げた手で頭を守った。ダメだった。

　落ちてくる斧の刃が、スバルの手も、その下の頭も、命も、叩たたき割わって──。
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「──ッ」

　頭を叩き割られ、自分の中身が全部ぶちまけられる。

　そんな恐ろしい光景を見せられた気がして、スバルは喉の奥で悲鳴を押し殺した。震える両手を伸ばして、ビクビクしながら自分の頭に触る。

　割れてない。割れてない頭と、痛くない胸、死んでいない命が、あった。

　それを確かめて、スバルは安あん堵どした。助かったと、そう思った。

　それから顔を上げて──、

「初めてだった……」

　通路の向こうに、こちらに振り返っている刺いれ青ずみだらけの男がいた。

　左腕を斧でぐしゃぐしゃにされて、右目をナイフで突き刺されて、ものすごい量の血を流している、ヴァイツが。

　スバルたちを庇かばって、血ち塗まみれになったヴァイツが、立っていた。

　それを目にして、スバルは「ぁ」と情けない、情けない息を吐いて。

「オレを、信じると、そう言った奴やつは……」

「あああぁぁぁぁ──ッ!!」

　力ない言葉をこぼして、ヴァイツの体が斜めに倒れていく。

　手を伸ばしても、何をしても、もう絶対に助からない、ヴァイツの体が。

　死んでは、いけなかった。スバルは、死んではいけなかった。

　確定させてはいけなかった。

　後ろ倒しになり続ける、『死』からやり直されるスバルの開始地点──。

「ああああああ──っ!!」




　──絶対に救えない人が出てしまったとき、ナツキ・スバルの『心』が壊れるから。





　　　　　２






　足音が、ひたひたと近付いてくる足音が、スバルの心を蝕むしばんでいた。

　帝都からやってきたトッドとアラキア、二人が起こす島の大虐殺を止めるため、スバルは必死で足あ掻がいて、足掻いて足掻いて、そして──最悪の事態を招いた。

　後ろ倒しになり続ける『死』のリスタート地点、それが回数を重ねるごとに悪化していく状況で、スバルが最も恐れたのは死ぬことよりも、死なせることだった。

　スバルの『死』が、誰かの『死』を通り過ぎて、現実を確定させてしまうこと。

　──助けられない命を取りこぼすことを、最も恐れていたのに。




「ああああああ──っ!!」

　目の前で、血ち塗まみれで倒れたヴァイツの姿にスバルが絶叫する。

　叫んで、飛び出そうとした袖をタンザに掴つかまれ、止められた。丸い瞳を涙目にして、タンザは必死でスバルをその場に引き止めようとする。

　これも、見た。もう見た。見て、見てしまって、見知ったモノで。

　同じ光景を、ほんの一分前に目にした光景を、また見ている。

「────ッッ」

　直後、耳を引き裂く不細工な鳴き声が、倒れているヴァイツごと通路を押し潰し、そのまま床を抜いて島の中腹に落ちていく。

　灰色の大おお蛙がえると壊れる通路の破片、それがヴァイツを呑のみ込こんで、落ちていく。

「嫌だ、嫌だ嫌だ嫌だぁぁぁ!!」

「シュバルツ様!?」

　がむしゃらに暴れて、スバルはタンザの手を振りほどいた。驚く少女の声を後ろに置き去りに、スバルは落ちるヴァイツに向かって走る。

　今すぐ駆け付ければ、落ちる彼を拾って、目と左手と、傷を塞ふさいで手当てして、治癒室で包帯とか巻いて、全部手当てしたらきっと、きっと、きっと──。

「まだ──」

「思ったより脆もろいな」

　まだ間に合うと、形なり振ふり構かまわないで走った。

　そのスバルを、横よこ薙なぎに振られる何かが正面から出迎える。それが、赤黒く汚れた斧おのの刃だと気付いたのは、重く硬い音と共に視界が大回転してから。

　大回転して、高々と上がったスバルの視界に、不ぶ格かつ好こうに走る子どもの体が見える。見えて、前のめりに倒れるそれが、頭のない自分の体だとわかる。

　なら、頭はどこに。それよりも、ヴァイツを、を、をををを。
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　ぐるぐると回る視界が、いきなり一点に固定され、脳みそが振り回される。

　猛回転させられたカメラを急停止したみたいな勢いで、吐き気と、焦りと、どうして足を止めているのかという疑問が、スバルの頭をシェイクして──、

「初めてだった……」

「────」

「オレを、信じると、そう言った奴やつは……」

「あああぁぁぁぁ──ッ!!」

　取り返しのつかない現実が、ナツキ・スバルの魂をぐしゃぐしゃに踏ふみ躙にじった。
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　破滅の足音は、ひたひたと確実に忍び寄っていた。

　引き返せなくなったと、そうスバルに確信させたのは、ヒアインと一緒にグスタフの執務室に忍び込み、後ろ倒しのリスタート地点に追いつかれたときだった。

「──嘘うそ、だろ」

　隠れているのを見つかって、殺されて、隠れているところからやり直しをさせられたとき、スバルは自分を破滅が嘲あざ笑わらっている声を聞いた気がした。

　スバルに覆おおい被かぶさって、怯おびえながら見つからないことを祈るヒアイン。その彼の心臓の音を聞きながら、それよりずっとスバルの心臓は大きく鳴り続けていた。

　大虐殺を止められないまま、リスタート地点がその後ろになってしまったら。

　取り返しのつかない場面を再スタートの起点にされてしまったら、いったい、ナツキ・スバルに何ができるのかと、絶望感でいっぱいで。

　そして──、

「びしゅ──」

　気の抜ける声がグスタフの頭を吹き飛ばしたとき、スバルはわかった。

　もう絶対に死んではいけない。死んで、戻った先が、グスタフが殺されてしまったあとだったとしたら、もう彼の命は救えないことが確定する。

　誰かの『死』が確定したら、それはもう、スバルが殺したのと同じだ。

　救えない世界の確定は、それが誰の手でもたらされた『死』だったとしても、ナツキ・スバルがしでかした殺人だった。

　だから、死なないように必死だった。

　グスタフが死んでも、ヌル爺じいさんが死んでも、剣けん奴どたちが死んでも、看守たちが死んでも、誰が死んでも死なないように必死で抗あらがった。

　スバルが死んだら、殺された彼らは本当に死んでしまう。

　理屈に合わないとわかっていても、スバルはそう信じ込んで足あ掻がくしかなかった。

　スバルが死ななければ、死んでしまった彼らを死なせないで済む可能性を残せる。そうすれば、彼らは本当に死なないで済むから、だから──。

　このまま永遠に死ななければ、誰も死なせずに済むなんて、幻想が。




「オレを、信じると、そう言った奴やつは……」




　幻想が、幻想に過ぎなかったと、無ぶ様ざまに死んだスバルの命が証明してしまった。





×　　×　　×






　もう、何度目の『死』を迎えただろう。




「目の前で消えてどうすんだ」

「きょうだ──」

　ぐったりと、膝をついているスバルの前で、振るわれる斧おのがヒアインの命を奪う。

　擬態が解けて、白目を剥むいたヒアインの死体が見えるようになる。その体が倒れている血ち溜だまりは、彼のじゃなくてイドラの血でできた血溜まりだ。

　頭を割られたイドラは、ヒアインよりも先に殺されている。

　スバルが、最初のトッドの攻撃から助け損ねたせいだ。先にイドラを殺されて、次にヒアインが殺されて、最後にまたスバルが残される。

　すでにタンザはトッドの手で、壁の穴から外に投げ捨てられてしまったあとだ。

　──もう、タンザの悲鳴が遠のくところまで、世界は後ろ倒しになっていた。

　ヴァイツもタンザも、手出しできない現実に『確定』された。

「実際のところ、どうなんだ？」

　へたり込み、イドラたちの血で膝を汚しているスバルにトッドがそう尋ねてくる。

　痺しびれた脳が疼うずいて、もう何度も聞いた質問をスバルに思い出させる。もう、何回も何回もトッドに聞かれた。それは──、

「お前さん、本当に皇帝閣下の子どもなのか？」

「……人の言葉を先読みするなよ」

　俯うつむいているスバルの言葉に、トッドが不愉快そうに鼻に皺しわを寄せた。

　それは、初めて見る反応だった。まだ試していないことがあったのかと、呆ほうけた頭で考えながら、わずかでもトッドのペースが乱れたならと──、

「死にたくなかったら、動くな」

　そう言って、スバルは黒い球体──グスタフの体に入れられていた呪具、それをトッドに見せつけるように突き出していた。

　血を拭いた黒い球、ガラス玉みたいな触り心地のそれは、ゴルフボールぐらいの大きさと比べてずっしり重たい。でも、材質なんてどうでもいいのだ。

　大事なのは、これがとても大きな、残酷な力を秘めているということ。

　これを、トッドが欲しがっているなら、怖がっているなら、使えるんじゃないのか。

「これが、呪じゆ則そくの鍵だろ。死にたくないなら……」

「──。お前さん、そいつは」

「──俺が！　今！　話してるだろうが！　死にたくねぇなら黙って聞けよ!!」

「やれやれ、わかったわかった」

　呪具を持った手を振り回して、唾を飛ばしながら吠ほえるスバル。

　そのスバルの勢いに、トッドは小さく息をつくと、斧おのを下ろして両手を上げた。そのあっさりした態度に、スバルは「あ？」と呆あつ気けに取られる。

「あ、じゃないだろ。お前さんがこうしろって言ったんだろうに」

「そ、れは……こんな、こんな簡単な、ことで……？」

　唇を尖とがらせるトッドの前で、スバルは自分の馬鹿さを激しく悔やみ、呪った。

　皇帝の隠し子なんて馬鹿な嘘うそじゃなく、最初から呪具を盾にすればよかった。怯おびえて焦って安直に考えて、最善が自分の懐に入ってるなんて考えもしなかった。

　みんな、スバルがちゃんと、頭を使って考えなかったせいで──。

「時にお前さん、それの使い方知ってるのか？」

「え……」

　自分を責め倒す罵ば詈り雑ぞう言ごんに、トッドの静かな問いが滑り込んだ。

　言われ、スバルは手の中の呪具を見る。使い方、この丸い球をどう使うのかと。今度はちゃんと考えようとして、考えたことが間違いだった。

「──だろうな」

　考えたということは、知らないということで、それを反応で見抜かれた。

　直後、トッドが両手を上げたまま、振り上げた足でスバルの手を蹴飛ばした。

　呪具を蹴り上げられて、「あ」とスバルはそれを思わず目で追った。考えたせいで失敗したあと、またしても考えなしで失敗する。

　上を向くということは、相手に首を差し出すのと同じことなのだから。

「知ってりゃやらんだろ、これで脅しなんて」

　飛んでいく呪具を追いかける視線が、唐突にブラックアウトする。

　理由の心当たりは、左から右に抜けた硬い音だけで、確かめる方法も、理由もない。

　そして、認めるしか、ないと思った。




　──トッド・ファングを止めるなんて、もう手遅れであるのだと。
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　──善人ぶっていると馬鹿にされ、全てを奪われた愚か者。

　それが家業を奪われ、路頭に迷って剣けん奴どに落ちたイドラ・ミサンガという男だった。

　イドラの故郷は帝国の北西部にある小さな農村で、ミサンガ家はそこで代々粉こな挽ひき屋やの家業を営んできた。粉挽屋を始めたのはイドラの祖父の、そのまた祖父の代だと聞いているが、どうやらその人物はかなりのやり手であったらしい。

　村の川沿いに作られた水車を使い、農村の粉挽きの管理を領主から一手に任されたミサンガ家は村の有力者で、イドラは特権階級の出身と言えた。

　しかし、イドラ自身もその家族も、家業を鼻にかけて暮らしてはいなかった。

　──正直に商売し、広く信頼と信用を集めるように努力すること。

　水車を用いて製粉する過程で、集まった穀物を懐に入れるものも多い。少なくとも、世間の粉挽屋を見る目は厳しく、だからこそ謙虚な姿勢が大事なのだと、イドラも、イドラの父も、家業を仕切る自分の親から強く言われてきた。

　決して豊かさを独占しないで、周囲と苦楽を分かち合う。

　それは強者を尊ぶヴォラキア帝国の在り方としては正しくなくとも、帝都の鉄血の掟おきてが届かない辺境の寒村では尊重される在り方だったのだ。

　だからイドラも、大病を患った父から早くに家業を譲られても、伝統を守ろうとした。

「真っ当で、いい暮らしじゃないか。羨ましいよ」

　そうイドラの暮らしを羨んだのは、村の酒場に立ち寄った男だった。

　各地の戦場を巡り、雇われて戦う傭よう兵へい業だと身分を明かした彼と、イドラは酒を酌み交わしながら色んな話を聞いた。

　それは、碌ろくに村の外を知らなかったイドラにとって、刺激と驚きに満ちた世界の話だ。

　それまでにも、イドラには漠然とした憧れがあった。

　ヴォラキア帝国に生まれた一人の人間として、家業を継ぐ以外の選択肢があったのではないかと、そこまで真剣に悩むことのなかった望みへの憧れ──。

　自らの力と信義を重んじて、決して卑しい在り方を選ばない戦士の生き方を。

「イドラ、お前の従い姉と妹こがいるだろ。実は、彼女が気になっててな……」

　数ヶ月ごとに村を訪れる男と、イドラは自然と親しくなっていた。

　彼から聞ける刺激的な話もあり、すっかりイドラは男に気を許していた。だから、彼と従い姉と妹こが結ばれるお膳立てをして、婚姻の夜には祝杯まで挙げた。

　男が従姉妹と共謀し、粉こな挽ひき屋やとしての家業を奪ったのはそれからひと月後だ。

　男は従姉妹にも家業を継ぐ資格があると主張し、さらにはイドラやその父が、これまで村人たちに製粉の成果を偽ってきたと嘘うそまでついた。

　もちろん、そんな事実はないとイドラは訴えたが、粉挽屋という職業そのものについた疑われやすさは拭えず、村の意見は真っ二つに割れた。

　その決着がつく前に、大病を患った父は病死し、心労が祟たたった母もそのあとを追うように亡くなってしまった。

「もう、我慢の限界だ。私は、何としても自分の家を守る……！」

　父母を弔い、イドラは自分の迂う闊かつさを呪いながらも、抗あらがうことを決意した。

　男と従姉妹が悪辣なことを目もく論ろむならば、イドラは正しく権利を取り戻す。そのためにイドラは男に裁判を申し込もうと、村の人間に立ち会いを頼んだ。

　これまでのミサンガ家の、正直な商売が培った信頼が、正義を行うと信じた。

　しかし──、

「──どうして、なんだ」

　約束の場には誰も現れず、逆にイドラの家からは武装蜂起の準備が見つかった。

　引っ立てられ、領主の前に望まぬ裁判を起こされたイドラは、身の潔白を必死に訴えたが、村人は誰もイドラを庇かばわなかった。

　村人たちは正直なイドラよりも、嘘つきだが利益を寄よ越こす男と従姉妹を選んだ。

　家業を奪われ、奴隷に身を落としたイドラが送られたのは、最悪の島ギヌンハイブ。

　命懸けの戦いを見せ物にされるその場所で、イドラは自分の心が黒く染まり、魂が腐り切っていくのを感じ、その絶望に従おうと考えた。

　もう、いいじゃないか。

　信じたものは、嘘だった。頼ったことは、間違いだった。

　誰もがみんな、誰かを利用することを考えていて、自分だけ助かろうとするのだ。

　だったら、自分だって、そうしたって、悪いことなんて何もない。

　そう、何もないのが、イドラだった。

　誰からも選ばれなくて、当然だった。

　鍛えてきた力もなければ、特別に役立つような能力もない。誰が、イドラを選ぶ。

　イドラだって、イドラを選ばない。

　それなのに、いったい誰が、イドラを、馬鹿正直なだけのイドラを──。




「──戦士になりたかったんだろ、イドラ！　だったら今だ！　今がそのときなんだよ！」




　──正直に生きたって、報われる日なんて、こないはずだろう。
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　ガンガンと、頭の痛む感覚にイドラは身動きできないでいた。

　舌が痺しびれ、喉が塞ふさがったみたいに息もできない。手足の感覚が遠く、自分の体がバラバラになってしまったような、そんな恐怖に襲われた。

　恐怖、それを覚えるのはもはや避けられない。

　直前までの出来事を考えれば、故郷で誰も味方してくれなかったときの、全身の血が冷たくなっていくような感覚さえも、その恐怖とは程遠かった。

　目の前でヴァイツを殺され、勇敢なタンザが通路の外に投げ落とされる。何もできなくて、何かできた二人を見殺しにした。

　その事実がイドラにもたらす絶望と後悔は、迂う闊かつな真ま似ねをして家業を食い物にされた過去と比べても、こちらの方がなお重い。

「──は」

　そこまで考えて、イドラは自分の人生経験の浅さに笑ってしまう。

　嬉うれしいことはともかく、苦しいことの経験は何もかも、家業を奪われた人生の転落以外に思いつかない。──恵まれ、豊かだったのだと、実感する。

　そんなイドラの在り方が、イドラの人生を奪った男を怒らせたのかもしれない。

　もしそうだとしても、男のやったことが許されていいわけがないが。

「────」

　か細いどころではない呼吸と、霞かすむ視界を巡らせ、イドラは周りを確かめる。

　いったい、何があったのか。体中が痛むのと、この意味のわからなさは関連性があるのかどうか。そもそも、全部本当のことなのか。

　剣けん奴ど孤島の全員が殺されかねないとか、シュバルツが皇帝閣下の落とし胤だねだとか、ヴァイツもタンザも殺されただとか、全部夢なんじゃないのか。

　全部夢で、イドラは今も、恵まれた生活を退屈に思う贅ぜい沢たくな時を過ごして──。

「思い切った真似したな、お前さん」

　ゾッと、冷たい声が聞こえて、イドラは体の痛みも忘れて硬直した。

　全身の血が、冷たくなるのを通り越して凍り付く感覚があって、イドラはゆっくりと、その声の主の足音が近付いてくるのを理解する。

「棒立ちよりマシでも、無策で飛び降りたらそりゃこうなるだろ」

　だが、呆あきれたような男の声、その矛先はイドラではなかった。

　自分から少し離れたところに投げられる声に、イドラは安あん堵どを噛かみしめた。そして、よせばいいのに薄目を凝らして、声が向かう先を見ると──、

「──ぁ、う」

　ボロボロで血ち塗まみれの、黒髪の少年が這はいずっている姿が見えた。

「────」

　その少年の姿に、イドラは意識が白く染まる寸前のことを思い出した。

　今、イドラたちがいるのは、恐ろしい惨劇の起こった上層の通路ではない。そこからかなりの高さを落ちた、島の中腹の中庭あたりだった。

　シュバルツだ。彼が、斧おのを振り上げた男の凶行の直前で、イドラとヒアインの腰に組み付き、大鳥が作った壁の穴に飛び込んだのだ。

　タンザが落とされたのと反対側の穴──岩肌だらけの島の裏側に落ちるより助かる可能性はあったが、それでも十回やって九回は死ぬような、そんな賭けだった。

　その、一回を掴つかみ取とったのは奇跡。でも、奇跡はそこで打ち止めだ。

　瀕ひん死しのシュバルツと死にかけのイドラ、どちらも男からは逃げられない。

　ヒアインの姿が見えないのは、うまく中腹に落ちられなかったのか、あるいは擬態を使って隠れているのか。もしそうなら、ヒアインの勇気に期待はできない。

　決して悪人ではないが、勇敢ではない。卑ひ屈くつで臆病で、調子に乗りやすく、シュバルツに懐いているが、それ以上の期待はできない人物だ。

　死なずに済むなら、隠れていた方がいい。その方が、シュバルツも──。

「────」

　ふと、思ってしまった。

　隠れていればいいと、今ヒアインに思ったことは、そのまま自分にも当てはまる。

　息を殺し、死んだふりを続ければ、あの男はイドラの命を見逃すかもしれない。いくら何でも、あの男も死体の頭を全部潰して回るようなことはしないはずだ。

　死なずに済むかもしれない。このまま、自分だけでも、助かることが。

「────」

　──選択の、時だった。

　イドラ・ミサンガが、生き残るために、何を犠牲に、何を得るのか。

　この残酷な、強く悪賢いものが得をする世界で、イドラ・ミサンガは何者になるのか。

　正直であれば信頼されると、馬鹿正直に理想を信じて全部失った男は──。

「い、やあああ──っ!!」

　少年に向けて、両手で斧を振り上げる男の背中に、イドラは飛びかかっていた。

　痛む全身を無理やり動かして、地面に張り付いて思える体を引ひき剥はがして、たくさんの血を吐きながら無ぶ様ざまに、無様に走って、飛びかかった。

　左手がなんでか動かないから、動く右腕だけを、男の背中に向かって伸ばして。

「生きてるのは知ってた」

　瞬間、イドラの決意を嘲あざ笑わらうように、男が振り上げた斧を背中越しに落とした。そのまま空になる手でナイフを抜いて、振り返る男が一いつ閃せん、イドラの右手が肘で吹っ飛ぶ。

　粉こな挽ひきは水車が働くから、重労働と無縁のなまっちろい細腕が、飛んだ。

　だけど──、

「──連れていけえええ!!」

　斬られた腕から灼しや熱くねつが這はい上あがって、イドラの視界が真っ赤に染まる。だが、その瞬間だけは痛みを忘れて、イドラは全力で叫んだ。

　その、血を吐くような声の大きさに、目の前の男が軽く眉を上げる。

　イドラの叫びと行動、その目的が理解できなかったようだが──、

「ちっ」

　舌打ちした男が、イドラの腕を斬り飛ばしたナイフを投げる。

　それは男の背後、地面を這いずるシュバルツ──否いな、もうそこにはいない。シュバルツを担いで逃げる、不気味に蠢うごめく風景を狙って投げられたものだ。

　──ヒアインだ。

　息を潜めて隠れていたヒアインが、シュバルツを担いで、逃げ出した。それを目にしたイドラは歯を食い縛り、男の背中に体当たりをかます。

「ぶぐっ」

　その体当たりをよけられ、逆に膝蹴りを喰くらって倒される。しかし、倒れた衝撃で打った左腕が激痛の代わりに動くようになった。外れた肩が入ったのだ。

　そしてその左腕の傍そばに、男が落とした斧おのが転がっていた奇跡が連続する。

「逃げたと思わなかったのか？」

　ナイフを手放し、斧を奪われた男がイドラを見ながら首を傾かしげた。

　武器をなくしても、ちっとも不利になったと思っていない顔。それも当然だろう。イドラの流した血も、流れている血も、とめどない。

　生きているのが奇跡で、もう奇跡が起こりすぎていた。

　だから、イドラは男の問いかけに、首を横に振った。

「いいや、逃げたと思っていた。だが、こうも信じていた」

「────」

「奴やつが、逃げないでいてくれたらいいと」

　卑ひ屈くつで臆病で、調子に乗りやすい、悪人でないだけの男。

　そんなヒアインが逃げないでいてくれたらいいと、イドラは馬鹿正直に信じただけ。

　やっぱり、人間簡単には変われなかった。

　周りの連中を騙だまして利用しようと、自分が戦士だなどと言い張った嘘うそもすぐバレた。

　たとえ、善人ぶっていると指を差されて笑われたとしても。

　イドラ・ミサンガは、戦士にも、詐欺師にも、なれない。

　左手一本で斧を振りかぶって、血を流しながらイドラは叫んだ。

「私はイドラ・ミサンガ！　粉こな挽ひき屋やの倅せがれだ!!」

「知らんよ」

　今の、持てる力の限りを振り絞って、イドラは白けた顔の男に突っ込んだ。

　──あの日、シュバルツのおかげで、嘘つきにならずに済んで、よかったと思った。
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　必死で走る体に担がれ、死地から連れ出される。

　激しく、こちらの傷も安否も構わず揺すぶられているが、それも当然だ。

　スバルだってボロボロだが、相手の体はそれどころじゃないのだから。

「ひ、あ、ひあ、いん……っ」

　痛いぐらい強く腰を掴つかまれて、スバルは相手の体に爪を立てた。

　どこを引ひっ掻かいたのかもよくわからない。そのぐらい、相手はめちゃめちゃだった。

　傷だらけとかではなく、色や模様、とにかく、全部がめちゃめちゃなのだ。

　周囲の風景に片っ端から擬態して、何が正解なのかもわからなくなった状態。そんな状態で走り続ける体が、不ふ意いに力を失って前のめりに倒れる。

「がっ！」

　当たり前だが、相手が転べばスバルも巻き添えだ。

　倒れた相手の前に放り出されて、スバルは石でできた冷たい床に転がされる。受け身も取れなかったから、前歯が折れたような衝撃があった。

　そのまま、じくじくと痛む顔を上げて、寝そべったまま後ろを見る。

　そこに──、

「ひぅ、ひぅ……」

　文字通り、虫の息で呻うめいているヒアインが倒れていた。

　ぐったりとうつ伏せになったヒアイン、その背中の真ん中に、大振りのナイフが深々と突き刺さっている。いつ、刺されたのかわからない。

　走って逃げるときか、もっと前なのか、もっと前だったとしても、何もできない。

　スバルが死ねば、舞い戻るのはイドラの頭が割られる直前だ。

　もしかしたら、もう割られたあとかもしれない。──違う、割られないように外に飛び出したから、落ちる前か、あとか、空中かも。

　三人が、全員死なないように落ちるのは、どうやっても難しくて、初めてうまくいった気がするのに、トッドはきた。

　イドラの声が、ヒアインの呼吸が、遠い。

　もう、何もかもが、手の届かない、場所で。

「おか、しいよ、なぁ……」

　倒れたまま、這はいずろうとするスバルの耳に、ヒアインの弱々しい声が届く。

　水から顔を上げながら喋しやべるみたいな声なのは、きっと喉が血で溢あふれているせいだ。たぶん、血を抜いたりとか、そういう、処置みたいなのがいる。

　それを、しなくては。医者じゃなくても、しないと。

「い、のちってのは……花みてえに、綺き麗れいなやつから、摘つむって、昔、聞いて……」

「しゃ、べるなよ……今、いくから、今すぐ……っ」

「だったら、俺みてえな、根性の汚きたねぇ奴やつが、先に死ぬって、おかし……ぁ」

　這はいずる。這いずっていく。

　地面の上で、自分の血で溺れるヒアインを、引き上げてやるために。

　なのに、ちっとも、体が前に進まなくて。

「でも……」

　ちっとも、進まなくて、届かなくて。

「……俺が先で、マシ、かぁ」

　亀が這うよりも、遅い。遅すぎる速さで、ありんこよりも小さい動きで、這う。

　這って、這っていって、ようやく、届いたときには、遅かった。

「────」

　ヒアインの色が、元の灰色に戻っていた。

　背中にナイフが刺さって、腕も一本折れていて、体中から血が流れているヒアインは、ここまで走ってくる途中で死んでいてもおかしくなかった。

　もしかしたら、死にながら走っていたのかもしれない。そうに違いない。

　もう、スバルが助けられないみんなは、死んでしまった。

　スバルが殺したも、同然なのだから。

　全部を救えなかったから、全部を殺したのと同じで。

「ぐひ」
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　顔を、汚していくのは血か、涙か、鼻水か。

　もう、どれがどれだか、何がなんだか、誰が誰だか、答えがどうだか、もう。

　もう、もう、もう、もう、もう、全部が、わからなくて。

「──おや、そこで唸うなってるのってもしかしてバッスーですか？」

「────」

「ああ、やっぱり、バッスー！　いやはや、こんな場面で出くわすとは奇遇ですねえ。なかなか賑にぎ々にぎしい事態になりましたが、盛り上がってます？」

　呆ぼう然ぜんと、何もかもを手放してしまった気分のスバルへと、軽々しい声がかかった。

　こんなときに、と愕がく然ぜんとした。

　こんな、何もかもが終わってしまったときに、今さらと、愕然とした。

　声がした後ろを振り向けない。何とか体を起こして、この、馬鹿げた言葉をかけてきた相手を、目で見て、それで何か言わなくてはと、全身の力を使って──。

「わざわざ命懸けで振り向かずとも結構ですよ」

「──ぁ」

「だって、無理のしどころってここじゃないでしょう？」

　そう、自分から前に回り込んできて──セシルスがスバルの顔を覗のぞき込こんで言った。

　体の左半身を黒焦げにされながら、屈託なく笑う『青き雷光』が。
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　──その絶望的な惨状に、朗らかな笑顔と声はあまりに場違いだ。

　見るも無残にキモノも燃えて、その顔も左側が黒く焦げているくせに、覗き込んでくるセシルスの態度はいつもと変わらなくて、異常が過ぎた。

「せ、し……」

「見たところそちらもかなり大変だったみたいですね。そこで蜥と蜴かげ人びとさんも死んでますし、この分だと鹿しか人びとのお嬢さんや他の『合』のご友人も全滅でしょうか」

「──っ」

「おや、もしかしてまだ彼が死んだの認めてませんでした？」

　震えるスバルの眼球の震えで、セシルスが心情を読み切ってくる。

　途端、怒りが湧いた。そうやって、心を読むみたいな真ま似ねができるのに、どうして今のスバルの気持ちに全く寄り添うことができないのか。

　どうして、軽々しく、ヒアインが死んだなどと言えてしまうのか。

「死んでますよ、完かん膚ぷなきまでに。……ただ、悪くない死に顔ですね」

「し、んでる、のに……っ」

「いいも悪いもないってお考えですか？　そこは見解の相違でしょうね。いい生き方があるならいい死に方だってある。受け手がどう感じるかに口出しなんて無ぶ粋すいな真ま似ねはやめましょう。蜥と蜴かげ人びとさんはいい死に方をした。この顔がその証あかしですよ」

　ぺらぺらと並べ立てるセシルスに、スバルは何も言えなかった。

　言いくるめられたんじゃなく、無意味だと思った。ヒアインの死に顔なんて見たくないし、セシルスとわかり合えるなんてちっとも思えない。

　だから、彼の言い分に付き合う理由なんて、一ひと欠片かけらもないのだと。

「さて、ここで出会ってなんなんですが実は僕の方も立て込んでましてね。島の中で暴れてる半裸の女性と絶賛対決中なんですよ」

　曲げた腰をぐっと伸ばし、無言のスバルに構わずセシルスは勝手に話し続ける。

　話題に上がった相手、それがアラキアだとはすぐにわかった。地獄の『スパルカ』が始まってしばらく、姿を見ない彼女はセシルスが足止めしていたらしい。

　腐っても、『九神将』を止められるのは同じ『九神将』ということか。

「ただ見ての通りこんがり苦戦してまして。いるもんですねえ、僕とまともにやり合える相手が。てっきり天剣へ至る道は一人で往ゆくものとばかり思っていましたが」

「なん、で……」

「はい？　なんです？」

「なんで、楽しそう、なんだよ……」

　文字通り、魂を絞り出すみたいな苦心の果てに、口をついて出た八つ当たり。

　そう、ただの八つ当たりだ。この地獄みたいな状況で、ヴァイツもタンザもイドラもヒアインも、みんなみんな死んでしまったこの島で、笑うセシルスが憎たらしくて。

　どうして笑える。この状況の、いったい何が面白いのか。

「なんで……！」

「ああ、それは因果が逆ですよ。楽しいから笑っているんじゃなくて、笑うから楽しくなっていくという状況を演出しているんです」

「──ぁ？」

「とかく残酷な世にあっては、誰もが自分の理想を幸福を追求する。そのやり方は千差万別人それぞれの哲学がありましょうが、いずれであれ見合った信義を掲げなくては。そして僕の掲げる信義こそが、この在り方というわけです」

　言いながら、セシルスは自分の焼け焦げた左の頬ほおに右手で触れる。ボロボロと炭になった皮膚が剥はがれ落おちるが、想像を絶するだろう痛みの中でも笑みは崩れない。

　痛みを感じないなんて、そんなズルに頼らず、セシルスは微笑ほほえみ続ける。

「この世界の花形役者たれば！　脚本にすり寄るのではなく、脚本を僕の側に寄り添わせましょう。何な故ぜ笑うのかと問われれば、僕はそう答えましょう」

「────」

「笑うのは誰たが為ためか、己おのが為ですよ。──天上の観覧者に、いつ如い何かなるときを見られようと恥じることがないように」

「────」

「さあ、バッスー、あなたはどんな信義を掲げますか？」

　半身を焼かれながら、笑みを絶やさないセシルスの哲学。

　それはスバルには全く理解のできないものだったが、感情任せに足蹴にすることが躊躇ためらわれるような、そんな奇妙な信仰心みたいなものを感じた。

　観覧者と、セシルスは前にも同じことを口にしていた。

　誰か、あるいは何か、この世非あらざるモノが自分たちを見ていると、言いたげに。

　こんな状況下でも、そう嘯うそぶけるのは筋金入りで、きっと誰にも曲げられない。

　だから──、

「おっと、休憩おしまいみたいですね」

　そう言って、下層に降り立つアラキアの姿を見ても、その笑みは消えなかった。

「セシルス……っ」

　その背に炎の翼を生やし、怒りの形ぎよ相うそうをセシルスに向けるアラキア。だが、その手の木の枝は折れ、片目を覆った眼帯はなくなっている。

　眼帯の下を見られることを嫌って、空いた手で左目を覆ったアラキアは、その感情のボルテージに合わせて、はためく炎の翼で世界を焼いていく。

　怒りの巻き添えに通路の壁や床、そして倒れているヒアインの死体までも──。

「──っ」

「ここで諸もろ共とも焼け死んで、あの死に顔に報いれますかね？　なんてらしくもないことを言いました。居残るも離れるも好きにしてください」

　燃え始めるヒアインの体に顔色を変えたスバルを、セシルスが言葉で斬りつける。

　その痛みにぎゅっと目をつぶって、スバルは熱くなり始める地面から自分の体を引ひき剥はがし、立ち上がった。立ち上がって、ヒアインに背を向ける。

　頭が痛い。血が足りない。無力感で、胸はずっと張り裂けそうだ。

　それでも、なんでまだ、スバルは立つのか。ここで焼け死ぬことも拒絶して、奥歯の裏に入れてある『薬』にも頼らないで、どうして。

「では、またの此し岸がんで」

　問いも答えもわからないまま、スバルは背中を押されたみたいに走り出していた。

　走って、足を引きずって、あまりにも遅い速度で、走っていく。

　もっと早く、このスピードが出せていたら、イドラやヒアインを、ヴァイツやタンザを、死なせずに済んだんじゃないかなんて、そう悔しがりながら。

　スバルは、なおも走って逃げた。──逃げ続けた。





　　　　　２






「やれやれ、ずいぶんと嫌われてるみたいですねえ、僕」

　たどたどしく走る背中を見送って、セシルスは燃える女の怒りと向き合った。

　片目を押さえて、セシルスを睨にらみつける女。その怒りの矛先が自分なのはわかるが、肝心の怒りの源泉がどこから湧いているのかがイマイチわからない。

　まさか、木の枝を折って、眼帯を奪ったことを根に持っているのでもあるまいし。

「ちなみに僕は接した相手を大抵怒らせるという特技があるんですが、そうした状況の例に漏れず……ちっとも心当たりがありませんね！」

「──っ、どこまで、ふざけるの……！」

「ふむふむ、ふざけすぎと。参考までにどこらへんがふざけてるかお聞きしても？」

「その！　その、姿形はなんなの……っ」

　一瞬、泣いているのかと錯覚する剣けん幕まくで怒鳴られ、セシルスは首をひねる。

　なんなのと言われても、こんがり半分焼いてくれたのは他ならぬ彼女だというのに。

「でもたぶんそういう意味ではない。もしかしなくとも僕とあなたは知り合いでは？」

「ふざけて……」

「ないんですが、そう言っても信じてもらえる証拠なんて出せませんから言い張る以外にありませんね。しかしなるほどそう考えると色々と辻つじ褄つまが合う気分にも」

　立てた指でくるくると、彼女から奪った眼帯を回しながらセシルスは頷うなずく。

　どうにも、剣けん奴ど孤島にくる前の記憶は曖昧なのだ。

　前にスバルに答えた通りこれは事実。あまり気に留めてないのも事実。とはいえ、何かしらはあるだろうと思っていたところへ、訳知り顔で登場したのが彼女だ。

　この消えた記憶の中に彼女がいたなら、いったいどんな物語があったのか──、

「そうやって……誰も、何も、教えてくれない……！」

　思いを巡らせるセシルスの前で、悔しそうに声を震わせる彼女の炎に変化が生まれた。

　怒りと混乱に強い苦みが混ざり、炎の翼が赤から青へ色を変える。趣味がいい。

「隠してる、姫様も、閣下も……。わたしは、いつも……っ」

「置いてけぼりで辛つらい思いをしていると？」

「──っ」

　何となくの一言が図星を突いたのか、彼女の表情が強こわ張ばった。

　その揺れる赤い瞳を見ていると、ぼやけた彼方かなたにある思い入れが疼うずくような、そうでもないような、結局、彼女との関係はよくわからない。

「まぁ、良好な関係なら殺そうとしてくるってのもおかしな話ですし、きっとかなり殺伐とした仲だったんだと推測しましょう。この状況ともぴったり合いますし！」

「セシルス……っ」

「長話は観客を退屈させる。そろそろ舞台を動かしましょう。生あい憎にくと僕からは何ら答えを差し出せませんが、あなたの胸のつかえが少しは取れるかも」

　じわじわと痛む半身を隠し、回していた眼帯を握りしめ、彼女と相対する。

　会話を終わらせて、言葉では及ばない領域での対話を望むこちらの姿勢に、彼女はしばし黙ったあと、ゆっくりと自分の左手を下ろした。

　その向こう、光のない赤い目と向き合わされ、セシルスは苦笑する。

「本気でどうぞ。──あなたはいつも、卵焼きを半分しか焼かない」

「──ッ」

「あれ？　今なんか出ましたね？」

　反射的に口をついて出た一声、それを自分で不思議がりながらセシルスは首を傾かしげる。

　ただ、それはますます彼女の怒りを買う結果になったらしい。

「────」

　猛然と、噴き上がり、拡大する青い炎が島の下層を焼いていく。

　その燃える炎の中へ、セシルスは自らも『青き雷光』と化して駆け込んでいった。
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「はぁ、はぁ、はぁ……っ」

　文字通り、本当の意味での地獄と化す剣けん奴ど孤島を、スバルは必死で逃げていた。

　作戦も計画も、後ろに繋つながるものはもう何もない。みんな、死なせてしまった。

　全部、何でも、うまくやれると思っていた。

　二回の『スパルカ』を乗り切って、『合』の仲間とも力を合わせて、どんな困難だって乗り越えられると調子に乗って。──とんだ勘違い、馬鹿な思い上がりだ。

　そもそも、スバルは何度も死んでいた。死んでもやり直すチャンスがあったから、うまくいったように見えていただけだ。

　本当にできる人間なら、一度も死なないで全部うまくやれるはずなのだ。

　それこそ、あの恐ろしい存在、トッド・ファングのように。

「ちくしょう……っ」

　燃える下層から外に飛び出し、スバルは火傷やけどを負った手で乱暴に壁を叩たたいた。

　小さい拳、弱々しい体、回らない頭と役に立たない権能。数え始めれば負けた理由は手足の指を全部使っても数え足りない。

　むしろ、何があるのか、この目つきが悪いだけのクソガキに──。

「……シュバルツ、様」

「──っ」

　悔やんで足を止め、自分を呪ったスバルの喉が、不ふ意いの呼びかけに悲鳴を押し殺した。

　一瞬、最も恐ろしい存在に追いつかれたのかと。しかし、声も呼び方も違った。そしてその声と呼び方をする相手を、知っていた。

「──タンザ？」

　愕がく然ぜんと、声のした方に振り返り、物陰に佇たたずむ少女を見つけて衝撃に打たれる。

　弱々しく、息も絶え絶えにスバルを呼んだのは、トッドの手で通路から投げ落とされ、その後の安否がわからなくなっていたタンザだった。

　足を引きずる彼女は全身ずぶ濡ぬれで、キモノを脱ぎ捨てた白い襦じゆ袢ばん姿だ。頭に生えた二本の角の片方は折れ、ボロボロの有様でいる。

　なのに──、

「シュバルツ様、よく、ご無事で……」

　丸い瞳が安あん堵どに揺れて、スバルは心の底から苦しい気持ちを味わった。

　濡れた彼女を見れば、上層から湖に投げ落とされていたのだとわかる。水すい棲せいの、凶暴な魔獣が棲すむとされる湖、只ただ事ごとじゃ済まなかった証拠が折れた角だ。

　辛つらい、苦しい、助けてと、泣なき喚わめいて大人に縋すがり付つくぐらいが当然の子どもだ。

　なのにタンザはスバルを見つけて、「よかった」と目尻を下げた。

　こんな、何もできない、ナツキ・スバルを見つけて──。

「──ぁ」

　そう、思った瞬間だった。

　足の力が抜けて、スバルはその場にへたり込む。

「シュバルツ様……!?」

　膝をついたスバルを見て、血相を変えたタンザが走ってくる。

　その走り方が変で、足が折れているのかもしれない。よく見たら、濡れた襦袢にも赤い染みがあって、彼女もスバルを心配している場合じゃない怪け我が人にんだ。

　そんな、すごく痛くて辛いだろうに、スバルを心配してくれている。

　その、タンザの期待にも、何にも応えられないと気付いたとき、力が抜けた。

　──ただ、自分に、愛想が尽きてしまった。

「────」

　痛みでも、恐怖でもなかった。

　ナツキ・スバルを絶望させるのは、そういうわかりやすい辛さじゃなかった。

　かけられた期待に、願いに、応えられないこと。

　それこそが、ナツキ・スバルを最も絶望させる猛毒だったのだ。

「シュバルツ様、お気を確かに！　イドラ様と、ヒアイン様は……」

「……死んだ。二人とも、俺を庇かばって」

「──っ」

　みんな、死んでしまった。ただ助けられないだけじゃなく、助けられた。

　ヴァイツも、イドラも、ヒアインも、三人ともスバルを庇って死んでしまった。タンザが死にかけたのも、動けないスバルを守ろうとしたせいだ。

　みんなが死んだのは、スバルのせいで。みんなを殺したのも、スバルのせいで。

　この、剣けん奴ど孤島の大惨事は全部、ナツキ・スバルのせいだった。

「シュバルツ様……この場を、離れましょう。今すぐに、どこかに隠れないと」

「隠れても、無駄だ。……どうせ、すぐ見つかって」

「だとしてもです！　このまま、ここで何もなされずに殺されるのを待つのですか？　それでは、『合』の皆様は何のために命を落とされたんです！」

　縋すがり付つくように触れて、動けないスバルにタンザがもどかしく叫んだ。

　その涙声の訴えに、しかし、スバルの心はどんどん冷え込んで、冷め切っていく。

　タンザの言う通り、『合』の三人の死は無意味だった。無駄死にさせてしまった。

　スバルを庇かばう意味なんてなかった。嘘うそまでついて、騙だまして、死なせたのだ。

　あんな嘘、つかなければよかった。最後まで騙し切れないなら、嘘をついてまで何も持ち帰れないなら、嘘なんてつかなければ。

　そうすれば三人も、スバルの代わりに死のうなんてしなかった。

　皇帝の息子じゃない、ナツキ・シュバルツでもない、ナツキ・スバルのためになんて。

「シュバルツ様！　ここで倒れては──」

「……全部、嘘なんだ、タンザ」

「────」

「皇帝の隠し子なんて、嘘っぱちなんだ。俺は、立派で、すげぇ格かつ好こいい父さんの子どもだけど……皇帝の、子どもなんかじゃ、ない」

　俯うつむいて、スバルは安易に頼ろうとした嘘を、偽った期待を自分から告白した。

　もっと早くにこうしていれば──違う、最初から、あんな嘘をつくべきじゃなかった。

「────」

　丸い目をもっと丸くして、タンザがスバルの告白に絶句していた。

　当たり前だった。この状況で、なんて嘘をついたのかとスバル自身がスバルを呪いたくなる。騙されたと、彼女が怒りに身を任せても何もおかしくない。

　むしろ、タンザの手で殺されたとしても、仕方のないことだった。

「……シュバルツ様」

　だから、タンザの手がゆっくりと肩に伸びてきて、それを受け入れようとした。

　騙したスバルに、騙されたタンザが下す、正当な罰を──、

「──肩を、お貸しします。ですから、早くここを離れましょう」

「え……」

　──タンザは、スバルを罰しようとしなかった。

　薄い唇を結んで、タンザはスバルの肩に腕を回し、その体を起こそうとしていた。本気で、スバルを助け出そうとしていて、思わず「待て」と声が漏れた。

　ちゃんと、全部伝えた。嘘だと言った。

「聞いて、なかったのか……俺は！」

「皇帝閣下の、御ご落らく胤いんではないとお聞きしました。それについては、あとで……」

「あとでもクソも、ないだろ!?　皇帝と無関係なんだよ！　だったら、もう、俺を助ける理由なんて……」

　何もない。なかったものを、あるように見せかけたスバルの罪だ。

　それが、三人の命を奪うこととなって──。

「──シュバルツ様、本当にそう思うのですか？」

　肩に触れる小さな手を、振りほどこうとしたスバルの動きが止まる。

　目の前、しゃがんだタンザが正面から、じっとスバルの目を見つめていた。その、瞳から目を離せず、言われた言葉の意味がうまく咀そし嚼やくできない。

　そう思うも何も、全部、そのまま本当のことを。

「ヴァイツ様も、イドラ様もヒアイン様も、皆様がシュバルツ様を命懸けでお守りしたのが、全てご自分のついた嘘うそが理由だと、本気で？」

「だ、だって……だって俺が、皇帝の子どもだって」

「私も皆様も、信じていました。ですが、あのお三方が……臆病で、卑ひき怯ようで、嘘つきのあの方たちが、帝国への忠誠心や愛国心で、命を賭すとお思いですか？」

　真まっ直すぐ、少女に言われて、スバルはゆっくりと、三人の顔を、思い出していく。

　臆病で、自分可愛かわいさに逃げ出そうとしたヒアイン。

　卑怯にも、周りを出し抜いて生き残ろうと足あ掻がいたヴァイツ。

　嘘をついて、自分を大きく見せることでみんなを操ろうとしたイドラ。

　初めは誰とも仲良くなれる気がしなかった。三人も、おんなじ気持ちだったはずだ。

　それなのに、三人は最後には命懸けでスバルを庇かばった。守った。逃がした。

　どうしてか。それは、スバルが皇帝の隠し子だと三人が思っていたから。

　でも、もしも。──もしも、そうじゃなかったら。

「なん、で……？」

「シュバルツ様が、きちんと、あのお三方に寄り添える方だからです」

「────」

「きちんと話して、しっかり答えて、ちゃんとわかろうとして……そうやって、シュバルツ様が、皆様と寄り添っていたからです」

　わからないと、疑問を口にしたスバルに、タンザが目を見たままそう告げる。

　スバルが何をしたのか、どうして三人がスバルを助けようとしたのか、その答えを教えてくれようとしている。

　なのに、スバルにはタンザの言っている意味がわからない。

　だって──、

「そんなの、当たり前だ。何にも、特別なことなんて、してない」

　協力し合う相手と話すのも、わかろうとするのも、当たり前のことだ。

　できていなかったことも、もちろんある。やろうとしてやり切れないことも。でも、そんなのみんな当たり前にやっていて、寄り添うなんて特別なことじゃない。

「私には、皆様の気持ちがわかります。私も、ヨルナ様に救っていただきました。寄り添っていただきました。きっと、お三方も同じです」

「────」

「ただ、それだけで命を懸ける意味がある。……そう、思わされることも、あるのです」

　ズルい、ズルい言葉だった。

　これがスバルだけのことだったら、ただの買かい被かぶりだとタンザにはっきり言えた。

　でも、タンザはそれを、ヨルナからしてもらったことだと話した。

　ヨルナ・ミシグレ──たくさんの種族が暮らしている魔都の女主人で、スバルが知っている限り、帝国で一番心の優しい女性。

　ヨルナと同じなんて、とんでもない話だ。畏れ多いにも程がある。

　だけど、あの三人は、どう思ってくれていたのだろうか。

　あの、臆病だけどひょうきんで、卑ひき怯ようだけど頼もしくて、嘘うそつきだけど真面目で、この場所で、辛つらい思いばっかりして死ぬ理由なんてないみんなは。

「みんな、助けたかった」

「救われていました。シュバルツ様を、命懸けで守ろうとするほどに」

「違う、違うよ。そうじゃなくて……」

　もしかしたら、タンザの言う通りなのかもしれない。

　ひょっとしたら、スバルが思っている以上に、三人はスバルのことを仲間と思ってくれていたのかもしれない。

　スバルは、もしかしたら三人の心を、救えていたのかもしれない。

　でも、心だけじゃ、足りない。

　心だけ助けて、それでやり切ったなんて、思えない。全部、救いたいのだ。

　スバルは、スバルの味方を、よくしてくれる人を、みんなを、心も体も救いたい。

　それができなくちゃ、菜な月つき・賢けん一いちの息子じゃ──違う。

「──俺が、嫌なんだ」

　どうしようもないどん詰まりで、何もかもが死に絶えて終わっていく世界。

　いつしか剣けん奴ど孤島は黒い煙に包まれて、湖の上に浮かんだ島なのに燃えて、燃えて、燃え広がって、本当の地獄のように、命を全部終わらせようとしているみたいで。

「こんなの……」

　認めない。認めたくない。誰も救えない、そんな決着に膝を折りたくない。

　みんなに命を投げ出させて、それでおしまいなんて、納得できない。

　納得できない。だから──、

「──俺は、お前に、負けたくない」

「勝ち負けなんて、どうでもいいんだが」

　立ち上る黒煙を背後に、手にした斧おので肩を叩たたいた男が、首を傾かしげてそう答えた。
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　血ち塗まみれの斧おのを担いで、ゆらりと現れた男の姿は一瞬、別人かと見み紛まがうものだった。

　その、トレードマークとも言えるバンダナが外れ、橙だいだ色いいろの髪を下ろした姿は、見知った彼と大きく印象が違って見えたためだ。

　ただし、その双そう眸ぼう──邪悪さを隠し切れない緑の瞳が、素性をまるで偽らせない。

「トッド……」

「お前さんも悪運が強いな。通路が燃えたせいで、追いつくのに時間がかかった。水を使えって、アラキアには言いつけてあったんだが」

「────」

「どうも、アラキアも手が離せない状況らしい。肝心なときに使えない奴やつだ」

　そう億おつ劫くうそうに言ってはいるが、トッドの瞳にはアラキアへの何の関心もない。

　最初から期待がない。だから落胆もしない。残念がるのもただのポーズで、こうして語っていることも全部、嘘うそなのではないかと思わされる。

　必要なら、必要なだけ嘘をついて、周りを利用するトッドらしい嘘──、

「それ以上、近付かないでください……」

　そのトッドの前進を、手近な石を拾ったタンザが牽けん制せいする。

　子どもとは思えない腕力のタンザなら、ただの投石でも十分凶器だ。それがわかっているからか、トッドは静かな警戒をタンザに向けて、

「湖に落としたのにしぶとい嬢ちゃんだ。お前さんも、さっきの連中と同じ口か？」

「……それが、『合』の皆様のことでしたら」

「厄介な目つきだ。俺も、死に物狂いの危うさを軽く見るつもりはない。そうなると、お互いに動けなくなって面めん倒どうだな」

　言いながら、トッドが自分の髪を手でかき上げる。その仕草と言動から、彼がバンダナをなくしたのは、残ったイドラの功績だと伝わってきた。

　倒せたわけでも、傷を負わせたわけでもなく、バンダナを奪っただけ。

　それでも、イドラが一矢報いたから、トッドはスバルたちを警戒している。その警戒がトッドを慎重にさせ、スバルとタンザの合流と、この睨にらみ合あいを生み出した。

「あなたの……あなたの望みは、なんなのですか？」

「──？　うちに帰りたいだけだが？」

　真剣な問いにそう返され、タンザの唇が悔しげに歪ゆがんだ。

　だが、スバルにはわかる。淡々としたトッドの答え、それは嘘でも何でもないのだと。

「タンザ、もう話さなくていい。そいつとは、俺が話す」

「俺の方は話なんてないぞ、坊主」

「こっちの隙を窺うかがうついでに付き合えよ。それとも、死にかけの子どもが怖いのか？」

「怖いな。この状況でまだ挑発してくるようなガキ、おっかなくて仕方ない」

　挑発には一切乗らず、警戒心を欠片かけらも緩めず、相手が子どもでも手は抜かない。

　本当に、どこまでも厄介な相手で、追い詰められたのも当然に思えてくる。でも、こうも思った。そうして慎重で、知恵を巡らせて、自分を過信しない在り方なんて──。

「お前は、何でも一人で全部こなそうとしてるんだな」

「──。何でもは無理だ。自分の能力くらい弁わきまえてる」

「アラキアと、仲間と一緒にきたのに、それも全然信用してない」

　トッドの態度からは、アラキアを顧みる気持ちが全く感じられない。

　それはアラキアの強さを信頼して、彼女が負けるはずがないと思っているのではなく、強弱に拘かかわらず、アラキアをどうでもいいと思っているからだ。

　アラキアだけじゃない。トッドは身の回りの全部を、そう思っている。

　だから、その行動も思考も理想も、全部一人で完結しているのだ。

「そんなお前に、負けたくない」

「勝ち負けの話じゃない。別に、死んでくれるならお前さんの勝ちでいいぞ」

「俺の負けは、俺だけの負けじゃない。タンザの、ヒアインの、ヴァイツの、イドラの、『合』のみんなの、負けになる」

　それは、絶対に嫌だった。

　スバルたちはみんなで戦って、抗あらがって、勝利を目指す『合』だった。

　だから、勝つのだ。──全員で、勝ちにいくのだ。

「──お前みたいに、なるところだった」

　死にかけの体で、跪ひざまずいたスバルが自分の胸に手を当てる。

　その言葉にトッドは眉を寄せるが、タンザを警戒する彼は迂う闊かつに動けない。それでも、スバルが目に見える反撃をしようとしたら、それを阻止しに動いただろう。

　でも、スバルはその場に跪いたまま動かない。

「トッド」

　そして、動く必要もなかった。──ただ一言、口にするだけだ。

「──俺は、『死に戻り』を、してる」

　わずかな躊躇ためらいを踏み越えて、スバルがそれを口にする。

　それを口にすれば、何が起こるのかを覚悟の上で、自分の胸に手を置いたまま、スバルはそれをはっきりと言葉にした。

　そして──、

「……なに？」

　一瞬の空白があり、トッドがスバルの言葉に眉間の皺しわを深くした。

　その言葉の意味がわからず、タンザからも同じ疑問の気配が返ってくる。その二人の反応と、そして痛みのない自分の胸に、スバルは不具合の原因を悟った。

　たとえ体が縮んでも、必ずスバルへと降りかかってくるはずの災い。時の止まった世界を支配する黒い影と、禁忌を破った罰として与えられる耐え難がたい痛み。

　それが訪れない。何な故ぜか。──『魔女』が、スバルを見失っているからだ。

「────」

　紅こう瑠る璃り城じようの天守閣、剣けん奴ど孤島の『スパルカ』、トッドの始めた大虐殺──度重なる『死』の螺ら旋せんに付随して、ついにはリスタート地点の後ろ倒しを始めた権能の不具合。

　本能的に、スバルは理解していた。鳥が飛び方を、魚が泳ぎ方を忘れないように。

　──ナツキ・スバルは、自分の権能の使い方を忘れない。

　ナツキ・スバルは、自分の権能の使い方を忘れない。

　もっと早く、もっともっと早く、気付く余地ならあった。

『スパルカ』でも、大虐殺の最さ中なかでも、解き放たれた剣けん闘とう獣じゆう──魔獣がスバルに殺到しなかった時点で、瘴しよ気うきが薄れ、『魔女』の手が離れていると気付けたはずだった。

『魔女』が、スバルを見失っていると。──だから、叫んだ。

「俺は、『死に戻り』をしてる！」

「──っ、お前さん」

「俺は『死に戻り』をしてる！　『死に戻り』だ！　わかるか、『死に戻り』だ！」

　──『死に戻り』は、誰にも打ち明けてはいけない。

　それは耐えられない痛みを伴うペナルティがあるからだし、それ以上の、心がひび割れるような絶望とも直通している可能性があるから。

　その仕組みを悪用して、聞かせた相手の命を奪えるだなんて、期待もしてない。

　タンザに耳も塞ふさがせていない。トッドにも、聞かせたくない情報を与えている。

　でも、本命はトッドでも、この島にいる他の誰でもなかった。

「──俺は、『死に戻り』をしてる！」

　空を見上げて、黒煙の上がっていく曇り空へとスバルは声を張り上げる。

　ボロボロの体で、自分の大声が内臓に響いて痛かった。死にそうだ。でも、スバルが覚悟する、求めている痛みはこんなものじゃなかった。

　観覧者に恥じないようにと、セシルスは世よ迷まい言ごとを言い残した。

　スバルとセシルスが、同じ相手を思い描いているとは思えない。そもそも、セシルスのは単なる妄言の可能性が高い。でも、その妄言が気付かせた。

　セシルスが意識する観覧者と同じように、スバルを見ているはずのものがいる。

　その、スバルを見ているはずの存在が、今も離れずにスバルを見続けているのなら、こんな絶望的な、『愛』のないループは起こらない。

「──俺は、『死に戻り』をしてる！」

　俺は、ここにいる。俺を、見つけてくれ。

　虫のいい話なのはわかってる。でも、みんなを助けたいんだ。

　俺の、ナツキ・スバルの権能だけじゃ、足りないんだ。

　だから──、

「……俺を、見つけてくれ、サテラ」














『──愛してる』
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　名前を呼びかけた、瞬間だった。

「────」

　世界が、不ふ意いに色を失った。ガンガンとうるさく響いた、耳鳴りが彼方かなたに消える。

　手足が動かない。舌が渇いて痺しびれている。目を動かすことも、呼吸もできなくなる。その全部が、不自由を強いてくる強制力が、ゆっくりと、鼓動乱す脅威が。

　──漆黒の影で編まれたドレスを纏まとった愛いとしい『魔女』が、目の前に現れる。

『愛してる』

　そう口にしながら、『魔女』の黒い魔手が伸びてくる。

　それがスバルの頬ほおを撫なでて、静かに愛おしむように首筋を滑り、鎖骨をなぞって肋あばらの間を下り、約束の地に辿たどり着つく。

『愛してる。愛してる。愛してる』

　耳に馴な染じんだ愛を囁ささやきながら、その指がスバルの、子どもの胸板をすり抜けて、内側に大切に仕し舞まわれている命の機関を柔らかく包む。

『愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる』

　きっと、スバルはどうかしてしまったんだろう。

　囁かれる無数の愛の言霊も、それを裏切るように心の臓を包み込む指先も、この先に待ち受けているこの世の終わりのような苦しみも、全部が待ち遠しかった。

　だから──、




『愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる。愛してる』




　──おぞましく世界を埋め尽くす言霊さえも、ナツキ・スバルを壊せない。
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　世界が色を取り戻して、消えていた耳鳴りが蘇よみがえって、手足の感覚と舌の痺れが抜けて、荒々しい呼吸をしながら、スバル以外の時間が動き出した。

「ぐ」

　と、強く胸を掴つかんで呻うめくスバルに、トッドもタンザも意味がわからなかっただろう。

　でも、続いて起こった変化には、すぐに二人も気付いたはずだ。

「なんだ……!?」

　目を鋭く、表情を慄りつ然ぜんと強こわ張ばらせて、トッドが周りに視線を向けた。

　その原因は目に見えるものではなく、聞こえてくる音──それも、鳴き声だ。この剣けん奴ど孤島で生き残っている魔獣が、示し合わせたみたいに一斉に吠ほえる。

　それも、尋常じゃない勢いで興奮して、正気を失ったような剣けん幕まくで。

「──お前さんか」

　刹那、危機感を覚えたトッドが、すぐにその原因がスバルにあると看破した。

　さしものトッドでも、スバルの叫んだ『死に戻り』の意味はわからなかったようだ。

　だが、彼はそれを理解する必要はないと切り捨て、突っ込んでくる。

「──ッ」

　そのトッドを、タンザの投げた石が直撃──だが、狙いやすい胴体に向かったそれを左腕で受け、トッドは苦鳴を噛かみ殺し、反撃の斧おのをタンザに向けた。

　それがタンザの、角の折れた頭へと届く寸前──、

「シュバルツ様!?」

　後ろから肩を突き飛ばされて、横に倒れてしまうタンザがそう叫んだ。

　彼女を突き飛ばしたのは、その小さな背中に庇かばわれていたスバルだ。薙なぎ払はらわれる斧の射程からタンザが消えて、でも、代わりにスバルがそこに入り込む。

　一瞬、トッドの瞳孔が細くなり、しかし、斧の勢いは止まらず、振り切られる。

　ゆっくりと迫る刃が、スバルの首を吹き飛ばす──瞬間だった。

「──っ!?」

　硬い音と重たい衝撃、それが鈍く響き渡り、トッドの体が宙を舞った。

　吹っ飛んで転がったトッドはすぐさま起き上がる。が、盛大に切った口から血の雫しずくをこぼして、大きく膝が笑っていた。

「ごほっ……今、のは……っ」

　何が起こったのか、わからないと目を白黒させるトッド。

　そのトッドに、スバルは指を突き付けて──、

「──インビジブル・プロヴィデンス」

　その、がら空きの顎をぶち抜いた一撃が何なのか、丁寧に解説してやった。

「次は、頭を吹き飛ばしてやる」

「────」

　指を突き付けた手を引いて、スバルは今度は中指を立てて言い放った。

　顎が砕けたのか、止まらない血を吐き捨てながら、トッドがすっと目を細める。そのまま彼は、割られた顎の報復を始めるかと思いきや──、

「勝手に、死ね」

　低い声で言い残し、トッドは背後に立ち上る黒煙へと躊躇ためらわずに身を躍らせた。

　形勢不利と見た途端、執着も何もかも投げ捨てて、逃げを打ったのだ。

「まぁ、そうすると、思った、けど……」

「シュバルツ様！」

　消えるトッドを見届けると、血相を変えたタンザがスバルに駆け寄ってくる。そのタンザの手を取るより前に、スバルはその場にずるりと崩れ落ちた。

　ただでさえ、ここに辿たどり着つくまでに瀕ひん死しの状態だったのだ。イドラとヒアインを連れての飛び降りは、たぶん体の中の骨がいくつも折れる重傷だった。

　久々すぎる『怠たい惰だ』の権能の使用は、相変わらずスバルの脳みそに刺激が強くて、鼻血がボタボタと流れ出て、しかも止まらない。

　でも、どのみち、鼻血が止まらなくても大差はなかった。

　トッドの、最後の斧おのの一撃が、スバルの右肩を砕いて、突き刺さっている。

　うっかり意識が吹っ飛ばなかったのは、もう、痛みも何も関係ないところまで、スバルの命が遠ざかってしまっている証拠だった。

「シュバルツ様、シュバルツ様……！」

「セッシー、が……あっち、で、アラキアと……」

「わ、わかりました……！　わかって、わかっています、から……」

「トッドは、もう……気に、しなくて、いい」

　泣きじゃくるタンザに、残せるだけのものを残そうと、言葉を尽くす。

　性格的に、一度手痛い目に遭ったトッドが仕掛けてくるとは考えられなかった。それが彼の憎らしいところであり、同時に信用して利用できる信条でもある。

「シュバルツ、様……ここに、私は、ここにおりますから……っ」

　そうして、必死に言葉を並べるスバルに、タンザが嗚お咽えつを堪こらえながら接してくれる。

　最後の最後まで、自分を案じるスバルに何かをしなくてはと、必死に。

　でも、違うのだ。順番が、あべこべだ。

　タンザが、先によくしてくれた。何もかも、スバルに思い直させてくれた。

　ナツキ・スバルが、最後の最後まで諦めなくていいのだと、思い出させてくれた。

　そのおかげで、まだ、また、戦うことが、できる。

　だから──、

「──次、だ」

　そう、小さく決意を口にするスバルに、タンザが目を見開いた。

　だが、彼女にはそれが、死にゆくスバルの最後の意地のように聞こえたのだろう。

　目に涙を溜ためたまま、じっと感情を堪え、タンザの小さな手が、細い指が、そっと震えるスバルの手を優しく包み込んだ。

　そして──、

「はい、そうです、シュバルツ様。次こそはきっと、負けません」

　スバルの最後の願いを汚さぬように、涙ながらにタンザが言った。

　噛かみ合あって、いない。でも、互いを救いたいというその想おもいは噛み合っている。

　それで十分だった。

　その、十分な想いと、この瞬間の気持ちを抱えたまま──、

「──俺が、みんなを」

　──救ってみせる。

　その決意を最期に、ナツキ・スバルの命は燃え尽きて──。
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　──暗い、暗い、どこまでも暗い世界。

　闇しか存在せず、光の差し込まない空間であり、祈りや願いの届かない最果て。

　いつだって、その場所は心を蝕むしばみ、無力感を押し付け、嘆きと悲しみをもたらしてくる呪われた絶境だった。

　でも、このとき、この瞬間は、訪れを待っていたように思う。

『──愛してる』

「──全部じゃない。でも、わかってる」

　一人でやり遂げられることなんて、そう多くない。

　そこまで大それた人間じゃない。だから、間違いもするし、覚悟も捻ねじ曲まがる。

　でも──、

『──愛してる』

「ちゃんと、俺もわかってる。──わかってる」

　手放しかけて、ようやくわかることがある。

　それと同時に、これまでの感情をどう保てばいいのかわからなくもなる。

　でも、わかっていきたいと、ちゃんと思えているから。

　一番大事なモノは、ちゃんとわかってる。

「ありがとう。──いってくる」

　かの地へ、あらゆる命が潰ついえる絶水の地へ──もう、これ以上負けないために、大事なモノを踏ふみ躙にじられないために、ナツキ・スバルは再臨する。




　──再臨、する。





　　　　　７






「──っ」

　ぐっしょりと、濡ぬれた体に無理をさせて、指先に引っかかった大地を引き寄せる。

　文字通りの死に物狂い──違う、生き物狂いの足あ掻がきっぷりだった。

　真っ黒な水の中、逃げ場のない空間を必死でもがいて、もがいて、もがいて──、

「ぬ、がぁぁぁ！」

　土を掴つかんだ右手と反対、左手に抱いていたものを岸に押し上げる。ただし、乱暴じゃなく丁寧に、壊れ物を運ぶみたいに大切に。

　この子がいたから気付けたのだ。自分の周りの、でっかい愛情に。

「う、ぐお……っ」

　少女を岸に押し上げた。あとは、最後の気力を使って自分を助ける番だ。あれだけ豪語してきたのだ。──ここでしくじって魚の餌えさなんて、格かつ好こうがつかない。

「──っ」

「──おっと、危ない」

　皮肉にも、入れた気合いが空振って指が滑った瞬間、そんな声に手を掴つかまれた。

　その細い指に手首を握られて、こちらもその手を握り返す。すると、待ってましたと言わんばかりの反応を察して、相手は「おや？」と首を傾かしげた。

「あれれ、もしかして思ったより余裕ありました？　手を出すの早まりましたかね」

「んや、ギリギリだったよ。ナイスタイミング。……もしかして見計らってた？」

「あっはっは！　いえいえお互いに見せ場を意識するのは大事かなと！」

　まさかの可能性を問とい質ただすと、イエスともノーともつかない怖い答えがあった。そんなやり取りにも悪びれず、相手はへらへらと笑いながら、

「しかし、よくもまぁ泳ぎ切ったものです！　たまたま、風に吹かれて僕がここを出歩いていたのも実に奇縁！　いやいやいやいや、いいですね！」

　溺れかけた相手にも容よう赦しやなく、そんな変わらぬ態度を貫かれて安心なんて馬鹿げてる。

　でも、ここから始まったのだ。だから、ここから始めるのだ。

「──なんだか、壮大な物語が始まる予感がしませんか？」

「ああ。──実はちょうど、俺もそれを始めようと思ってたところなんだ」




　──そのはしゃぐような雷鳴に、ナツキ・スバルは獰どう猛もうに笑ってそう答えた。
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　──ガラガラと、疾は風や馬うまの引く馬車の揺れを尻に感じる。

　豪華な馬車だ。御者付きで揺れは少なく、道中の食事や宿の手配も万端と、至れり尽くせりの旅で大変結構。──何とも、居心地が悪い。

「自分で言うのもなんだが、俺はとことん小市民なんだよな」

「──橋、もうすぐ半分」

　と、不ふ意いに頭上から声をかけられ、居心地の悪さが一段増した。

　聞こえてくる声の主は屋根の上で、馬車の乗り方を知らないらしい。が、遠くを警戒させるのに便利なので、あえてそのままにさせている。

　ともあれ──、

「島、見えてる。準備いい？」

「そっちこそ、ちゃんと指示は覚えてるか？　二回も三回も説明したくない」

「そのぐらい、わたしも覚えられる」

　心外、とでも言いたげな口ぶりだが、信じていいのか正直疑問だった。

　大体、考えるのが苦手だからと、方針を部下の、それもたかだか上等兵に丸投げしてくる『将』なんて聞いたこともない。敬語もやめろと言われ、距離感が曖昧だ。

　ジャマルの女版と思って接しているが、男版より捨て場所に困りそうで面めん倒どうだった。

「手紙、渡すだけ？」

「そのはずだが、それだけでいい仕事をお前にやらせるのは腑ふに落ちない」

　直接会った印象だが、宰相のベルステツは無駄を嫌い、最善手を打つ手合いだ。帝国全体がキナ臭い現状、アラキアを些さ事じで遊ばせておくとは考えにくい。

「楽な仕事のはず、なんだがな」

　前評判通り、穏当に剣けん奴どの皆殺しが進行してくれれば一番いい。

　そうやって仕事が片付けば、不完全燃焼に終わった婚約者との蜜月へとやっと戻れる。

「カチュア……」

　愛いとしい女との時間を取り上げられ、執着心はより強く、強く膨れ上がっている。

　叶かなったほんの少しの再会は、まるでカラカラに渇いた喉に一滴だけ水を垂らされたような感覚だった。本当は、腹がはち切れるまで水が飲みたい。当然の欲求だろう。

　一秒でも早く、仕事を終わらせて帝都へ戻る。そのためなら──、

「──何を犠牲にしてもいい」

　そう、自分の中の楔くさびを一個、乱暴な方へずらしたときだった。

「──トッド、なんだか変」

　名前を呼ばれ、男──トッドは「なに？」と顔を上げた。

　真剣味の欠けた声こわ色いろだが、彼女は万事この調子だ。が、『九神将』まで上り詰めた実力は本物で、その指摘を無視すべきでないのも事実。

　そして、今回も彼女の直感は正しかった。

「──止めろ！　今すぐ反転して、引き返せ！」

「え？」

「アラキア、島を警戒していろ！　動きがあったら構わず撃て！」

　窓越しの進路──跳ね橋の先にある剣奴孤島を目にした瞬間、トッドは即座に撤退すべきだと判断した。声を上げ、御者とアラキアに指示を飛ばす。

　只ただならぬトッドの空気に、一拍遅れて御者が慌てて疾は風や馬うまに反転を指示する。正解だ。あと少しまごつくようなら、湖に突き落として手た綱づなを奪うところだった。

「トッド」

「ベルステツ宰相の懸念は当たったらしい」

　遠ざかる剣奴孤島を視界の端に収め、トッドは冷や汗を禁じ得ない。あのまま、予定通りに上陸していたらどうなっていたことか、アラキアの大手柄だ。

　なにせ──、

「──準備万端でお待ちかねとは、相手は相当ヤバいのが率いてるぞ」

「勝てない？　わたしがいても」

「ああ、そうだな」

　静かに、緊張を高めるアラキアの声を聞きながら、トッドは頷うなずいた。

　ゾッと、背中を走る怖おぞ気けを感じたまま──、

「──勝ち目がある相手じゃない。少なくとも、今日は」と。
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「……引き返すとは思ったけど、損切りの判断が早すぎるだろ」

　跳ね橋の真ん中で反転し、一目散に引き返していく馬車に思わず嘆息が漏れる。

　その判断の速さに呆あきれと感心があるが、それも予想の範囲内だ。もしも本気で騙だまし討ちする気なら、まずは大人しく相手を島に引き入れていた。

　ただし、引き入れたあとの大惨事を知るものとして、そんな大おお博ばく打ちは絶対御ご免めんだ。

　──もうすでに、これ以上ないほどの大博打に打って出たあとなのだから。

「シュバルツ様、使者の方々は……」

「ああ、退散した。さすがに、これだけずらっとお出迎えしてたらおかしいと思うわな。そう思わせたいからハッタリかましたんだけど」

「そう、ですか。……『弐に』を相手せずに済んで、ホッといたしました」

　手で庇ひさしを作り、跳ね橋を眺めていたスバルの隣で、タンザが作戦の成功に安あん堵どする。

　キモノ姿のタンザ、彼女の頭の角は二本とも健在で、幼子の玉の肌にも傷一つない。

　全く何の問題もなく、すくすくと元気で健けな気げなパーフェクトタンザだ。

「──。あ、あの、シュバルツ様？」

「うん？」

「いえ、その、どうして私の頭を撫なでていらっしゃるのかと……」

「あ、ごめんごめん、大切な愛いとおしさが炸さく裂れつしてつい」

　恥ずかしげなタンザの問いかけに、スバルは自分が無意識に彼女の頭を撫でていたのだと気付いて謝った。が、謝っても頭を撫でる手は止めない。

　そうして撫でくりを続行するスバルに、タンザは唇を結んでされるがままだ。

「──って、いつまでやってやがんだ！　ガキ同士でいちゃついてる場合か!?」

「うおっ」

　すぐ背後から威勢のいい声がかかり、スバルの撫でくりが止まった。その間、そそくさとタンザに距離を取られ、スバルは唇を曲げて振り返る。

　その視線に、蜥と蜴かげ人びと──ヒアインが「な、なんだよ……」と引きつった顔になり、

「恨めしい顔すんな！　俺がおかしなこと言ったか!?　どう思うよ!?」

「言い方と間の悪さというものだろうな。私も、間の悪さは言えた話ではないが」

「お前よりマシだ……。少しは気を使え、トカゲ野郎……」

「ぬがぁ!?」

　訴えを両脇の二人──イドラとヴァイツに切り捨てられ、ヒアインが悲鳴を上げる。

　そんなヒアインの反応に、イドラが苦笑し、ヴァイツは鼻を鳴らした。その三人が並んだ姿に感慨深さを覚えていると、視線をイドラに気付かれる。

「シュバルツ、その何やら思わせぶりな目つきが気になるのだが……」

「何でもない。ただ、ここまできたなと思ってさ」

　鼻の下を指で擦こすったスバルに、イドラは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。が、そのイドラの反応の傍かたわら、ヴァイツが「わかれ……」と跳ね橋の方を眺めて呟つぶやく。

「帝都の使いを追っ払ったんだ……。これでオレたちに退路はない。そうだな……？」

「──。ちょっと違うけど、それも正解」

「ちょっと違う……!?」

　一番の理解者顔を崩され、ヴァイツが恐ろしい顔で目を見張るのにスバルは笑った。

　スバルの抱いている感慨と、三人の印象は違っている。それが、誇らしい。

　三人は──違う、みんなも、何も知らないが、それで大丈夫だ。

　ちゃんと、スバルが全部覚えている。

　そして──、

「──どうやら、裁定は下ったようだ」

　重く、厳いかめしい声と共に振り返るのは、跳ね橋の袂たもとで使者を待っていた人物だ。

　使者を乗せた馬車が引き返し、向こう岸に渡り終えるのを見届けた彼は、まるで鬼のような恐ろしい形ぎよ相うそうでスバルを振り返った。

「これで、俺を信じてくれる？」

「否いなやはない。皇帝閣下が本職に下した勅ちよ命くめい、その成じよ就うじゆのときだ。すなわち──」

「すなわち？」

「剣けん奴ど孤島ギヌンハイブの剣奴一同、旗下に加わらせていただく。──シュバルツ殿下」

　そう言いながら、己の胸の前で四つの腕、その手と拳を合わせたのは剣奴孤島の管理者であり、威風堂々たる姿勢を示したグスタフ・モレロだ。

　そのグスタフの発言に顔を見合わせ、従う看守たちも一斉に同じ姿勢を取る。

「気に入らんな……」

　そうしたグスタフたちの姿勢に、不満げにヴァイツが呟いた。

　そのヴァイツの一声を聞きつけ、グスタフは重ねた腕を解きながら彼を見下ろす。

「ヴァイツ・ログン、君の意見は胸に留とどめる。だが、個人の意思よりも優先されるものがある。本職が、君に言うことを聞かせる術すべがあることを忘れてもらっては困る」

「やってみるか……？」

　グスタフとヴァイツ、二人が睨にらみ合あい、バチバチと火花が散る。すると、そんな二人の間にスバルではなく、イドラとヒアインが割って入った。

「ヴァイツ、貴様は……お前は言葉が足りない。そのせいで誤解を招いているだろう」

「それで揉もめようと、オレは一向に構わん……」

「他が構うんだよ！　ああ、ったく！　総督、俺たちゃあんたに命令されて、おっかなびっくり従うなんてみっともねえ真ま似ねはしねえ！」

　ヴァイツがイドラを押しとどめ、代わりに進み出るヒアインが調子よく吠ほえる。

　都合が悪いときはグスタフの目も見れないヒアインだが、そんな弱気をおくびにも出さないで、彼は堂々とスバルと肩を組んで、

「俺たちゃ兄弟と一緒よぉ！　そうだろ、てめえら！　ビビっちゃいねえよなぁ!?」

「──笑わせんな、トカゲ野郎！」「誰がビビってるだ、誰が！」

「おお、おお、いこうぜ、我らが帝国皇子殿下！」

「いけ好かない親おや父じをぶっちめて、おれたちの帝国を建国だぁ──!!」

　大きな大きなヒアインの呼びかけに、島中の声が一気に応えた。

　それは文字通り、総出で使者のお出迎えにやってきていた剣けん奴どたちの声だ。血の気の多い男たちの声には、ヒアインの仲間であるオーソンや、珍しく治癒室から外に出てきたヌル爺じいさんの声も混ざっている。

　究極完全体、一いち丸がんとなった剣奴孤島ギヌンハイブのお通りだ。

「──ありがとう」

　沸き立つ周囲の歓声を聞きながら、スバルは自分の胸を押さえて呟つぶやく。

　それは周りの仲間たちへの、そして自分への、何より機会をくれた相手への、感謝。

　そして、スバルは両手で頬ほおを張って、晴れ晴れしい顔を上げると、

「で、俺たちはいくけど、セッシーはどうする？」

「──ははぁ、そうですねえ」

　首を傾かしげたスバルの問いに、くるくると回りながら落ちてくる影。軽やかな音を立てて着地したのは、事の成り行きを高台から見守っていたセシルスだ。

　彼はスバルと、その背後に並んでいる大勢をゆっくりと見回して、

「……これはさすがの大番狂わせ。いくら何でもここまでやるとは予想もしていませんでしたよ、実に天あつ晴ぱれと言わざるを得ません。ただし一個だけ疑問が」

「へえ？　なんだろ」

「懇こん切せつ丁てい寧ねいに巡って回ってやり取りして、皆さんをお味方につけた手腕は実に見事と称賛しましょう。でもですねあれですよ。──僕、口く説どかれてないんですが？」

　両袖に手を隠しながら、セシルスが心底不思議そうな顔で聞いてくる。

　その、いつも浮かべている笑みの消えたセシルスに、スバルは満足げに頷うなずいた。

　確かに、スバルはセシルスを口説かなかった。

　グスタフも、ヒアインもヴァイツもイドラも、オーソンたちもヌル爺さんも、レックスやミルザック、カシューやモイゾ、ディロイやクリグキン、コドローやフェンメル、あの石頭で一いつ匹ぴき狼おおかみのジョズロも口く説どいたのに、セシルスはスルーした。

　何な故ぜなら──、

「──セッシーの、その顔が見たかったんだよ」

　これまで散々、要所でスバルを空振りさせてきたのがセシルスだ。

　その意趣返しに危ない橋を渡るほど馬鹿じゃないけれど、色々考えた結果、良くも悪くもこれが一番、セシルスには効き目があると考えた。

　そして実際、そう言われて目を丸くするセシルスに、スバルは告げる。

「今ならこき使ってやるけど、一緒にくる？」

「は、ははは、ははははは！　あーっはっはっはっは!!」

　肩をすくめて、そうウインクしたスバル。その上から目線の誘いを聞いた途端、セシルスが大口を開けて、背中を反らしながら大爆笑した。

「まさか！　まさかまさかこの僕を！　この『青き雷光』セシルス・セグムントを！　この世界の花形役者を！　この僕を袖にして言わせますか！　ぜひ一緒にいかせてくださいと！　それはそれは……とんでもないですよ、バッスー！」

「……で、どうする？」

「もちろんご一緒しましょう！　乗せられるのは癪しやくですがとか言いたいところなんですがやり込められて全く癪じゃないのがすごい！　ああ、すごい！　快なり！」

　大きく両手で拍手しながら、セシルスがスバルの思おも惑わくに全速力で乗っかる。その思い切りの良さに安あん堵どしつつ、スバルは顎に手をやった。

　実は、それこそ一番最初のときから思っていたのだが──、

「そのバッスーって呼び方、全然ピンとこないんだよな」

「むおう、逆風！　ついていくと答えた手前それで決裂するのも何とも風通しが悪いですが、しからばなんとお呼びすればの代案でも？」

「そうだな……」

　前のめりになるセシルスに、スバルは少し考えた。

　バッスーと、何度か口に馴な染じませて、ふと思う。そして、その思いつきが案外悪くない気がして、スバルは悪い顔で笑い、

「──ボス」

「────」

「俺のことは、これからボスって呼んでくれ」

　気取ったつもりはないけれど、セシルスの物語脳に付き合うのも意外と悪くない。

　そんな調子のスバルの答えに、セシルスは「ほほう」と嘆息し、

「ボス、ボス、ボスボスボス……これはなかなかよい響き！　意味は全くわからんちんですが、嫌いじゃないです、むしろ好き」

「頭目って意味だよ。ちょうどいいだろ？」

「ええ、ですね、ボス！　しからば、始めるとしますか！」

　快活に笑い、威勢のいいセシルスの言葉にスバルは「ああ」と頷うなずいた。

　それから、スバルはセシルスを筆頭に、『合』の仲間であるヒアインとヴァイツ、イドラや剣けん奴どたちを見渡し、グスタフと彼が引き連れる看守たちとも目を合わせた。

　壮絶な、壮絶な経験の果てに、一いち丸がんとなった仲間たちと──、

「──いくぜ、みんな！　帝都にいる、クソ親おや父じの横っ面をぶん殴る!!」

「「おお──!!」」

　スバルの掛け声に、剣奴孤島そのものが大きく答えを返す。

　島を浮かべた湖全体が揺らぐような激しい勢いを感じながら、スバルはふと、こちらをじっと見ているタンザの視線に気付いた。

「安心しろ」

　ただ一人、ちゃんとスバルが皇帝の落とし胤だねではないと知る彼女に、スバルは力強く頷きかけて、西の地から一気に帝都を目指す覚悟を決めた。

　菜な月つき・賢けん一いちの息子であり、仲間たちが信じてくれる自分として、突き進む。

　故に、このときから、ナツキ・スバルは──、

「──今度は、俺たちが勝つ！」




　──異世界召喚されて以来、最強の存在としてヴォラキア帝国を蹂じゆ躙うりんする。


《了》
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あとがき






　あとがきまでお付き合い、大感謝！　ご存知、長月達平＆鼠色猫です！

　さすがに31巻まで読んでくれている人が、ここで初見の可能性はないと信じて大御所風味の挨拶をしてみました。へへ、こうしてられるのも皆さんのおかげです（低姿勢）。

　ともあれ、前回の記念すべき30巻でほぼ主人公が登場しないというとんでもない展開だったわけですが、今回はその反動の如くヒロインがいないという蛮行！　いえ、作者的にはスバルに絆されるキャラは軒並みヒロインなので、本文中で次々と陥落していった剣奴仲間はいずれもヒロインと言えると主張します。今さらですが、あとがきには本編のネタバレが含まれるので、本文を読んでからあとがきに挑んでください！

　今回はリゼロ史上、ある意味最も過酷な戦いの描かれた一冊でしたが、前述のヒロインたちとスバルの奮闘、楽しんでいただけたでしょうか？　切っても切れない腐れ縁の相手との関係の清算に苦しんだり、新しい縁がこんがらがったりと大混戦の一幕、それでも剣奴孤島の制圧に成功し、次なる舞台である帝都決戦へ向かいます。

　帝国編自体がこれまでのリゼロで一番大きな戦いを描いていますが、来たる帝都決戦がその総決算となるよう、作者はご期待に応える執筆を目指す所存です！

　さて、いい加減皆様の目も疲れてきた頃合い、箸休めに恒例の謝辞へ移りまする。

　担当のＩ様、本編以外にも様々な進行がガチンコぶつかり合う中、毎回の舵取り本当にありがとうございます。転覆と座礁を器用に避けていただき、毎度頭が上がりません！

　イラストの大塚先生、31巻まで到達して浮世絵風のカバーイラストと、新境地へ挑み続ける姿勢と人外キャラへの拘りには感服します！　今回もグスタフとヒアイン、非常に素敵で大満足……！　素晴らしいお仕事、いつもありがとうございます！

　デザインの草野先生、浮世絵にタイトルを入れる仕事を何件引き受けてこられたのか。そう思わされる惚れ惚れする出来、今回もお見事でした！　ありがとうございます！

　花鶏先生＆相川先生の四章コミカライズ、月刊コミックアライブにて連載中！　物語も折り返しに突入し、ここからの怒涛の展開、一読者としても楽しくお待ちしています！

　そして、ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、校閲様や各書店の担当者様、営業様と皆様のご協力をいただき、今回の一冊も形にすることができました！　いつもありがとうございます！

　最後に、読者の皆様がこの31巻、楽しんでくれたなら感無量です！

　剣奴孤島を制圧し、問題の渦中にある帝都へ集結する一同。そこで待ち受ける激戦と、帝国動乱の真実──次回、32巻にもぜひともご期待ください！

　それではまた！　全力を込めた次の一冊でお会いできましたら！




２０２２年８月《予定通りと予定外、一挙両得のプロット捻出に頭を悩ませながら》
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